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PART1 偉大なる叡智の残り火シャンバラ 

 

私達は、いくつもの星への旅を行い、天の川

銀河の様々な星座の問題を解決し再建を行

ってきました。 

また天の川銀河だけでなく、アンドロメダ銀

河、オリオン星雲、プレアディス星団をはじ

めとするユニバース（単一宇宙）の高次のマ

スター達と共に、それぞれの銀河や星団の問

題を解決するために活動してきました。 

 

そして、私達のユニバース（単一宇宙）だけ

でなく、さらにたくさんのユニバース（単一

宇宙）が集まった多次元宇宙の存在も知りま

した。 

私達は、創造主に導かれ、多次元宇宙を統治

するマスター達や多次元宇宙を生みだした

創造主ブラフマンの元にまでたどり着いた

のです。 

 

私達は、創造主と共に、私達のユニバースを

統治するためのユニバーサル・パレスを生み

だしました。 

このパレスには、各銀河や星団の代表者や騎

士団、魔法使いなども属し、私達の宇宙の平

和と進化のために働く事になりました。 

 

また、アルゴー船座を旅する中で、バード族

と出会い、時と空間を自由に移動できる宇宙

船「フェニックス号」を建造してもらいまし

たので、私達の活動の場が大きく広がる事に

なりました。 

第 1 章 宇宙の大地とつなが

るシャンバラ 
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私達はこれから、地球を基盤として天の川銀

河の新生に向かって動き始める事になりま

す。 

そのために、私達はこの地球の過去の文明や

今でも地球の異なる次元に存在するシャン

バラなどの次元に入り、その次元のマスター

達と共に協力して、地球の進化を進めていく

事になります。 

 

しかし、私達が入った過去の文明が残る別次

元の世界は、素晴らしいマスター達が納める

次元もありましたが、時として目を覆いたく

なるような悲惨な状況に陥っている次元も

ありました。 

今回のシリーズは、地球の多次元にわたる世

界の再建と統合のお話です。 

 

私が個人アチューメントを行っている時に、

マスター達との話の中で、地球の様々な次元

に散在する過去の文明や叡智ある存在達が

現在でも活動している次元（世界）の再統合

を行うように指示がありました。 

それは、これから地球が新しい地球として再

統合される時、それらの次元（世界）も再統

合される必要があるためです。 

 

私達はまず、マスターの導きによりシャンバ

ラとムーに入る事になりました。 

シャンバラとムーの文明はとても関係が深

く、共に人類の進化などにも深く関わってい

るようでした。 

特に、人類の進化にとって不可欠な遺伝子の

操作というのは、とても難しい問題です。 

 

私達人類が、2000 年前の紀元 0 年頃を境

に大きく成長して、現在の文明を作り上げて

いったのも遺伝子の変化と大きな関わりが
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あります。 

 

また過去に起こったいくつもの文明も、今ま

での地球人には無いすぐれた遺伝子と能力

を持った人々によって生み出されてきまし

た。 

しかし、遺伝子操作が他の人々や生命に対す

る支配を目的として使用されてしまうと、必

ず道を誤り、人類と文明の破滅を引き起こし

てしまいます。 

 

シャンバラとムーの人々も、遺伝子操作の技

術を持っていましたが、それがまた自分達の

文明を滅ぼしてしまう大きな原因となった

事も知っています。 

彼らは、過去の文明の破滅を反省し、より高

度なシステムと倫理によりそれらの技術を

保存しているようでした。 

 

私達が以前シャンバラに行った時には、この

世界には意識の高い人々しか入れない、と言

われた事があります。 

彼らは、自分達の世界を守るために、そこに

入る人達を制限して自分達の世界を守って

いたようです。 

 

昨年の秋頃に、再訪した時は、私達は喜んで

迎えられ、シャンバラの中を案内してもらい

ました。 

そしてシャンバラのマスターから「やがて、

あなた達と共に仕事をする時が来るであろ

う。」という事を言われました。 

 

今回は3度目の来訪ですが、現在の私達は、

いくつもの星々を周り、様々な問題を解決し

てきましたので、地球の古代文明が存在する

次元に深く関わるための能力と叡智を身に

つけています。 
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私達がシャンバラに着くと、マスター達が急

いで出てきてくれました。 

私達を神殿に迎えいれ、シャンバラのマスタ

ー達と少し話をする事にしました。 

 

「シャンバラとは、かつてレムリアやアトラ

ンティスと同じ時代にこの地球に生まれた

文明の一つです。 

私達を指導していたのは、シリウス星と関連

の深い星から来た人々でした。 

私達は、高度な天文に関する叡智や宇宙の光

とエネルギー、星の配置等が、人類やこの地

球に及ぼす影響を詳しく学びました。 

そして、宇宙の均衡とバランスを保つために、

「宇宙の大地」の事や成長の原則についても

学びました。 

 

私達は、シャンバラの叡智を地球の人々と分

かち合うために、私達の次元はこのままに保

ちながら、さらに物質的な世界を生みだす事

にしました。 

それがムーの文明です。 

現在のインド洋から太平洋のあたりを中心

に生みだされたムーの文明は、地球上の生命

達や人々にも大きな影響を与えました。 

それは、ムーの人々は、この地球の人々を豊

かな精神を持つ民族にする事を目的として

生み出されたからです。 

 

私達の指導者は、私達が成長するに伴い、他

の民族との協調性を望まれました。 

ある時期までは、レムリアやアトランティス

との交流を保っていましたが、レムリアやア

トランティスの人々が、意見の相違のために

争いを始めるようになると、私達は自分達の

独自性を守るために、彼らとの交流は避け、

自分達独自の文明を発展させるようにした

のです。 
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それまでは、ムーの人達は、海洋航海と天文

学に対する深い知恵を持っていましたが、私

達はその叡智を奪われる事を恐れ、アトラン

ティスの人達との交流を禁じました。 

その事を恨みに思ったアトランティス人に

よって、私達も彼らの争いに巻き込まれてい

くようになってしまいました。 

やがて、ムーの文明は、多くの人々達が傷つ

けられ、その叡智をシャンバラに移し、滅び

去っていったのです。」 

 

マスターはとても寂しそうな顔をして語り

ます。 

「私達は、いつか再び、地球に生きる人類の

ために、必ずお役にたてる日が来る事を信じ

ていました。 

私達は、ムー文明の叡智あるマスターと共に、

地球の人類達が、これ以上破滅的な活動を起

こさないように、人類に光を送り守護してき

たのです。 

そして、人類の愛と叡智を活性化するための

光を送り、DNA の活性や修復のための試み

を行ってきました。 

 

それはこの地球が、人類の遺志により破滅を

迎える事になったら、この地球をよりどころ

としている多くの叡智ある文明や次元（世界）

が滅びてしまうからです。 

私達だけでなく、レムリアやアトランティス

の素晴らしい叡智も失われてしまいます。 

私達は、常にこの地球と地球の人々を見守っ

ています。 

そして、あなた方がマスター達によって生み

出され、この地球とさらに大きな宇宙を新た

な世界へと導いてくれる事を、私達は信じて

います。」 
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私は、シャンバラのマスターに現在のシャン

バラの様子を訪ねました。 

「シャンバラも決してベストな状態である

わけではありません。 

私達の次元のよりどころとなるクリスタル

も傷つき元気がありませんし、仲間達もすこ

しずつ少なくなっています。 

また、私達には、これ以上地球の人々に大き

な影響を与える能力も力も残っていません

ので、ムーの叡智ある存在達と相談して、こ

れから最後の仕事に取り掛ろうとしていた

ところです。」 

 

私は、シャンバラのマスターに、この次元の

原動力となるクリスタルのもとに連れて行

ってもらいました。 

 

 

 

PART2 シャンバラの復活 

 

確かに、シャンバラのクリスタルは輝きを失

い力がありません。 

私はフェニックス号を呼び寄せ、このクリス

タルを新しいホーリー・クリスタルに変えて

もらいます。 

クリスタルは、見事に輝き始め、シャンバラ

自体が美しい光に照らされていくようです。 

 

次に、彼らの活動を行うためのシステムも見

せてもらいましたが、さすがに古い感じがし

ます。 

私は、機械工学に詳しい鳳凰族のベラトリッ

クスやマスターA、そしてコロボックル達を

呼び寄せ、このシステムを新しいものにして

もらうようにお願いしました。 

 

私達は、彼らがその仕事をしている間に、こ
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の次元に光を送っている場所へと向かう事

にしました。 

シャンバラのマスター達もすべて集め、フェ

ニックス号に乗り込みます。 

シャンバラのマスターの１人が、行く先につ

いて船長と打ち合わせを行います。 

どうやら、シャンバラのエネルギーの源は、

私達が「宇宙の大地」と呼んでいる場所のよ

うです。 

 

私達は、「宇宙の大地」とシャンバラのホー

リー・クリスタルの光をつなげるために、ブ

ラック・ホールの中に入ります。 

ブラック・ホールの中を進むとフェニックス

号が異常なエネルギーを検知しました。 

モニターで見てみると、ブラック・ホールの

中に大きな隕石のようなものがたくさん散

らばり、その場所のエネルギーが大きな異常

を示しています。 

 

船長が言うには、 

「これらの隕石は、ブラック・ホールとシャ

ンバラのエネルギーの循環を妨害するため

に、故意に投げ込まれたようです。 

これらの隕石を片付ける事で、きっとシャン

バラと「宇宙の大地」のエネルギーの循環は

良くなる事でしょう。」 

 

船長は特殊なレーザービームのようなもの

で、この隕石を破壊し取り除いていきます。 

処理が終わると、異常なエネルギーもなくな

り、「宇宙の大地」への道がつながります。 

私達は、さらにブラック・ホールの中を進み、

「宇宙の大地」へと向かいます。 

 

「宇宙の大地」に着くと、「宇宙の大地」の

マスターが私達を喜んで迎えてくれます。 

彼も、シャンバラとの通路に、異常なエネル
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ギーが発生している事を気づいて心配して

いたようですが、私達がそれを取り除いた事

を知って安心しています。 

 

「シャンバラのマスター達よ、私は、あなた

方がここに来てくれる事を長い間待ってい

ました。 

あなた方は、地球のみならず、天の川銀河に

安定と成長のバランスを保つために、地球に

送りこまれ、シャンバラを作りました。 

地球の神聖なるヒマラヤの奥に位置し、地球

と宇宙の安定のために、「宇宙の大地」のエ

ネルギーと地球をつなげる事がその大きな

役目でした。 

 

そうする事で、地球の文明は、安定感のある

バランスが取れたものになっていくはずで

したが、あなた方のクリスタルと私達のクリ

スタルの光が、突然途切れてしまってから、

地球は安定感を失い、空に放たれた風船のよ

うにふらふらとさまよい続けました。 

そのために、多くの文明の指導者達が、宇宙

の真実の道から外れ自己中心的な活動に走

ってしまったのです。 

それ以降、地球には争いと文明の興亡が後を

絶たなくなってしまいました。 

しかし、再びシャンバラと「宇宙の大地」が

一つにつながる事によって、地球は安定感の

ある世界へと戻っていくでしょう。」 

 

シャンバラのマスター達もその言葉を聞い

て涙を流しています。 

自分達の故郷に戻ってきて、自分達の本当の

役目を知ったようです。 

私達は、シャンバラのマスターと「宇宙の大

地」のマスターとの間に光をつなぎます。 

そしてフェニックス号を仲介として、「宇宙

の大地」とシャンバラを光でつなぎます。 
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ブラック・ホールの中を光が走り、白い光で

ブラック・ホールが埋め尽くされます。 

 

しばらくすると、シャンバラに残っていたベ

ラトリックス達からも、「宇宙の大地」の光

がシャンバラのクリスタルに満たされた事

を知らせる連絡が届きました。 

私達は、再び「宇宙の大地」からシャンバラ

へと向かいます。 

 

シャンバラでは、ベラトリックス達が、彼ら

の機械を大きく作り変えて最新型にしてい

るようです。 

戻ってきたマスター達も、その変わりように

大喜びです。 

これでシャンバラも新たな活動が始まりま

す。 
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PART1 荒廃したムーのスピリチュアル

次元 

 

私達はシャンバラを後にしてムーの文明へ

と向かいました。 

ムーはシャンバラとはとても関係が深い場

所です。 

シャンバラの人によって、この地球に楽園を

作り出すために創造されたのがムー文明な

のです。 

 

私達が、ムーの神殿に着くとムーのマスター

達が迎えに来てくれましたが、この世界の雰

囲気はとても暗く重だるい感じがします。 

神殿に連れて行ってもらいましたが、神殿も

荒れていて十分に使われていないようです。 

 

私は、この様子をムーのマスターに尋ねまし

た。 

マスターが恥ずかしそうに答えます。 

「実は、私達にもわからないのです。 

ムーがある時、大きな衝撃を受けて破壊され

てしまいました。 

叡智ある存在達は、この事を予測して、スピ

リチュアル次元に逃げ込みましたが、それか

らというもの、この次元もどんどん活気を失

いパワーがなくなってきています。 

私達は、この次元の母体となる地球が意識進

化を行う事で、それが解決するのではないか

と思い、地球の人達に遺伝子を活性化するた

めの光を送ろうとしています。」 

 

第 2 章 遺伝子の働きを整え

るムー 
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私達はまず、神殿の奥にあるクリスタルを見

せてもらいます。 

クリスタルはとても大きくこの次元のエネ

ルギーを支えるために、少しばかりは輝いて

いますが、本来の輝きとは全く異なるようで

す。 

簡単に言うならば電力不足の電球です。 

 

私達は、フェニックス号にお願いして、新し

いホーリー・クリスタルを準備してもらい、

このクリスタルと入れ替えます。 

新しクリスタルが、燦然と輝き始めると、ム

ーの次元も途端に明るくなりました。 

ユニバーサル・パレスを呼び、このムーの次

元に光を送り、さらにエンパワーメントして

もらいます。 

 

私達は、ムーのマスターに、遺伝子を活性化

するための装置を見せてもらいました。 

その装置は神殿の地下にあり、シャンバラと

同じように古びており旧式のものです。 

はっきり言って、このような旧式の機械で、

人間の遺伝子を活性化するといわれても不

安です。 

私達は、ベラトリックス達を呼び出し、ここ

のシステムも修理してくれるようにお願い

しました。 

 

私は、マスターに、ムーの原動力はどこから

来ていますか、と尋ねました。 

マスターは、「宇宙の遥か彼方にある太陽」

と答えましたが、現在ではその光も十分届い

ていないようです。 

恐らく、この「宇宙の遥か彼方にある太陽」

とムーの次元をつながない事には、やがてこ

の次元も壊滅してしまう事でしょう。 

 

私達は、べラトリックス達が、機械を修理し
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ている間に、ムーのマスター達と共に、フェ

ニックス号で、「宇宙の遥か彼方にある太陽」

との光の通路を改善する事にしました。 

私達は、細々と送られてくる光の道筋を頼り

に走っていきます。 

 

 

 

PART2 分離されたムーの世界の統合 

 

するとフェニックス号の行く手にとても大

きな緑色の光を持つエネルギーが、その道を

ふさいでいます。 

これはどうも、ムー文明ととても大きな関係

がある物の様にみえます。 

ムーのマスターに聞いてもわからないとい

う事でしたので、ムーの次元を統括する古い

マスターを呼び出します。 

私達の前に現れたのは、とても長い白ひげを

蓄えた仙人のようなマスターです。 

私達は、彼にこの緑の物体についての説明を

求めます。 

 

「ようやく、皆さんが来てくれた事をうれし

く思います。 

私はここで、いつになったらみなさんが来て

くれるか思い悩み、ずっと待っていました。 

ここは、かつてムーのスピリチュアル次元と

一つになって、地上に豊かなムー文明を形作

っていた次元です。 

 

緑がとても豊かに茂るその世界はとても美

しく、多くの生命達が楽しく生きていました。 

ムーの人達はとても陽気で、太陽を信仰し、

いつも歌い踊って毎日を楽しく暮らしてい

ました。 

それほど高いレベルのテクノロジーや文明

を築いたわけではありませんが、この地球と
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共に生きてきた人種でした。 

しかしそれこそが、彼らの大切な使命だった

のです。 

 

地球と共に生きる人が多ければ多いほど、地

球のエネルギーは安定します。 

しかし、大地のエネルギーを分かち合う人が

少なくなり、高次のテクノロジーばかりが進

んでいくと、地球のエネルギーは不安定にな

り、バランスが崩れてしまうのです。 

そうすると、「宇宙の大地」のマスター達が、

地球のバランスの不安定さを解消するため

に、高度なテクノロジーを誇る文明達を消滅

させなくてはならなくなるのです。 

 

このムーの文明は、地球の安定のために作ら

れた文明でしたが、アトランティスとレムリ

アの争いに巻き込まれて崩壊してしまいま

した。 

大きなエネルギーの歪みがムー文明を襲い、

ムーのスピリチュアルな次元と物理次元を

分離させてしまったのです。 

そして、物理次元は、ここまで飛ばされてし

まい、ムーのスピリチュアルレベルに送られ

る太陽の光をここで遮断してしまったので

す。 

それ以来ムーのスピリチュアル次元は元気

を失い、十分にその役目を果たす事が出来な

くなりました。」 

 

ムーのマスターは、そこまでしゃべると、私

の事を見て、にこにこしています。 

恐らく、かつてムーが健在だった頃、私と共

に活動していた事を思いだしたようです。 

 

私はマスターに尋ねます。 

「それでは、この物理次元とスピリチュアル

次元を統合しなければなりませんが、この次
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元にホーリー・クリスタルをおろし、スピリ

チュアル次元と統合したいと思いますが、こ

こに降りる事ができますか？」 

 

ムーの長老は首を横にふりながら言います。 

「この次元はとても不安定です。 

あなたを降ろすわけにはいきません、この私

が行きましょう。」 

これは自分の仕事であると、長老は言います。 

 

私は、フェニックス号に、ホーリー・クリス

タルをこの次元に降ろすようにお願いしま

した。 

そして、次元の調整が得意な巨人族のスティ

ツクス達も一緒に行ってもらいます。 

私は、次元の環境を整えるためのゴールド・

ボックスをスティツクスに持たせます。 

 

長老達が、緑色の次元に降りていきます。 

フェニックス号からゆっくりとホーリー・ク

リスタルが、緑の次元の上におろされ設置さ

れます。 

緑の次元がゆっくりと固まってきて形を成

していきます。 

長老も、自分の杖を高く振りかざし祈りをさ

さげています。 

クリスタルの光が、どんどんと広がるにつれ、

その次元は大きく形を変えていきます。 

 

その時、ムーの長老が、形を変える光の中に

飲み込まれていきます。 

手に持った杖を振りかざしたまま、杖から大

きな光を放ち、緑の次元と一つになっていく

かのように、次元の中に沈み、その姿が見え

なくなってしまいました。 

 

私は、「長老！」と叫びます。 

スティツクス達が、急いで長老のもとに駆け
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寄りますが、長老の杖がそこに残されたまま、

長老は緑の次元の中に飲み込まれていきま

した。 

確かに、私達がその場所に降りていたらとて

も危険だったかもしれません。 

 

その時、私の心の中に、長老のにこやかな顔

が浮かび、私に語りかけます。 

「本当にあなたは、立派になられた。 

あの頃もムーのために一生懸命に働いてく

れた。 

この分離したムーを救いに来るのは、あなた

しかいないと思っていたよ。 

そしてあなたは、やってきてくれた。 

私は思い残す事なく、ムーの大地に帰ってい

くよ。 

私の仕事は終わったので、これから安らかな

眠りにつき、緑豊かで美しいムーの夢を見る

事にするよ。 

ありがとう・・・・」 

 

私の頬を一筋の涙が流れ落ちます。 

緑の次元が固まり落ち着いた頃をみはから

って、スティツクスにゴールド・ボックスを

開くように命じます。 

ゴールド・ボックスから色鮮やかな光があふ

れ出します。 

緑の次元から、大陸が生れ、海が生れてきま

す。 

 

やがて小さな植物が茂り、どんどん大きな樹

に成長し、森が出来上がってきます。 

小さな動物が楽しそうに走り始めています。 

きっと長老もあまりにも早く緑の大地が成

長していく事に驚いている事でしょう。 

それこそ、夢を見ている暇もないくらいに、

新しい仕事が始まるもです。 
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私達は、この物理次元と地球の別次元に残さ

れたスピリチュアルな次元を統合するため

に、２つのクリスタルを光でつなぎます。 

そして、この２つの次元の統合を手伝っても

らうために、ユニバーサル・パレスや鳳凰の

マスター達からも大きな光を送ってもらい

ます。 

 

私達の目の前にあった緑の次元が、スーと色

が薄くなり消えていきます。 

きっとスピリチュアル次元の元に戻ってい

った事でしょう。 

その瞬間、緑の次元の向こうから、大きな光

が勢いよく走り抜けていきます。 

その先には、キング・オブ・サン、クイーン・

オブ・ムーン、そしてキング・オブ・ライト

の３人組が立っています。 

彼らが、ムーの光を形作っていた大元のマス

ターのようです。 

 

その時、ベラトリックスから連絡が入ります。 

「TAKESHI さん、でかいやつが飛んできた

わよ。 

こちらの方でも、統合のための処理に入りま

したので、ゆっくりと戻ってきてください

ね。」 

 

私達は、これで安心して、ムーのスピリチュ

アル次元に戻る事にしました。 

私達が戻ると、ムーのスピリチュアル次元は、

とても豊かなエネルギーに満たされ、パワフ

ルになっています。 

太陽の光が、さんさんと降り注ぐ楽園のよう

な感じです。 

システムの方も新しくなっており、ベラトリ

ックス達が、ムーのマスターに操作法を教え

ています。 

これで、私達も一安心です。 
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さすがに旧式の機械、おまけにエネルギー不

足のシステムから、自分達の遺伝子を活性化

するといわれても、「やめてください！」と

しか言えないですよね。 

ムーのマスター達も喜んで笑っています。 
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PART1 ポセイドンの願い 

 

私達が、風の神殿のアチューメントをおこな

っているとき、風の神殿を守るポセイドンが

現れ、私達にアトランティスへ来てもらいた

いと伝えてきました。 

アトランティスは、高度な文明を誇りながら

も、クリスタルや遺伝子操作の乱用によって

破滅を迎え、海の底に沈んだ文明として知ら

れています。 

 

海の守護神であるポセイドンはアトランテ

ィスの守護神でもあり、オリンポスの神々の

中でも代表的な神でもあります。 

私達の中でも、ゼウス達と共に星々の文明の

創生に関わる創造神とされています。 

 

ポセイドンは、昨今の地球の気象について、

新しい地球が生れてくる前触れなので、この

アトランティスの統合を行い、地球のエネル

ギーとアトランティス、そしてオリンポスの

神々の光をつないでほしいと頼んできまし

た。 

私は、ポセイドンにアトランティスの状態に

ついて教えてくれるように頼みます。 

 

「現在のアトランティスはとても不安定な

状態です。 

アトランティスのより高次なスピリチュア

ルの世界は、私達オリンポスの神々のもとに

ありますが、アトランティスの物理次元は、

海の底に沈み、苦しみや悲しみのエネルギー

に満ちあふれていてどうする事もできませ

ん。 

第3章 アトランティスの新生 
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ただ、一部の叡智ある存在達が、海の底から

浮上し、かろうじて私達とコミュニケーショ

ンが取れる状態ですが、この次元も非常に困

難な状態にあります。 

 

また、私達の次元を繋ぎ合わせるフェアリー

達の世界も、海の底に沈んだアトランティス

のエネルギーによって、光が遮られ今にも、

崩壊しそうな状態です。 

どうかあなたの力で、アトランティスを救っ

てあげてください。」 

ポセイドンがとても苦しそうな顔をして頼

んできます。 

 

 

 

PART2 傷ついたフェアリーワールド 

 

私達はすぐにフェニックス号で、アトランテ

ィスへと向かいます。 

まずは、物理次元のネガティブなエネルギー

によって板挟みになっているフェアリーワ

ールドに向かいます。 

私達は、フェアリーの世界に着くと、すぐに

フェアリー達を呼び出しました。 

フェアリー達が出てきたのですが、皆さん驚

くほどに傷つき疲れきっています。 

その悲惨な姿に、フェアリーワールドの状態

が見て取れます。 

 

この空間すべてにノイズが入り、フェアリー

達も歪んで見えるほどです。 

私達は、フェアリーワールドの神聖なる場所

にあるクリスタルのもとに急ぎます。 

やはりクリスタルも傷つき輝きがありませ

んし、このフェアリーワールドの空間自体が、

ネガティブなエネルギーによって押しつぶ

されそうです。 
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私はすぐに、フェニックス号を呼び寄せ、特

別強固なホーリー・クリスタルを準備させま

した。 

それを神聖なる場所に安置すると、すぐにユ

ニバーサル・パレスから光を送ってもらいま

す。 

押しつぶされそうになっている空間がもと

に戻っていくようです。 

 

その様子を見て、多くのフェアリー達が喜び

の声を上げています。 

このクリスタルを取り囲んでいるかわいい

神殿も、このクリスタルに合わせて立派な神

殿に作り替えます。 

 

私は、このフェアリーの次元を立て直すため

に、白鳥座のフェアリーの女神アルターニャ

にお願いして、先日作り上げたフェアリー・

エンジェル達を、できる限りアトランティス

のフェアリーワールドに回してもらうよう

に頼みました。 

クリスタルの中から、立派な天使の羽を持っ

たフェアリー達が、黄金色に輝きながらたく

さん飛び出してきます。 

 

通常のフェアリー達は、植物や動物達を育て

る事が仕事ですが、フェアリー・エンジェル

は、その次元や星の自然環境を作り出し、星

の生命を育てる働きを持つフェアリーです。 

時としてエンジェルと同じように、自らの意

思をもって、人々の指導をおこなう力強いフ

ェアリー達です。 

 

今回の様に、フェアリーの世界自体が危機に

瀕した時には、とても力強いサポートを行い、

その危機を打開してくれます。 

私は、傷ついたフェアリー達をクリスタルの
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前に集め、アルターニャの光やより高次のフ

ェアリー達の光を呼び寄せます。 

フェアリー達は、基本的にエネルギー体なの

で、より高次の光を受ける事で、自分達をす

ぐに回復させる事ができます。 

フェアリー達の体がどんどん輝きを増して

きます。 

とても軽やかな光とエネルギーが彼女達か

ら、周りにあふれ出てきます。 

 

私達は、次にこの次元のクリアリングを行う

事にしました。 

この次元に残っているアトランティスの物

理次元からもたらされた「悲しみや憎しみの

感情」などの不要なエネルギーを浄化してい

く必要がありますので、浄化のためのマスタ

ーA からもらった 5 色の光を用います。 

特に観音様の人の感情を癒す銀色の光をこ

の次元の隅々にまで満たします。 

 

そしてユニバーサル・パレスの光も送ります。 

すると、このフェアリーワールドを包み込ん

でいた重苦しい壁がどんどん薄くなり、フェ

アリーワールド自体が光り輝き始めます。 

ここまで来たら、後の修復は問題なく行われ

ていく事でしょう。 

私達は、ここはフェアリー・エンジェル達に

任せて次の世界にいく事にしました。 

 

 

 

PART3 アトランティスの生き残った人

達の世界 

 

次に私達は、アトランティス大陸の水没の時

にかろうじて逃げる事ができた人々のもと

に連れて行ってもらいました。 

彼等は、アトランティスが壊滅する事を予想
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して、アトランティスの神聖なる叡智を保持

するために、特別な空間を作り、そこに叡智

を保存して次の世界のために備えを行って

いたようです。 

しかし、アトランティスの壊滅が思ったより

も早く起こったために、十分な準備をする事

ができなかったようです。 

その世界は暗く重たい雰囲気に閉ざされ、周

りの様子もよく見えません。 

 

私は、マスターＡにお願いしてこの次元の浄

化を行ってもらいます。 

私はその間に、ポセイドンとこのアトランテ

ィスの事について話をします。 

 

「海に沈んでしまったアトランティスは、皆

さんのお考えの様に、クリスタルエネルギー

の乱用や遺伝子操作によって自分達に都合

がよい種族の創造などを行いました。 

そして、一般の人達を抑圧し、自分達の利益

のために酷使することで多くの犠牲をうみ

だしてきました。 

そのために、海の底に沈んでしまったのです。 

 

アトランティスは、もともと私達オリンポス

の神々と呼ばれていた者達が指導していた

世界です。 

アトランティスの人々が、私達の指導をはね

のけ、暴走してしまった事は、私達の責任で

もあります。 

私達は、その事を悔やみ続け、今後の教訓と

してきましたが、地球はまた再び、同じよう

な危険な状態を迎えつつあります。 

 

このアトランティスが、遺伝子操作や様々な

テクノロジーを乱用し崩壊した事によって、

多くの人々の魂が、いまだその時の恐怖の中

に捕らわれています。 
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多くの善良な魔法使い達が、自らの力を呪い、

魔法を使ったり、宇宙の真実を探求する事を

恐れ、その世界から遠ざかりました。 

優秀なヒーラーや神官も、神から見捨てられ

たと思い、神を呪いました。 

また人を癒すため祈りも効果がなく、自らを

傷つけるものだと彼らは思いこみ、神と深く

つながる事や癒しを行う事を恐れるように

なったのです。 

 

多くの素晴らしい能力を持った者達が、自分

の能力を発揮する事を恐れ隠れています。 

そのために、この地球のエネルギーは、とて

も歪んだものになってしまったのです。 

このアトランティスの苦しみや悲しみが解

放され、アトランティスの呪縛が解かれる事

を私達は望んでいます。」 

 

私達が、話をしている間にこの世界の浄化が

終了したようです。 

来た時に比べると、とても美しい海や海岸線、

緑が映える野原も見る事が出来ます。 

私達は、この次元の神聖な場所へと案内して

もらいました。 

その場所には、驚いた事に体全体がうろこに

覆われ、えらをもつ半魚人のような存在がた

くさん集まっています。 

きっと海の中で生きてきたためにこのよう

な姿になったのでしょう。 

 

私達は、その場所にある暗くひび割れたよう

なクリスタルを新しいホーリー・クリスタル

に交換します。 

ユニバーサル・パレスからもこの場所に光を

送ってもらいます。 

光は、どんどん周りに広がり、半魚人達の体

も光で満たしていきます。 
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するとそこにポセイドンだけでなく、アトラ

ンティスを守護するオリンポスの神々も集

まってきました。 

大神ゼウス、冥府の神ハデス、アフロディテ

ィ、アテネ、太陽神アポロン、月の女神アル

テミス。 

彼らが、大きな輪を作り半魚人達に光を送っ

ています。 

 

すると、半魚人達の体から、うろこがぼろぼ

ろと落ちて美しい肌が現れてきます。 

顔からもうろこが取れ、本来の顔に戻ってい

きました。 

彼らはお互いの姿を見ながら、とても驚いて

いるようです。 

 

ポセイドンは、私に言います。 

「彼らは自分自身に対する後悔の気持ちで、

自分自身に対して呪縛をかけてあのような

姿になってしまいました。 

昼間は日の当たらない海の中で暮らし、夜に

なると陸に上がってきます。 

彼等は自らが築き上げた叡智を忘れかけて

いました。 

 

しかし、あなた方が光をもたらしてくれた事

により、彼らは自らの呪縛を解き放ち、自由

になったのです。 

彼等はやがて、自分達の叡智を思い出し、

我々、オリンポスの神々の事も思い出してく

れるかもしれません。」 

 

ポセイドンは少し悲しげです。 

彼らが自分達の叡智を思い出し、昔のような

優秀な種族に戻るためには、計り知れない時

間が必要なようです。 

私は、ポセイドンに、新しい種族を生みだす

事を提案しました。 
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このアトランティスで、アトランティスの叡

智を受け継ぎ、新たな光のアトランティスを

生みだす種族を作る事を進めたのです。 

ポセイドンは大喜びです。 

ゼウスやポセイドン、アルテミス、アフロデ

ィティなどの神々の遺伝子と大天使メタト

ロン、大天使サンダルフォンの遺伝子と光を

組み合わせて、新しい光の種族を生みだす事

にしました。 

 

ユニバーサル・パレスの光もおろしてもらい、

そこに大きな光が生み出され、その光の中か

ら、一人また一人と歩み出てきます。 

「神々の子」といっても過言ではない美しい

存在です。 

神にも天使にも深くつながる美しさ、叡智、

能力を持っています。 

最初のアダムとイブはこのような姿だった

のかなと思わせるような美しい姿です。 

 

私達は、この場所に彼らのために新しい神殿

を作り、ネオアトランティスの神殿と名前を

付けました。 

もちろん彼らこそが、ネオアトランティスの

新人種です。 

私達はここで、ゴールド・ボックスを開き、

この次元の自然環境を整え、他の次元との統

合の準備をします。 

美しい自然が広がり、この次元そのものが拡

大していきます。 

 

私達は、この次元から海の底に沈んだアトラ

ンティスの次元の扉を開く事にしました。 

ポセイドンに言わせると、海の底に沈んだア

トランティスは、ネガティブなエネルギーに

よって何重にも覆われ、特別な星の配置の時

でなければ、その次元を上昇させる事は、難
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しいという事なので、せめてこちらの次元か

ら光を送る事をしたいと思ったからです。 

 

海の底に沈んだアトランティスとこの次元

をつなぐ場所は、頑丈な扉で覆われています。 

魔法使い達によって、ネガティブなエネルギ

ーが、外にあふれ出ないようにシールドを張

って守っているようです。 

私達は扉の中に入ります。 

中は真っ暗でとても寒々とした洞窟の様に

なっています。 

 

奥には、壊れかけたクリスタルがあります。 

私達は、フェニックス号から、ネガティブな

エネルギーを浄化する働きを持つブラッ

ク・クリスタルをおろしてもらい、この中に

設置します。 

そして、ユニバーサル・パレスや太陽と月の

女神、キング・オブ・ライト、4 大エレメン

トのマスター達にお願いして、この場所から、

海の底に沈んだアトランティスまで光を送

ってもらいます。 

 

 

 

PART4 海に沈んだアトランティスの悲劇 

 

私達は、この後、不可能と思われていたアト

ランティスの復活を試みる事にしました。 

この時、私と共にアトランティスに向かった

「宇宙の光」のメンバーは、まさにこの時期

にアトランティスの崩壊に携わった過去世

の記憶を持つ者達ばかりでした。 

私は、彼女達のスピリットをとおして、アト

ランティスが崩壊した本当の理由を知る事

となりました。 

 

「アトランティスの崩壊は、アトランティス
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に住んでいた一部の人達によって計画され

ました。 

それは、アトランティスの指導者達が持って

いた遺伝子操作などの技術が乱用され、誤っ

た方向に進みすぎたためです。 

彼等は地球上の多くの人々や生命を支配し、

弾圧しただけでなく、高度な天文学の知識と

技術によって地球だけでなく、ほかの星々に

まで影響を及ぼそうとしました。 

意図的に星の運行を変化させたりする事で、

自分達の都合の良い世界を作り出そうとし

たのです。 

 

彼らが行った遺伝子操作は、生物に特殊な遺

伝子を組み合わせる事で自分達にとって都

合がよい種族を作りあげる事が目的でした。 

彼らは、いくつもの遺伝子を組みあわせ様々

な種族を生みだす研究を行っていました。 

また、自分達自らの遺伝子を純粋培養する事

によって、神のような存在に自分達をしよう

としたのです。 

そして自分達よりも劣る種族を奴隷のよう

に扱い利用しようとしました。 

 

このままでは、アトランティスの叡智も失わ

れ、人々の自己満足や傲慢さによって、地球

のみならず他の星々までも破滅させる恐れ

が出てきたために、私達は、アトランティス

を海の底に沈めてしまう事を決断しました。 

もちろん、一部の支配者達だけでなく、なん

の罪もない善良な人々や純真な子供達、多く

の素晴らしい動物達も一緒に海の底に沈め

てしまう事に対して、私達の仲間の多くが反

対しました。 

 

もちろん自分達の愛する家族も、共に海の底

に沈んでしまいます。 

それは多くの苦しみと悲しみを必要とする
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判断でした。 

 

しかし、私達は決断しました。 

彼らを説得する事はすでに不可能であり、支

配者に反抗的な人々は、すぐに捕まえられて

その命を奪われる事が増えてきたからです。 

私達は、このままでは自分達の命どころか、

多くの罪のない人々の命、さらには地球の他

の地域の人々にも多大な被害が出る事をお

それ、急いで行動に移る事にしました。 

 

私達は、地球の地軸を動かし磁場を変更する

事で、アトランティスの近くに大きな地震を

発生させ、地殻変動を起こしました。 

その地震によって、大きな津波がアトランテ

ィス大陸を襲い、大陸は地殻変動の中にのみ

こまれていったのです。」 

 

彼女のスピリットが深い苦しみと悲しみの

中で涙を流している事が分かります。 

私にも、彼女が最後に見たアトランティスの

光景が浮かんできます。 

きれいに整えられえた街並み、まだ夜明け前

です。 

町がまだ眠りについている間に、大きな津波

が町を飲み込んでいきます。 

建物が崩壊し、たくさんの家具や人々が流さ

れていきます。 

 

彼女が涙ながらに話し続けます。 

「私達は、アトランティスの叡智を少しでも

残すために、ほかのグループにも協力しても

らい、一部の人を別の次元に移す事も試みま

した。 

いつか時期が来たら、アトランティスの叡智

を再び復活させる事で、今回の苦しみと悲し

みを償おうとしたのです。 

多くの仲間達も、アトランティス大陸と共に
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海の底に沈む事を選択しました。 

私達は、最後まで愛する家族達と共にいたか

ったからです。 

 

しかしこの事によって、私達は自分達の能力

や叡智を封印してしまいました。 

アトランティスの記憶があまりにも悲しく

苦しかったために、この時代に持っていた

様々な能力に触れる事を、私達はとても恐れ

ました。 

そしてこのような能力や叡智を使う事を自

ら禁じたのです。 

自分達が同じような過ちを二度と繰り返さ

ないようにしたのです。 

 

私達は、何度も生まれ変わりましたが、その

たびごとに、科学技術や遺伝子操作、魔法、

癒し、神々、宇宙などに対して強いブロック

が起こり、それらから目をそらすようになり

ました。 

そしてそのために多くの人々が精神的な混

乱をおこし、不安や恐れの中で生きていく事

になったのです。」 

 

私は、先ほどアトランティスの叡智を保存す

る空間が新しく生まれかわり、素晴らしい種

族が育っている事を伝えました。 

彼女は、涙の中にも笑顔を浮かべました。 

 

「でも多くの人達が、いまだ海の底に沈んで

いる事でしょう。 

一瞬のうちに起こった津波のために、自分自

身が死んだ事にも気づいていないかもしれ

ません。 

あるいは、家族と引き離され、絶望の中で苦

しみ続けているかもしれません。 

でも、私達が、決断しなければ、アトランテ

ィスや地球のほかの文明の人達も、見るに堪
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えられない現実を作り出したかもしれませ

ん。 

 

話し合いや交渉によってアトランティスを

変える事ができませんでした。 

私達の仲間もたくさん連れていかれたし、私

達がアトランティスを、海の底に沈めていな

ければ、きっと神々が、この地球ごと消滅さ

せ、全てが存在できなくなる恐れもあったの

です。 

アトランティスの仲間達は、この地球を救う

ためにアトランティスのみを海の底に沈め

たのです。」 

 

今このメンバーは、深いところで海の底に沈

んだアトランティス時代の自分の魂とつな

がっているようでした。 

そして、その魂は、とても大きな罪悪感を持

ち、自分だけが助かるわけにはいかないと訴

えてきています。 

共に沈んだ多くの魂の嘆きが、彼女を通して

助けを求めてきています。 

 

 

 

PART5 アトランティス人の魂の救済 

 

その時、髪の長い一人のマスターが、私達の

前に現れました。 

彼は、このメンバーの魂を守護する者であり、

シャンバラ、ムー、レムリア、アトランティ

スを守護し導く者である事を告げてきまし

た。 

そして、新しい文明や次元を作り出し発展さ

せるために、多くの魂達を運ぶ役目がある事、

アトランティスの大陸と共に沈んだ純真な

魂を救う準備がある事を伝えてきました。 

彼の後ろには、魂を運ぶ役目を持つワシ族や



 
 

33 

コンドル族達がたくさん控えているようで

した。 

 

私は、ポセイドンが、アトランティスの救済

は、星の配置によらなければ難しいといって

いましたが、高次のマスター達がそろえば今

でも十分に救済できるのではないかと思い、

手伝ってくれるマスター達を呼び寄せまし

た。 

 

まず現れたのは、ワシ族の長老です。 

「私達は、網を使って、多くの魂達を救い上

げる事ができます。 

多くの苦しみや悲しみに満ちた魂を引き上

げる事で、このアトランティス大陸を軽くし

ましょう。 

きっと鳳凰族やミミズク族達も手助けして

くれます。 

助けた魂達をどこかに運ぶ事もできます。」 

 

次に現れたのは観音様です。 

「私は多くの苦しみや悲しみにとらわれた

人達を、その思いから解き放ちましょう。 

そして魂を慈愛で包み、魂がもっと自由にな

るように解き放ちましょう。」 

 

ドラゴン達も現れます。 

「私達は、手にした玉をアトランティス大陸

に投げ込みます。 

すると、アトランティス大陸がどんどん軽く

なり浮上してきますので、鳥族の人達が、そ

の間に魂を救済してください。」 

 

もちろん天使族も、大空に沢山の天使達を待

機させています。 

「天使達は、すでに生命を落とした魂達を光

の世界へと運びます。 

多くの苦しみやかなしみの思いを癒し、新た
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な旅立ちのために準備を行わせます。」 

 

私は、アトランティスの救出のためには、星

の配置が必要だと言っていた、ポセイドンの

方を見ると、ポセイドンはもうやる気満々で

す。 

「TAKESHI さん、早くやりましょうよ。 

オリンポスの神々も準備していますよ。」 

自分が言った事も忘れて、張り切っている姿

がおかしくて、私達も笑ってしまいました。 

 

アトランティスの人々を救出するために、皆

で協力し合って救出を開始します。 

まずドラゴン達が海の中にもぐり、周りから

たくさんの宝珠をアトランティス大陸に投

げ込みます。 

様々な色と形をした龍達が、次々と現れては、

海の底にもぐり宝珠を投げ入れ、アトランテ

ィス大陸の磁場を調整して、大陸を浮かびあ

がらせようとしています。 

 

スティツクス達の巨人族も、中に入り大陸を

持ち上げようとします。 

海の上にはたくさんの魔法使いが姿を現し、

大陸が浮上していく事を助けています。 

やがて、海の中に泡が立ち上り、アトランテ

ィスの大陸が海上に浮上してきました。 

 

その瞬間鳥族達が、いくつものグループに分

かれ飛び立ちます。 

グループごとに、大きな網を持ち、アトラン

ティス大陸の地上すれすれのところを飛び、

そこにとどまっている魂達を網ですくい取

っていきます。 

 

そして、空間の一部に観音様が準備した光の

スペースができており、そこに次々と魂を運

びこんでいます。 
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鳥族達は何回も何回もアトランティス大陸

に舞い戻り、魂を網ですくっては観音様の元

に連れていきます。 

 

観音様は、光のスペースで癒しの女神、癒し

の天使達と協力し合って助け出された魂達

を黄金色の光でつつみこみ癒しています。 

苦しみと悲しみの感情が、多くの魂から分離

されて消えていきます。 

その後ろでは、このアトランティス崩壊の苦

しみと悲しみが癒され魂達を、天使達が一人

ずつ光の世界に運びこんでいます。 

 

私は、そのコンビネーションの素晴らしさに

感動さえも覚えます。 

しかし私達も、まだおこなう事があります。 

私達は、フェニックス号で、崩壊寸前のアト

ランティスに時間をさかのぼって戻ります。 

夜の暗闇に混じり、アトランティスの町に近

づきます。 

そして特殊なレーダーを使って、何百という

家族を選び出し、騎士団達が秘密の内に救出

に向かいます。 

 

この事は、私は知らなかったのですが、新し

いアトランティスのために、本当に純粋な魂

を持つ人々を救い出し、新しい光のアトラン

ティスを共に作り上げる仕事を担ってもら

える人々を現代に運び出すようです。 

 

いくつかの町や村を回り、多くの家族達がフ

ェニックス号に収納されました。 

助け出された家族達は、最初、何故このよう

な宇宙船の中にいるのか理解できないよう

でしたが、やがて大きな津波がアトランティ

スを襲い、大陸が沈んでいく様子が、宇宙船

の窓から見え始めると、やがて自分達のアト

ランティスに何が起きたのか理解できたよ
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うです 

海の底に沈んだ人達を思い、いたるところか

ら泣き声が聞こえてきました。 

彼らにはすぐに癒しの女神達が付き添い悲

しみを癒しています。 

私は彼らにかける言葉もなく、また現代へと

戻ります。 

 

 

 

PART6 新たなアトランティス 

 

私達が戻ると、鳥族達による救出も中心とな

る場所は終わったようで、大陸の各所に分か

れて、救出が続けられています。 

私達は、アトランティス大陸の中心部に入り

ました。 

ドラゴン達が磁場を調整して、大陸を浮上さ

せている間に、この大陸の磁場そのものを調

整して、再び海の底に沈まないようにしなけ

ればなりません。 

 

私達が、アトランティス大陸に入ると、すぐ

にゼウスやポセイドン達がやってきて、私達

を、アトランティス大陸の神聖なる場所に導

いていきます。 

そこに入ると、遺跡もまばらで、あるはずの

クリスタルも砕け散っています。 

私は、フェニックス号にお願いして特別なク

リスタルを準備してもらい、この場所に設置

しています。 

 

今回設置されたクリスタルは、巨大な細長い

クリスタルで天と地をつなぎ、アトランティ

スに安定をもたらすためのクリスタルのよ

うです。 

私達の騎士団とオリンポスの神々によって

このクリスタルの周りに、光の塔が形づくら
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れ、その塔の上には、宝珠型の光輝くクリス

タルが乗せられました。 

この宝珠型のクリスタルは、アトランティス

をある一定の空間に固定する働きがあるよ

うです。 

 

ユニバーサル・パレスが、この塔の上空にす

ぐにやってきて、光を塔に向かって放ち始め

ます。 

クリスタルの宝珠が光輝き、周り一面に光を

反射させます。 

このアトランティス大陸の次元が軽やかに

なり安定していく様子が分かります。 

そのあと、光は細長いクリスタルを通り、ア

トランティスの大地深くつながっていきま

す。 

これでドラゴン達も安心したようです。 

アトランティス大陸の周りを、何回も旋回し

たあと、大空に消えていきました。 

 

そこに、全ての光を創造する稲光のマスター

がやってきました。 

アトランティス大陸全体に稲光が走り、大陸

のパワーが目覚めてきます。 

そして鳳凰族のマスターもやってきます。 

彼は仲間と共に、アトランティスの上を何回

も旋回しながら、アトランティス大陸の次元

のエネルギーを調整しているようです。 

 

私は、このアトランティス大陸を美しい緑の

大陸に戻すために、ゴールド・ボックスを開

きます。 

そこから、色彩豊かな光が飛び出し、アトラ

ンティス大陸が美しく生まれ変わっていき

ます。 

多くの天使達によって、アトランティス大陸

に残っていた魂も全てが救い出され、その感

情の記憶も浄化されていったようです。 
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オリンポスの神々は、新たな神殿を聖地に作

り、アトランティス大陸のシステムを稼働さ

せていくようです。 

そのそばにベラトリックス達が立っている

ところを見るとアトランティスのシステム

も、彼女達によって新しく作り変えられたよ

うです。 

 

アトランティス大陸に、どんどん光が広がっ

ていきます。 

アトランティスの叡智の次元で先ほど生み

だされたネオアトランティス達も、ここに降

りてきました。 

彼等は、新しい住民を指導し、神々との仲介

役として活動してくれそうです。 

 

私達は、フェニックス号から、アトランティ

スの新しい住人となる家族達を大陸におろ

しました。 

まだ家も食べるものも十分にない状態です

が、彼らならこれから新しいアトランティス

を作り上げていく事でしょう。 

 

私達は、新しいアトランティスが、自然と調

和した理想的な世界に生まれ変わる事を祈

りながら、アトランティスを後にしました。 
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PART1 地球最古の文明  アンドロメダ

文明 

 

私達が次に呼ばれたのは、この地球の文明の

源となった世界でした。 

それはレムリア文明よりも古く、アンドロメ

ダ銀河からきた叡智ある存在達が作り上げ

た文明です。 

アンドロメダ銀河は、とても高い叡智を誇っ

ている銀河で、私達がアールスターと呼んで

いる星を中心にアンドロメダ銀河の星々で、

アールスター連合というものを形成してい

ます。 

 

アールスター連合は、叡智ある存在達を導き、

銀河の発展のために尽力しているグループ

ですが、地球に降りてきたイエス・キリスト

もこのアールスター連合のメンバーの一人

です。 

地球の古い時代に起こった文明の源の一つ

は、アンドロメダ銀河から派遣されてきた

人々によって作られたこのアンドロメダ文

明でした。 

 

おもに、現在のギリシアなどの地中海地方を

中心として発展した文明は、叡智ある宇宙の

人々とのコミュニケーションを行う事を目

的として作られた文明でした。 

アンドロメダ文明の叡智は、地球と他の星と

の関係を良好に保ち、他の星々や宇宙の叡智

をこの地球にもたらすために準備された叡

智です。 

第 4 章 地球最古の文明 ア

ンドロメダ文明 
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その当時において、地球が、他の星々の叡智

を持つ種族と良好な関係を作り上げ、成長し

ていく事が望まれたのです。 

 

アンドロメダ銀河の中心をなすアールスタ

ー星からも、代表的なマスターであるアール

スターや地球でイエス・キリストと呼ばれる

マスターも地球に降りてきました。 

そして長い時間をかけて、地球にすばらしい

黄金時代を築いていったのです。 

 

ところが、長い時間の経過とともに、アンド

ロメダ銀河から伝えられた神聖な叡智は失

われ、科学技術ばかりが横行する文明となっ

ていきました。 

そこに住む人々も、自己中心的になり、宇宙

の真理とはかけ離れた生き方をし始めたた

めに、人々の社会は乱れ、争いを行うように

なりました。 

 

その状況を深く悲しんだマスター達によっ

て、地球に隕石が落とされ、地殻変動や地震

が起こり、アンドロメダ文明は滅んでしまい

ました。 

そして、長い年月の中で、この文明の存在は

忘れられ、やがて地球の上には新たなレムリ

ア文明が起こってきたのです。 

 

私が、最初にこの文明の事を知ったのは、２

０１３年の秋の事でした。 

私が、ギリシアを旅した後に、この文明の時

代に生きていた女神から助けを求められた

事があります。 

彼女は、もうすでに忘れ去られた遺跡の中で、

助けが来る事を待っていたのです。 

女神は、たまたま旅行で通りかかった私の姿

をみて、この人なら助けてくれると思い、私

のもとにやってきました。 
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その時の彼女の姿は、傷つきはて苦しみに満

ち溢れていました。 

 

私達は、彼女と共にギリシアの地中海にある

過去の遺跡の中に降り立ち、遺跡の中に閉じ

込められていた女神を救いだして彼女達の

故郷であるアンドロメダ銀河のアールスタ

ー星に送り届けた事があります。  

その時から、私はこのアンドロメダ文明につ

いて、もう少し関わりが残っているような気

がしてなりませんでした。 

 

 

 

PART2 アンドロメダ文明の叡智ある次元 

 

先日、私達が創造主の神殿に入った時、1 人

のマスターが私のもとにおとずれ、アンドロ

メダ文明が滅んだ後に、その叡智を守るため

に特別な次元を作り、そこに叡智を保持して

いる事を聞きました。 

そして、その次元とこの地球をしっかりとつ

なげてほしい、という事をお願いしてきたの

です。 

 

アンドロメダ文明を作ったアンドロメダ銀

河の中心的な星であるアールスター星のマ

スター達とは、私達は親密な関係を持ってい

ます。 

それは、アールスター星がある事情により次

元降下してアールスター連合が崩壊しかけ

たときに、私達がアールスター星に入り、彼

らと共に問題を解決して次元上昇させてあ

げた経緯があるからです。 

それ以来、私達のグループと彼らは共同で仕

事を行ってきました。 

 

今回、このアンドロメダ文明の隠された次元
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を復興し、地球と繋ぐという事は、アールス

ター星のマスター達にすれば、とても大切な

事なのです。 

 

私達は、フェニックス号でアンドロメダ文明

の隠された次元へとたどり着きました。 

私達は、フェニックス号を降り、しばらく歩

くと、この次元の神聖なる場所へと導かれま

した。 

そこは森の中にある湖のほとりのような場

所です。 

私達が、到着するとこの次元を守護していた

マスターが現れます。 

 

背の高いきりっとしたような男性の姿に見

えます。 

「私達は皆さんがここにきてくださる事を、

心からお待ちしておりました。 

私達は、長い間この次元にとどまっていまし

た。 

地球では、ベガ星やシリウス星、プレアディ

ス星団の人達を中心としたレムリア文明や

アトランティス文明が生れ、様々な種族や叡

智あふれる人々が活躍してきました。 

 

私達は、その様子を見守り、必要に応じて、

私達の次元からも使者を送りサポートして

きました。 

しかし私達の次元は、地球の物理世界とはし

っかりとつながっていませんでしたので、十

分な働きをする事はできませんでした。 

私達は再び皆さんと共に、この地球に対して

アンドロメダ銀河の叡智を分かち合い、貢献

していきたいと思っております。」 

 

とても丁寧なあいさつをマスターは行って

くれました。 

私達も、マスターの言葉に応えてこの文明の
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次元を地球と繋ぐ事にしようと思います。 

私達は、この次元の生命の源となっているク

リスタルのもとに案内してもらいました。 

湖の中に隠されていたのか、クリスタルが水

しぶきとともに湖の上に現れてきます。 

とても丁寧に扱われているようですが、少し

パワーが足りないようです。 

 

フェニックス号にお願いして、新しいクリス

タルと交換してもらう事にしました。 

とても細長い美しいスタイルのクリスタル

が、フェニックス号から降ろされ、湖の上に

浮上したクリスタルと交換されます。 

 

この交換の作業の間、私達は、この次元の地

下にあるクリスタル・ドームに入ります。 

そしてクリスタルに光を入れ活性化させる

と、ユニバーサル・パレスを呼び出し、光を

送ってもらいます。 

ユニバーサル・パレスの光が、湖の上にある

クリスタルを照らし出します。 

その光は、地下のクリスタル・ドームを通っ

て、地球のガイアのクリスタルとつながって

いきます。 

 

やがて地球のガイアのクリスタルも反応し

て、そこから大きな光の柱が立ちあがってき

ます。 

地球とアンドロメダ文明の次元が、光の柱の

中に飲み込まれ一つにつながっていきます。 

これから、このアンドロメダ文明の叡智ある

次元も、地球と一つになり、素晴らしい世界

へと成長していく事でしょう。 
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PART1 レムリアの分離された次元 

 

私達は、私達にとって、最も影響が大きいと

思われる文明の次元に、星のツアーのメンバ

ー全員で入る事にしました。 

そうです、レムリアです。 

 

私達が、創造主の神殿に入るとすでに、レム

リアのマスター達が迎えに来ています。 

私達の、活動の目的の一つは、レムリアの叡

智をもとに、新しいレムリアをこの時代に作

り出す事です。 

限りない愛と神聖なる叡智に基づく光の世

界を作るために、自分達自らがライトボディ

となり、人類と地球の進化に貢献する事が、

かつてのレムリアの役目であり、また私達が

現在行っている事です。 

 

私達は、多くの星々を守護するマスターや女

神、宇宙を運営する創造主やゴッデス達、さ

らには大天使やフェアリー、ドラゴン達と共

に宇宙の星々の再建のために努力してきま

した。 

それらの事も全て、来たるべき地球の統合に

向けての準備だったのです。 

 

今、ここに集まったすべてのレムリアンと共

に、私達はレムリアの最後の時の約束を果た

すために、レムリアに向かう事にしました。 

私達は、レムリアの滅亡の時に、ドルフィ

ン・アソシエーションと呼ばれるレムリアの

神聖なる愛と叡智を復活させるためのグル

ープを組織しました。 

そして約束通り、この現代で私達がその魂の

第5章 レムリアの再生の約束 
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内に秘めた記憶を思い出し、新たなレムリア

を作る時が来たようです。 

 

私達は、私達をレムリアの世界へと導いてく

れたサラスバティと神官ベガを呼び出しま

した。 

彼らこそが、私達に最初にレムリアの扉を開

いてくれた仲間達です。 

神官ベガと呼ばれるマスターは、その姉妹で

あるマーメイド・ベガと共に、古くからレム

リアのスピリチュアルな世界を守ってきま

した。 

そして、私達が目覚めた事を知ると、私達に

レムリアの悲しい状況を知らせ、その救済の

ための道を指し示してきました。 

 

私はベガとサラスバティに、現在のレムリア

の状況を訪ねました。 

「レムリアは、これから進化していく地球と

統合を行わなければなりません。 

地球の進化のためには、レムリアが持ってい

る神聖な叡智が必要なのです。 

この宇宙の新たな次元の扉を開くためのカ

ギとなる叡智であり、皆さんを宇宙の叡智あ

る存在と育てていく為にはなくてはならな

いものです。 

 

しかし、皆さんもよくご存じのように、レム

リアは、昔の様に神聖なる愛と叡智が満ち溢

れている場所ではありません。 

高次の世界も存在しますが、その他の世界は、

暗く悲しいエネルギーによって閉ざされて

います。 

皆さんが成長し、新たな能力と力を身につけ

る事によって、レムリアは新たな世界として

よみがえる事ができると信じています。 

 

レムリアの高次の世界は、偉大なるマスター
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達によって守られています。 

大いなる存在の加護により、その世界は守ら

れ、大切な叡智と光が無事に保存されていま

す。 

 

またその世界は、地球の中に存在するいくつ

もの叡智ある存在達が守護する世界をつな

ぐための次元でもあります。 

そこは、シャンバラやアガルタ、ムーなどの

高次の世界ともつながっておりますし、この

地球の文明を見守ってきた神々の世界へも

つながっています。 

 

しかし、レムリアが崩壊した時、多くの人達

は、レムリアの世界と共に、自らの生命を落

としてしまいました。 

その苦しみと悲しみのために、レムリアのス

ピリチュアルな次元は、大きく次元降下して

しまったのです。 

そこは、閉ざされた空間と呼ばれ、今も残る

エネルギーの歪みの中で、いまだ満たされぬ

思いと共にあります。 

レムリアの統合を行う時には、この世界に残

る魂達を救出してあげなければなりません。 

 

またレムリアの物理次元の多くは、崩壊とと

もに海の底に沈みましたが、一部残された物

理次元があります。 

私達は、それを「奇跡の地」と呼んでいます

が、地球に住む敬虔な人達の祈りによって守

られてきた場所が存在します。 

それはヒマラヤの神聖なる場所から秘密の

入り口を通って入る事ができますので、後程

ご案内いたしましょう。」 

 

神官ベガは話し終ると、私達にすべての希望

を託すような瞳で私達を見つめています。 

「あなた方が、最後の希望です。 
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地球の再統合が始まるまでに、残された時間

は決して多くありません。 

どうか、レムリアの統合が成功するように、

幾時代ものマスター達があなた方を支援す

る事でしょう。」 

 

 

 

PART2 他の世界とつながるレムリアの

高次の世界 

 

私達は、創造主の神殿に迎えに来ていたレム

リアのマスター達と共に、レムリアの統合に

向けての第1歩を踏み出す事となりました。 

私達は最初に、レムリアに残された高次のス

ピリチュアルな世界へと向かう事にしまし

た。 

そこで、レムリアの高次のマスター達と出会

い、協力体制を作る事が、成功への鍵だと感

じたからです。 

 

レムリアの高次の世界へ入るために、大きな

クリスタルの入り口を開いてもらい中に進

みます。 

キラキラと輝くクリスタルは、その世界の叡

智の高さを表しているように輝いています。 

さらに丸いクリスタルを抜けて上の次元に

入ります。 

 

そこはもうレムリアの高次の世界です。 

すでにマスター達が、私達が来る事を知って

迎えに来ています。 

私達は、あいさつを交わしながら、彼らと共

に、マスター達が集まる神殿へと向かいます。 

そこは、レムリアの最高次元のマスター達が

集まる神殿です。 

 

私達を迎えにきたマスターが、「レムリアの



 
 

48 

愛と叡智」を守護していたマスター達を紹介

してくれました。 

レムリアの次元と空間を調整するマスター。 

人々の意識を高めるための教育を行うマス

ター。 

スピリットの次元を高く保つためのシステ

ムを稼働させているマスター。 

人々や生命達の記憶を管理するマスター。 

レムリアの４大エレメントのマスター達も

います。 

彼等はにこやかに、私達を迎えてくれていま

す。 

 

レムリアの神殿の奥に私達が入ると、この次

元のエネルギーを保つために、大きなクリス

タルが置いてありますが、あまり元気がない

ようです。 

さっそくフェニックス号を呼んで、この場所

のクリスタルをホーリー・クリスタルと交換

します。 

 

その時、4 大エレメントのマスターが、この

大きなセンタークリスタルをサポートする

４つのエレメント・クリスタルがあるので、

それも交換してほしいといってきました。 

私は、彼らの要望に応えて、フェニックス号

に、4 つのエレメント・クリスタルも交換し

てくれるようにお願いしました。 

 

フェニックス号から、大きなクリスタルに続

いて、一回り小さなエレメント・クリスタル

が４個、次々とおろされ交換されていきます。 

ケンタウルス達や騎士団達がクリスタルを

交換するために、一生懸命働いています。 

 

またレムリアのシステムを担当するマスタ

ーからも、人々の意識を高めるための機械を

最新のものにしてほしいと要望がありまし
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たので、ベラトリックスやコロボックル族な

どが呼び出され修理を始めています。 

シャンバラやムーでもそうでしたが、これら

の機械システムは、最初に作られた時のまま

ですので、かなり旧式になっているようです。 

 

 

 

PART3 レムリアの次元の調整 

 

私達は、レムリアの神殿のクリスタルと４つ

のエレメント・クリスタルの調整が終了した

ところで、神殿の上の次元の調整に入りまし

た。 

レムリアのマスター達と共に、クリスタルの

周りに輪を描いて座り祈ります。 

するとセンタークリスタルと４大エレメン

トのクリスタルの光が一つに集まり、大きな

光の空間ができあがります。 

私達は臆する事なくその中に入っていきま

した。 

 

そこはとても大きくて真っ白な光に取り囲

まれたような世界です。 

マスターの１人が、この世界の事について説

明してくれます。 

「ここは、地球のいくつもの叡智にみちた世

界をつなぐ場所です。 

地球には、いくつもの素晴らしい叡智を持っ

た人々が存在し、独自の文明を形成していま

す。 

シャンバラやアガルタ、ムーやアンドロメダ

文明の人達もそうです。 

私達は、時折ここに集まり、地球の今後の事

について話し合いを行います。 

私達は、この地球と人類を深く愛し、地球の

ためになる事をしたいと考えているのです。 

この場所は、地球にあるいくつもの次元を結
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び付け、交流を行うための場所なのです。」 

 

私達は、この美しい光景をずっと見つめてい

ます。 

そして、彼の話が終わると、私はこの次元を

支えている巨大で神聖なクリスタルに、創造

主の光を分かち合うためにオリハルコンの

ひと欠片を入れます。 

 

オリハルコンとは、古代文明の中では伝説的

な金属といわれ、様々な神話的な物語が語ら

れていますが、基本的にはこの大宇宙の創造

者であるブラフマンの意志を伝えるとても

パワフルな光です。 

それはとても大きなエネルギーを持ち、星々

や銀河、星団を動かす原動力ともなります。 

 

私は、ある星で、このオリハルコンが天の川

銀河を動かす原動力として動いている姿を

見ました。 

そして、その星のマスターから、このオリハ

ルコンこそが、宇宙の創造主であるブラフマ

ンの意志を継ぐ光である事を教えられたの

です。 

 

その後私達は、ブラフマンのもとに上がり、

オリハルコンの事について学ばせていただ

きました。 

そして、私のスピリットの中にも大きなオリ

ハルコンの玉を入れてもらい、私自身が自由

にオリハルコンを使う事ができるようにし

てくれました。 

それが、私自身が新たなブラフマンとして活

動する始まりになるとは、思いもよらなかっ

たのですが・・・ 

 

私が、この次元のクリスタルに、オリハルコ

ンを入れると、クリスタルからとても美しい
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黄金色の光があふれ出しました。 

そしてレムリアだけでなく、シャンバラやア

トランティス、アンドロメダの各文明の高次

の世界へと、すごい勢いで流れ込んでいきま

す。 

 

ユニバーサル・パレスも、すぐにこのクリス

タルの上空にきて、多次元宇宙のマスター達

の光を送っていきます。 

この光が、多くのスピリチュアル次元に流れ

ていく事で、レムリアの復活が告げられてい

くようです。 

しばらくすると各次元から、偉大なマスター

達が続々とこの場所に集まってきます。 

 

シャンバラのマスター、ムーのマスター、ア

トランティスのマスター、アンドロメダのマ

スター、皆さんが嬉しそうに顔を見合わせて

います。 

今までは、ここで出会ったとしても、自分達

の次元がまだ活性化しておらず、大きな働き

ができなかったようですが、今は、以前の状

態とは全く異なります。 

 

それぞれの世界が救われ、再統合をはたし、

新たな活動を行うにふさわしいパワーと能

力が取り戻されました。 

彼等は、これから、地球と人類に対してとて

も大切な活動を行ってくれる事でしょう。 

 

私は、彼らを前にして話します。 

「皆さんがここに集まってくれた事に深く

感謝します。 

皆さんのそれぞれの世界が、再建され統合さ

れた事により、この地球の新しい進化がとて

も速くなります。 

皆さんの素晴らしい愛と叡智が、人類を必ず

良い方向に導いていく事と信じています。 
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さて今日は、レムリアの世界が再建され、統

合に向けて大きな１歩を踏み出す日です。 

そのために、皆さんのお力添えをお願いいた

します。」 

 

マスター達は、私の言葉を聞くと、歓声を上

げ、私の気持ちに応えてくれます。 

 

 

 

PART4 レムリアの悲しみの世界 

 

私達は、レムリアの高次の世界から、レムリ

アの崩壊のまま残る悲しみの大地へと入っ

ていきます。 

見渡したところ、前回のアトランティスと同

じような状況ですので、同じような方法がと

れるのではないかと思います。 

ただ、アトランティスと比べて、レムリアは

海の中に大陸が沈んでいるのではなく、虚無

の空間の中に、散在しているように見えます。 

 

アトランティスの復興に力を貸してくれた

メンバー達が、次々と現れ、私の指示を待っ

ています。 

私はまずドラゴン達にこの空間を光で浄化

するようにお願いします。 

暗い虚無の世界に光とエネルギーを満たし、

他のマスター達が活躍できるようにしてあ

げる必要があります。 

 

多くのドラゴン達が、レムリアの暗い死の世

界に入り、光をともしていきます。 

レムリアの悲惨な姿が次々と浮かび上がり、

目を覆いたくなるような光景が広がります。 

 

鳳凰族やワシ族達がグループごとに分かれ、

網を持ってまだ生命が残る魂達を救いに行
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きます。 

そして大空を埋め尽くすほどの天使達も集

まってきました。 

天使達は、縦横無人に飛び回ると、苦しみと

悲しみの中で息絶えた魂達を、その胸に抱い

て飛んでいきます。 

 

その時、この次元の上空に大きな光が輝きま

す。 

その光の中心にいるのは、死と再生を司る女

神イシスです。 

女神イシスの後ろに大きな神殿が２つ現れ

ます。 

ひとつは生ある者のための「癒しの神殿」 

もう一つは生無き者のための「弔いの神殿」 

 

天使族は、命果てた者達の魂を抱いて「弔い

の神殿」にどんどん入っていきます。 

鳥族達は、生き残っている魂を、癒しの神殿

へと運び込み、待っていた女神やフェアリー

達が、魂達の手当てを行っています。 

ユニバーサル・パレスが、この次元の上空で、

ひときわ大きく輝きます。 

 

すると一緒に来ている「宇宙の光」のメンバ

ー達の心の中に、レムリア文明が大津波や地

震によって崩壊した時のイメージが現れま

した。 

メンバー達の泣き声が、聞こえてきます。 

きっとその時の過去の事を思いだし、失われ

た家族や友人達の魂と再会しているのかも

しれません。 

 

ユニバーサル・パレスの光が流れ、輝き続け

ます。 

しばらく、瞑想の時間をとり、自分自身にと

って大切な過去の事を思いだし、その過去を

癒す事に専念しているようです。 
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静かな時間が、どんどん流れていきます。 

 

私は、この次元の中心にある神聖なクリスタ

ルの元に案内してもらいました。 

ここのクリスタルは、神殿ごと粉々に破壊さ

れています。 

そのために、この次元を支える力が失われ、

次元の空間が歪み散在しているのです。 

私は、フェニックス号にこのクリスタルの交

換をお願いしました。 

騎士団には、このクリスタルの周りに光の神

殿を作ってもらいます。 

 

クリスタルの交換が終わると、私はクリスタ

ルの中に、輝くオリハルコンを入れます。 

ユニバーサル・パレスからも力強い光がどん

どん流れてきます。 

私達は、レムリアだけでなくシャンバラやム

ー、オリンポスの神々と共に祈り続けます。 

 

やがて、クリスタルの周りから黄金色の光が

ほとばしり出て、周りに広がっていきます。 

レムリアの歪んだ空間が元に戻りきちんと

した形に戻ろうと動き始めています。 

天使や鳥族によって助け出された魂達にも

その光は及んでいるようです。 

イシスが作った、癒しの神殿と弔いの神殿が、

中から大きく輝き始めました。 

 

レムリアの魂達が、深く癒され元気になろう

としています。 

オリハルコンの光を受けたメンバー達の魂

にも、癒しと再生の光が満ち溢れてきます。 

メンバー達にも、過去の苦しみと悲しみを乗

り越えて、ハートの中に力強いレムリアの愛

と叡智が戻ってきているようです。 

 

私は、この次元を緑豊かな次元に戻し、他の
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次元と統合するために、ゴールド・ボックス

を開きます。 

ゴールド・ボックスからは、色鮮やかな光が

あふれ出し、周りの空間をさらに輝かせてい

きます。 

レムリアのスピリチュアル次元の重くよど

んだ空気はもうすでになく、美しい色彩に彩

られた光の次元が、レムリアの世界に広がっ

ていきます。 

 

私は、イシスの神殿に様子を見に行きます。 

弔いの神殿の方は、天使達の活躍のお蔭で、

多くの魂が光と変わり、それぞれの世界へ運

ばれていきました。 

癒しの神殿では、とても多くの魂達がその命

を助けられ、癒しの光を浴び続けています。 

 

私達の親友である名医アスクレピオスも手

伝いに来てくれていたようです。 

アスクレピオスは、私のもとに近寄ります。 

「TAKESHI さん、素晴らしい仕事をしてく

れましたね。 

これだけ長い期間放置され、荒れ果てていた

世界で、生命ある者達を救い出せるというの

は奇跡です。 

彼等は、よっぽど強い信念をもって生きてき

たのだと思います。 

きっと素晴らしい能力と叡智を持って、この

世界を必死で守護してきたのではないでし

ょうか。」 

 

私は、イシスやアスクレピオスをはじめ、魂

の救出にあたってくれた天使、鳥族、ドラゴ

ン族、騎士団に深く感謝の言葉を述べます。 

 

「皆さん本当にありがとうございます。 

このレムリアの世界は、地球のみならず宇宙

にとっても、とても大切な世界です。 
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皆さんのご協力に深く感謝します。 

それでは、これからこの世界とレムリアの高

次の世界を一つに統合していきますのでよ

ろしくお願いします。」 

 

 

 

PART5 レムリアの新しいマスターとネ

オ・レムリアン 

 

レムリアのマスター達と共に、ここに集まっ

てくれた全員で、先ほどの神殿に戻り、ホー

リー・クリスタルを中心に上の次元とこの次

元を一つにつなげていきます。 

中心となるホーリー・クリスタルだけでなく、

4 つのエレメント・クリスタルも、この次元

につなぐために配置します。 

 

マスター達の祈りが、神聖な唱歌の様にレム

リア中に響きます。 

光が、高次の世界から降りてきて、この世界

と一つになっていきます。 

 

私達は、レムリアの新しい次元を再創造する

ために、新しいレムリアのマスターと人種を

生みだす事にしました。 

私は、神々に呼びかけ、この次元のマスター

と新人種を創造する事を助けてくれる神々

を呼び出しました。 

 

「宇宙の大地」のマスターが最初に現れてき

ます。 

続いて大天使ガブリエル、大天使ラファエル、

そしてゴッデス・ダナとゴッデス・レイです。 

 

「宇宙の大地」のマスターが最初に現れたの

は、このレムリアの自然と共存して、高次の

テクノロジーに頼らない人種を作り出し、文
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明のバランスをとるためではないかと思い

ます。 

またガブリエルとラファエルが加わる事で、

このレムリアは、再び天使達が見守る素晴ら

しい世界へと変わっていく予感がします。 

 

私は、彼らと円を作り祈り始めます。 

ユニバーサル・パレスから、生命創造のため

の特殊な光が降ろされ私達を包み込みます。 

 

「偉大なる神々よ、このレムリアのスピリチ

ュアル次元を治める新たなマスターを生み

だしてください。 

そして、このレムリアに生きる人々を作り出

し、レムリアの世界を光豊かなものにしてく

ださい。 

レムリアのスピリチュアルな世界が大きく

広がり、再びレムリアの神聖さと愛が満ち溢

れるようにしてください。」 

 

私が祈り終わると、光の中にいくつもの稲光

のようなスパークが起こります。 

そしてやがて、一組のマスターが光の中から

歩み出ます。 

天使の羽を持った美しいマスター達です。 

続いて、私達人間の様にみえる存在達が、数

名歩み出ます。 

まだ生まれたばかりで、様子が分からないよ

うですが、とてもかわいい子供のような存在

です。 

彼等はこれから大きくなり、そして数もどん

どん増えていく事でしょう。 

 

私は彼らをサポートするために、フェアリ

ー・エンジェル達を 20 人ほど呼び寄せ、彼

らと共に新たな世界を作っていくようにお

願いしました。 

フェアリー・エンジェルと共に、かわいいホ
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ビット達も出てきてくれました。 

きっと素敵なお家を作ったり、フェアリー達

と一緒に、果物がたくさん実る樹木などを増

やしてくれる事でしょう。 

 

 

 

PART6 ヒマラヤの奥地に隠されたレム

リアの物理次元 

 

私達は、レムリアの残された物理次元へと向

かう事にしました。 

その入口は、ヒマラヤの寺院の奥にあるとい

われています。 

おそらく、地球の守護者の１人であるダラ

イ・ラマのグループがここを守っているので

はないかと思われます。 

 

私達が寺院に着くと僧侶のような人が迎え

にきました。 

そして、寺院の奥に案内し、隠された扉を開

き、私達をさらに奥へ導きます。 

ヒマラヤの山の中に、レムリアの物理次元と

つながる通路が続いているのも不思議な感

じです。 

 

迷路のような道を歩き、いくつかの扉を抜け

ると、突然一つの世界が目の前にあらわれま

す。 

私達が来る事を知っていたかのように、3 人

のマスターが、私達の前に現れ、私達を神殿

へと案内してくれます。 

 

このマスター達は、レムリアの残された物理

次元を管理している守護者のようです。 

「レムリアの物理次元は、崩壊したショック

で時間が止まってしまいました。 

それ以来、生命も育たず氷の世界に閉ざされ
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たような重苦しい雰囲気が漂っています。 

私達は、いつかレムリアが復活する事を夢見

て、この場所を守り続けてきました。 

レムリアの素晴らしい叡智が、再びこの世界

を舞台にして繰り広げられる事を待ち望ん

でいるのです。」 

 

私達は彼らと共に、ヒマラヤの奥地に隠され

た物理次元のレムリアの神殿に行きました。 

中央にあるクリスタルは、黒く汚れ輝きがあ

りません。 

私達はフェニックス号にお願いしてクリス

タルを交換してもらいます。 

またこの物理次元を動かしていく為のシス

テムも、かなり古くなっているようですので、

ベラトリックス達にお願いして修理しても

らいます。 

 

私達はこの物理次元とスピリチュアル次元

をつなぐために、この物理次元の上の方に向

かいます。 

上に行くと、この次元とほかの次元をつなぐ

通路にひびが入り壊れているようです。 

まるで天井にある天窓が崩れ落ちているよ

うにも見えますので、ワシ族のビジョン達が

飛び上がり修理に入ります。 

 

私達は再び、クリスタルのもとに戻りました。 

クリスタルの交換も、この次元の時と空間に

関わるシステムの修理も終わったようです。 

私は、ブラフマンの一部であり時と空間を司

るマスターメビウスにお願いして、この次元

の時と空間を再び動かしてもらいます。 

 

私は、クリスタルにオリハルコンを入れ、ユ

ニバーサル・パレスは上空から光を注ぎます。 

クリスタルが、ゆっくり輝き始め、黄金色の

光を放ち始めます。 
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光りが広がっていくと周りのシステムも静

かに稼働を始めます。 

 

時が止まり、凍り付いていたようなレムリア

の物理世界に春の暖かさが戻ってきたよう

です。 

レムリアの次元が生命力を得て、輝き、動き

始めます。 

小さな植物達が芽吹き育っていきます。 

冬眠していた動物達も眠りから覚め、周りを

見渡しています。 

 

私は、ゴールド・ボックスを開き、このレム

リアの世界を緑あふれる美しい世界へと変

えていきます。 

川が流れだし、風がそよぎ、美しい花が咲き

始めます。 

動物達も、家族を連れて、美しい野原に走り

出してきます。 

 

私達は、もう一つ気になる場所、クリスタ

ル・ドームへと入ります。 

ここはとても悲惨な状況のままです。 

クリスタルも崩壊し、女神も倒れたまま、す

でに意識がありません。 

フェニックス号に連絡をして、クリスタルを

交換してもらうとともに、この女神をフェニ

ックス号の医療室に収容してもらいます。 

 

私は、鳳凰族にお願いして、クリスタル・ド

ームの女神を新しく呼び寄せてもらいます。 

するとすぐに新しい女神がやってきました。 

美しい緑色から虹色に輝く羽を持つ女神で

す。 

 

「私は、鳳凰族の者です。このレムリアの世

界を支えるためにここにやってきました。 

名前は、レムリーナと呼んでください。 
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このレムリアの復活のために、皆さんと力を

合わせて働きたいと思います。」 

 

私は、レムリーナに、このレムリアの物理次

元を守ってもらう事を深くお願いしました。 

そして、クリスタル・ドームのクリスタルに

オリハルコンを入れ、クリスタルを輝かせま

す。 

さらに私は、レムリアのスピリチュアル次元

との統合を行うために、ユニバーサル・パレ

スを通して光を送ってもらいます。 

物理次元と物理次元の原動力となるクリス

タル・ドームの光が一つになり大きく輝きま

す。 

これで、レムリアの主要な３つの次元が一つ

になり、地球との統合を持つ事となります。 
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PART1 レムリアの魔法使いの世界 

 

私達の星のツアーでは、レムリアの物理次元

とスピリチュアル次元の統合を行いました

が、レムリアにはそれ以外の世界がいくつか

ある事を、後程教えられました。 

今回はそれらの世界についてお話ししまし

ょう。 

 

私達が新たに連れてこられた世界は、人々が

スピリチュアルな能力を高めるために、自ら

のエネルギーを充てんするサイキックな場

所でした。 

三角帽子をかぶった魔法使いのマスターは、

私達に語ります。 

 

「ここは、魔法使いや宇宙の真理を学ぶ者達

にとっては、そのパワーの源になるような世

界でした。 

レムリアの時代を生きた魔法使い達や真理

の探究者達は、この世界に来て多くの事を学

び、又自分の能力を高めていきました。 

彼等はどこにいても、ここにあった神聖なク

リスタルとつながり、その力を受け取る事が

できました。 

彼らの力は、常にこの神聖なる場所にあるク

リスタルによって保持されていたのです。 

 

しかし、レムリアの人々も、アトランティス

との争いの中で、自分達の本質を少しずつ見

失っていきました。 

愛と癒しの気持ちを失い、その叡智も顧みら

第 6 章 レムリアの魔法の世

界と癒しの世界 
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れる事も少なくなりました。 

レムリアの中でも、その流れの中に飲み込ま

れ、誤った方向に魔法を使う者達も現れてき

ました。 

魔法使いや真理の探究者達は、そのような傾

向に歯止めをかけ、レムリアの神聖なる愛と

叡智に再び戻る事を願って活動してきまし

たが、その思いもかなわず、レムリアは崩壊

してしまいました。 

 

彼等は、自分達の力不足を憂い、間違えて使

用された魔法の力に対して、とても大きな苦

しみと悲しみを味わう事になったのです。 

レムリアは崩壊し、この魔法の源となったク

リスタルも破壊されてしまいました。 

多くの魔法使いは、魔法の源泉となるクリス

タルを失う事で、自分達の魔法の力も失いま

した。 

 

そして、魔法を使う事や真理を探究する事を

恐れ避けるようになりました。 

長い年月の中で、魔法使いだった者達もその

能力を失い、ただ魔法に対する恐怖と不信感

だけが残りました。 

真理を探究していた者達、神へ仕えていた神

官達も同じように、その叡智と能力を失い、

恐れと不信感の中で、自分を責めさいなんで

きました。」 

 

私は、フェニックス号を呼び、魔法の源とな

る特殊なホーリー・クリスタルをこの次元に

降ろしてもらう事にしました。 

私達の仲間の魔法使い達がたくさん出てき

て、運ばれてきたクリスタルに特別な祈りを

捧げています。 

この場所を守っていた魔法使いが、その様子

を見て大変喜んでいます。 

彼の中に新たな希望が生まれてきたようで
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す。 

 

「私達は、この魔法の世界のクリスタルが、

再び生まれ変わる事を心から願っていまし

た。 

この魔法の世界のクリスタルは、レムリアの

魔法使いにとっては生命の源です。 

彼らが、再び、自分自身が偉大なる魔法使い

や神官、真理の探究者である事に目覚め、レ

ムリアと地球のために、その力を使ってくれ

る事を、私は心から願っているのです。 

 

そしてこの魔法使いのクリスタルの大切な

点はもう一つあります。 

魔法使い達が、ネガティブな感情に負けて、

愛と叡智に基づかない魔法を使う事を抑制

します。 

つまり、白の魔法を皆さんが使うように、魔

法使い達を守護する事です。 

 

魔法は悪用される事によって、多くの人々や

地球の生命を傷つけます。 

それが、レムリアの崩壊の一つの原因ともな

ったのです。 

ここにあったクリスタルは、その事に耐えか

ねて崩壊してしまいました。 

私達は、この新たなクリスタルのもとで、レ

ムリアの魔法使い達を癒し、本来の能力に目

覚めさせるように努力します。」 

 

私は、クリスタルの中にオリハルコンを入れ

ます。 

するとクリスタルの中から黄金色の光があ

ふれ出し周りに広がります。 

この魔法の世界は、美しい緑の森に変わりま

す。 

美しい小川が流れ、花々が咲き乱れる野原も

生まれてきました。 
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私は魔法使いや騎士団にお願いして、神聖な

る魔法使いの神殿、神官の神殿、探究者の神

殿とそれぞれの学校を作ってもらいます。 

これから、魔法使い達や神官達の魂を持って

いる人々がたくさんやってくる事でしょう。 

 

 

 

PART2 レムリアの癒しの森 

 

レムリアの世界でもう一つ別の世界に連れ

てきてもらいました。 

私達が、着いた場所は、かつてはフェアリー

や癒しを行う人々がたくさんいた場所です。 

人々はここで、自分自身を癒し、楽しく過ご

していました。 

 

この場所は、人々を癒し、楽しい時間を過ご

させるための特別の場所だったようです。 

また遊びながらスピリチュアルの成長を促

すための働きも持っている場所でした。 

しかし今はそのような面影もなくただ荒れ

果てた空間が広がるばかりです。 

 

私達は、この世界を守護するマスターを呼び

出します。 

マスターもとても元気がなく疲れ切ってい

る様子でしたが、私達を見るととてもうれし

そうにしています。 

 

「私達は、あなたが来る事をとても待ち望ん

でいました。 

レムリアの「神聖なる癒しの神殿」を復活さ

せる事はとても大切な事です。 

ここから、多くの人々に、人生を楽しく生き

るためのエネルギーと癒しの光を送ってい

たのです。 
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レムリアの人達が、常に愛に満ち、やさしい

心で生きるように私達は活動してきました。 

しかし、レムリアが崩壊するとともに、この

場所のクリスタルもはじけ飛び崩壊してし

まいました。 

私達はこの場所が再生したら、再び愛と癒し

に満ちた光を送る事ができるようにしたい

と思います。」 

 

私は、フェニックス号にお願いして、この世

界のクリスタルを交換してもらいます。 

そして、このクリスタルを囲むように大きな

神殿を作る事にしました。 

魔法使いと騎士団達が、喜びながら楽しんで

神殿を作っています。 

 

神殿という厳かな感じではなく遊び心がた

くさん満ちあふれた宮殿のような建物が出

来上がりました。 

私は、この次元に導いてくれたメンバーの名

前をとって「アヤソフィア」という名前を宮

殿に付けました。 

 

私はクリスタルに、オリハルコンを入れます。 

すると宮殿から大きな光が満ち溢れ、周りに

どんどん広がり、美しい野原が生れてきます。 

私はここに、癒しと遊びの世界を作るために、

フェアリー達や新しい人種を作る必要があ

る事を感じました。 

 

フェアリーの女王に頼んで、たくさんのフェ

アリーとホビット達を作りだします。 

次は、天使達です。 

遊び心に満ちたかわいい天使達もたくさん

生まれてきました。 

 

この場所を統治し守る女神とマスターも生

まれてきます。 
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女神はとても美しいのですが、マスターはま

るでトランプのキングのような面白い姿を

しています。 

まるで「不思議の国のアリス」のようですね。 

 

そして私は、偉大なるドラゴンに、この次元

を守り豊かにするために、海や山を作っても

らう事をお願いしました。 

この世界がもっと豊かになり楽しい波動で

満ちあふれてきます。 

 

私は、最後に、このアヤソフィアの世界を支

える新しい人種を生みだします。 

女神とマスターのもとから、新たな人種が生

れてきます。 

アヤソフィアのレムリアン達です。 

きっとここを訪れる人々の心を癒し楽しま

せてくれる事でしょう。 
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PART1 叡智ある存在達を統治するオリン

ポスの神々 

 

私達が星のツアーで、アトランティスに続い

てレムリアを復活させた翌日のアチューメ

ントの時、私はいつもと異なる雰囲気の大神

ゼウスに招かれて、彼らの神殿であるアポロ

ン神殿へと招かれました。 

ここは、どこの世界にある神殿ですかと尋ね

たところ、どうやら局部銀河の叡智ある存在

達を見守る神殿のようでした。 

 

私達がよく地球で目にするゼウスやポセイ

ドン達は、主に太陽系もしくは天の川銀河の

中にある星々が担当のようですが、彼らは、

そのもう一つ上の局部銀河の次元に存在し

ているようです。 

つまり、太陽系のゼウス達は、彼らの一部で

あるといえます。 

 

局部銀河とは、地球が属する天の川銀河の近

くにある銀河達を含めた場所です。 

局部銀河最大のアンドロメダ銀河をはじめ、

天の川銀河のすぐ横にあるマゼラン星雲、か

に座銀河などのいくつかの銀河によってで

きています。 

 

局部銀河は、ユニバース（単一銀河）の一部

ですが、この局部銀河がひとつの区切りとな

って、この区域を担当する創造主や大天使達、

マスター達が存在しています。 

この局部銀河を抜けると、その領域はユニバ

ース（宇宙）全体へと広がります。 

ユニバースの最高次元には、私達のユニバー

第 7 章 アポロン神殿の神々 
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サル・パレスがあり、このユニバースを統治

するマスターやゴッデス達がそろっていま

す。 

 

私達は、ゼウス達の招きに応じて、宇宙の中

に浮かぶ神殿へと入りました。 

とても美しい神殿で中庭には色とりどりの

花々がたくさん咲いています。 

神殿のなかには、ゼウスをはじめアポロンや

ハデスなどのオリンポスの神々達もそろっ

ています。 

 

「私達は、皆さんの言葉でいうとオリンポス

の神々といわれる存在です。 

皆さんがギリシア神話などでご存知のよう

に、私達は彼らの姿を借りて皆さんの前に現

れています。 

私達の役目は、この局部銀河の中にある星々

に叡智ある存在達を生み育てる事です。 

 

地球においても、主にレムリアやアトランテ

ィスの文明などに深く関わってきました。 

様々な星の叡智ある存在やマスター達に協

力してもらい、特定の星々に、叡智を持った

存在達を生み出し育てていきます。 

そうする事で、その星を豊かで多彩なものと

する事が出来るのです。」 

 

私は彼らに尋ねました。 

「あなた方の役目は理解できますし、とても

大切な事ですが、実際にはレムリアもアトラ

ンティスも滅んでしまいました。 

それは、どうしてですか？」 

 

ゼウスは、まさに痛いところを突かれた！と

いうような顔をします。 

「それは、私達にとっても、とても大きな苦

しみとなっています。 
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多くのマスター達に協力してもらい作り上

げた種族であり文明であったのですが、彼ら

の欲望や支配欲を抑える事が出来ませんで

した。 

叡智ある存在達の成長を早める為に、競争心

を掻き立てる遺伝子を組み込んだのが間違

いだったかもしれません。 

 

私達は、彼らが地球の他の種族とも協力し合

ってゆたかな楽園を築く事を期待していた

のです。  

しかし、一部の人間は支配欲と科学的な技術

を身につけてしまいました。 

そして、神に祈り、神の教えを守る事を馬鹿

らしく思うようになってしまったのです。 

そのために、地球上でいくつもの争いが起こ

り、文明同士の衝突が起こってしまいました。 

私達は、彼らが再び神の教えを守るように、

幾度も使いの者を地上に送り戒めましたが、

彼らの暴走を止める事はできませんでした。」 

 

私はゼウスを慰めるように言います。 

「だから、まだ素直な気持ちを持っている

人々に啓示を与えて、アトランティスやレム

リアを海の底に沈めたのですね。 

あなた方の苦悩も理解できますし、私達も今

の地球を見ると同じような事が起こるので

はないかと思いますが、それもまた仕方がな

い事だと思っています。」 

 

「TAKESHI さん、 私達は、あなた方が再

び、レムリアやアトランティスに入り、苦し

みや悲しみに沈む魂達を弔い文明の叡智を

保存していたマスター達を助けてくださっ

た事に深く感謝しています。 

私達は、再びこの地球で、レムリアやアトラ

ンティスの叡智を取戻し、新たな文明を出発

させていきたいと思います。 



 
 

71 

 

そのために、一度切れてしまったレムリアや

アトランティスとの光を再度つなげ、私達が

再び、これらの文明を指導できるようにして

もらいたいのです。 

私達は、２度と過ちを繰り返さないようにし

ますのでお願いします。」 

私は、彼らの真摯なお願いをかなえてあげる

事にしましたが、その前に気になる事があり

ます。 

 

「ゼウスよ、あなた達はこの地球をどのよう

な世界にしていきたいのですか？」 

「私達は地球をユートピアの様な楽園に成

長させていきたいのです。」 

「ならばゼウスよ、あなたはアシュタール族

のユートピアを知っていますか。」 

 

アシュタール族とは、宇宙のえりすぐりの

星々から選ばれたメンバーで構成されたグ

ループで、ユニバースのみならず多次元宇宙

のユートピアを目指して、星に住む人々に厳

しい指導を行っています。 

 

ゼウスは、急に戸惑ったような顔をして 

「アシュタールの人達は厳しすぎるので、私

達と合わないのです。」 

私は、恐らくそのような事ではないかと思い

ゼウス達に言います。 

 

「ゼウスをはじめとするアポロン神殿の

神々よ、 

あなた方の中にある苦しみや悲しみは、あな

た方自らが癒さなければ再び繰り返します。 

レムリアやアトランティスが滅びた事に対

する苦しみと悲しみがあなた方の中に残っ

ていますが、それと同時に、又間違いが起き

てもしようがないという、自分達に対する甘
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えた気持ちも残っています。 

それらの気持ちを取り除かなければ、新しく

生まれた文明も、また同じ事を繰り返して滅

んでしまいますよ。 

私達と一緒にアシュタールが作ろうとして

いるユートピアを見に行きましょう。 

私がご案内いたしますので、フェニックス号

に乗ってください。」 

 

ゼウス達は驚いた様子で困っています。 

反対に、アフロディティ達はにこにこ笑って、

「さあ、行きましょうよ。」と神々の腕を引

っ張っています。 

 

私達は、フェニックス号に空間移動します。 

ゼウス達は、初めて見る最新型の大型宇宙船

に驚いてキョロキョロ周りを見渡していま

す。 

私は、フェニックス号の船長に、「アシュタ

ールの元へ」と声をかけます。  

船長も笑って「了解！」と応え、船はすぐに

光の通路を高速で進みます。 

 

 

 

PART2 アシュタールの世界を訪問する

オリンポスの神々 

 

ゼウスやアポロン達もようやく落ち着いて

くつろぎ始めた頃、フェニックス号はアシュ

タールの世界へとつきました。 

もうすでにエレナさんとミサンガさんが私

達を迎えるために待っています。 

私は、船を降りると、エレナさんとミサンガ

さんに声をかけます。 

 

「今日は素晴らしいお客様を連れてきまし

たのでよろしくお願いします。」 
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エレナさんも笑って答えます。 

「そうね、鍛えがいがありそうなお客様ね。」 

その会話を聞いていたゼウス達の顔がこわ

ばります。 

それを見て私達も笑いながら、ゼウス達を船

の外に案内します。 

「ゼウスよ、エレナさんは、私達の大切な友

人でありガイドです。 

本来はとても聡明で優しい女性なんですよ。」 

 

エレナさんもミサンガさんもゼウス達を見

て微笑みます。 

「私はアシュタールのメンバーの１人であ

るエレナです。 

皆さんがこのアシュタールの世界に来てく

ださった事をとても感謝しています。 

私達は、多くの星々の人達が、自分達の理想

の世界を実現していく事をサポートするた

めに、人々の魂を目覚めさせ、あるいは試練

を与えてその人の魂を成長させます。 

 

もし皆さんが、私達の事をあまりお好きでは

ないとすれば、きっとどこかで、私達の試練

をお受けになられた事があるのかもしれま

せんね。 

しかし、この TAKESHI さん達の様に、そ

の試練をかいくぐり急速に成長する魂もあ

る事は事実です。 

皆さんが本当の成長を望み、自分達の世界を

ユートピアにしたいという強い熱意があれ

ば、私どもが与える試練なんて大した問題で

はありません。」 

 

エレナさんのもっともな話にゼウス達も恥

ずかしそうにしています。 

「それから TAKESHI さん、皆さんがシャ

ンバラやレムリア、そしてアトランティスに

入り、多くの魂を救い出し、叡智ある存在達
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と共に、文明を立て直してくださった事に深

く感謝しています。 

この世界に新しく輝く世界が生れると、地球

も含めた皆さんの宇宙もどんどん新しく生

まれ変わっていきます。 

 

ゼウス達が、新しい文明を作り出す前に、高

次元のマスター達の光をしっかりと受けと

り、さらに高い叡智を身につける事で、彼ら

も過去の失敗を繰り返す事なく、今まで以上

に素晴らしい世界を作り上げる事ができる

ようになると思います。 」 

 

エレナさんの核心をついた言葉にゼウス達

は黙り込んでいます。 

アディティーヤなどの女神達は、エレナさん

の言葉に大喜びです。 

エレナさんの周りに集まり、はしゃいでいま

す。 

「エレナさん、私達をさらに高次の世界のマ

スター達のもとに導いてくださいね。」と一

緒に歩き出します。 

 

私達は、アシュタールの神聖なる場所にやっ

てきました。 

目の前に大きなホーリー・クリスタルがあり

ます。 

クリスタルを守護しているマスターも、ゼウ

ス達を見て歓迎しています。  

 

「さあ、皆さんが目指しているユートピア世

界を実現するために、このホーリー・クリス

タルと皆さんの神殿のクリスタルの光をつ

なぎましょう。 

このクリスタルは、多くの人々の祈りの力に

よって、いつでも美しく輝いています。」 

私はこのクリスタルにも創造主の力を表す

オリハルコンを入れさしてもらいました。 
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クリスタルは、黄金色に輝くと今まで以上に

光を広げていきます。 

いく筋もの強力な光が、宇宙の各地に走って

いきます。 

ゼウス達も、自分達のハートを通して、アポ

ロンの神殿とこのクリスタルの光をつなげ

ていきます。 

 

私達は、アシュタールとアポロン神殿のメン

バー全員で、この宇宙に愛と叡智の光が広が

り、素晴らしいユートピアが実現するように

祈ります。 

このクリスタルがある丘から麓を見下ろす

と、優雅で美しい街並みが、輝いて見えます。 

きっと新しいレムリアもアトランティスも、

今までにない美しい町となる事でしょう。 

 

 

 

PART3 運命の神々の世界、切り株から新

たな芽生えが始まる 

 

私達はアシュタールのメンバーと別れると、

ゴッデス・オリジンに導かれて「運命の神々」

のもとに導いてもらう事にしました。 

この場所は、大犬座のシリウス星のスピリチ

ュアル次元であるシリウス C 星のさらに

上にある次元です。 

「運命の神々」とは、この宇宙に生れてくる

生命達の未来や運命を創造するための神々

です。 

 

太陽のように光輝く神殿のもとに私達はた

どり着くと、神殿の扉を開けて中に入ります。 

そこには数えきれないほどの生命の樹が立

ち並んでいます。 

その一本一本が、多くの生命達の未来を紡い

でいるのです。 
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ゼウス達が、「また、大変なところに来てし

まった、」という顔をしながら、周りを見渡

しています。 

その様子を笑いながら見ていた「運命の神々」

が、ゼウス達を集めて話をします。 

 

「皆さんが見ている生命の樹の一本一本が

星や種族の未来を表しています。 

とてもたくさんの枝に分かれ、数えきれない

ほどの葉っぱがついています。 

その葉っぱの１枚１枚が、1 人１人の生命で

す。 

その元となる幹がしっかりとして健全であ

れば、全ての葉も立派に育ち、美しい花を咲

かせます。 

 

しかし、その木の根元が腐ったり病気でやら

れたりすると、生命の木は葉を茂らせる事も

できませんし、花をつける事もできません。 

ゼウス達よ、あなた方は、この生命の樹を見

守り、枝葉が丈夫に育つために病気の予防を

しなくてはなりません。 

 

反対に、あなた方が病んでいれば、あなた方

が見守る生命の樹も病気になってしまいま

す。 

あなた方が、ここに来たという事は、あなた

方自身の病を癒し、新たな未来を創造するた

めではありませんか。 

あなた方の気持ちも変われば、あなた方の未

来も変わりますし、あなた方が育てる人々や

文明の未来も大きく変わってきます。」 

 

「運命の神々」がいう事は、いつもすごい迫

力があります。 

ゼウス達だけでなく女神達も真剣なまなざ

しで「運命の神々」を見つめています。 
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「何も恐れる必要はありません。  

私達と共に、自分達の意識を素晴らしいもの

に変え、成長させる事により、あなた方が担

当する局部銀河をさらに素晴らしいものに

してください。」 

 

私達は、「運命の神々」の神殿に入りました。 

そこには、大きなクリスタルが輝いています。 

この場所のクリスタルは大きなクリスタル

の周りにクラスターの様に小さいクリスタ

ルが無数に生えています。 

私はその中を抜け、メインのクリスタルにオ

リハルコンを入れます。 

そしてこの宇宙に素晴らしい叡智と愛を満

たし、多くの生命達の運命がさらに良くなっ

ていくように祈ります。 

 

祈りが終わると、「運命の神々」が近くの地

面を指さします。 

そこには、切り倒された生命の樹の切り株か

ら、新たな芽が出ています。 

 

「これをごらんなさい、この切り株は、地球

上に栄えていたいくつもの文明が滅んでし

まったために、生命の樹自体が枯れて倒れて

しまいました。 

しかし、この切り株にあたらしい芽が生えて

きました。 

 

皆さんが、アトランティスやレムリアを救っ

たおかげで、新たな文明の芽生えが起こった

のです。 

一度滅んだ者達の運命が変わったのです。 

これからこの樹が大きく育ち、新たな生命の

樹として、たくさんの葉を茂らせ美しい花を

咲かせる事でしょう。」 
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その話を聞いた女神達はうれしさのあまり

歓声を上げます。 

ゼウスやポセイドン達は、歯を食いしばり、

涙をこらえている様子です。 

私達は、そんなゼウス達を見つめています。 

 

 

 

PART4 アポロンの神々、鳳凰族のもとへ 

 

次に私達が向かったのは、ゼウス達の心を明

るく楽しくさせるために、偉大なる遊びのマ

スター、鳳凰族の神殿です。 

私達は、ゼウス達が鳳凰族のマスター達と出

会う事により、ゼウス達に遊び心や柔軟性の

ある生き方をしてもらいたいと願っていま

す。 

 

鳳凰族とは、この宇宙の創造主ブラフマンが

生みだした「原初の種族」と私が呼んでいる

グループの一つです。 

それは、ブラフマンが、星々を生みだしたり

叡智ある生命達を育てていく為に必要な事

を行うために存在する種族です。 

 

特に鳳凰族は、遊び心が豊かで、この宇宙を

動かすための工学システムを作り上げてい

ます。 

私達の宇宙船であるフェニックス号もこの

鳳凰族によって建設されています。 

また惑星や恒星の様にみえる星々の中には、

彼らによって作り出された、宇宙を運営する

ために必要な様々なシステムを持っている

人工的な星もたくさんあります。 

 

しかし鳳凰族は、そのような事柄を全て遊び

感覚で行っています。 

常に美しい羽根を広げ、この宇宙を自由に飛
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び回り楽しんでいます。 

私達が、鳳凰の世界に入るとすぐに、鳳凰の

マスターがやってきます。 

「皆さん良くいらっしゃいました。 

皆さんが来てくださる事を、私達はずっと待

っていましたよ。 

ここではどうかリラックスして楽しんでく

ださい。  

皆さんの心の苦しみや悲しみを癒し、もっと

自由にふるまってください。」 

 

ゼウス達は、鳳凰のマスターの優しい言葉に、

今までの緊張がほぐれたのか、ゆったりとし

ています。 

女神達は、鳳凰族の持つ美しい羽根に心を奪

われて、鳳凰族のマスターの周りで羽に触っ

たりして楽しんでいます。 

女神の一人が、この羽をとても気に行ったら

しく、自分にも羽をくださいと、おねだりし

ています。 

 

「オリンポスの女神達よ、あなたの心の中に

はとても素晴らしい光があります。 

それは、あなたを自由の世界へと羽ばたかせ、

あなたの世界を喜びと楽しさであふれさせ

ていきます。 

それが、あなたの羽となるのです。」 

 

女神の背中から美しい羽がスーッと伸びて

いきます。 

羽を羽ばたかせると、女神は空中に浮かび上

がり、空をたのしく舞い踊ります。 

それを見ていた女神達にも次々と羽が生え、

大歓声が沸き起こります。 

皆さん、大空で追いかけっこを始めました。 

 

私達は、鳳凰族の神殿へと入ります。 

神殿の中央に高くそびえたつクリスタルの



 
 

80 

周りに集まり、私達はこの宇宙に、もっと豊

かな愛と叡智と喜びがもたらされるように

祈り始めました。 

私が、クリスタルの中にオリハルコンを入れ

ると、その光がクリスタルからあふれ出し、

オリンポスの神々を包んでいきます。 

 

すると神々は、喜びと愛に満ちあふれ、彼ら

の背中からも立派な羽が生れてきました。 

彼らの心も、過去の失敗から解放され、新た

な叡智と愛を身に着けた素晴らしいものに

変っていっているようです。 

彼らの心に喜びと楽しさがあふれてきたの

か、彼らの体もフワフワと空中に舞い上がり、

滑るように飛んでいきます。 

 

彼等は、飛び上がる事の楽しさを覚えたのか、

まるで子供の様にはしゃぎまわります。 

私達も羽を広げ、しばらくの間一緒に楽しん

でいます。 

 

この局部銀河を統治するオリンポスの神々

のスピリットの中にとても大きな変化が訪

れたようです。 

きっと彼らの一部である地球のオリンポス

の神々にも素晴らしい変化が起こり、地球の

新たな文明も喜びに満ちあふれたものとな

る事でしょう。 

ゼウス達は遊び疲れたのか、フェニックス号

で帰る時は、すぐに眠りについてしました。 
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PART1 アバロンのたどってきた道 

 

私達は、シャンバラ、ムー、アトランティス、

そしてレムリアと過去の文明の苦しみと悲

しみを癒し、新たな次元としてこの地球に統

合してきました。 

しかし、マスター達は、さらに他の次元もこ

の地球の次元に統合するように私に伝えて

きます。 

 

私が、新たな世界が開かれていく事で、ユニ

バーサル・パレスの働きや組織も大きく生ま

れ変わり、新しいスタートが早まってきてい

るようです。 

またユニバーサル・パレスも新たなオリハル

コンを搭載しその光は、ユニバース中にいき

わたっているようです。 

 

私達が、ユニバーサル・パレスに着いた時、

今日の仕事は、地球の残されたパラレルワー

ルドであるアバロンを再統合する事でした。 

アバロンとは、アトランティスやレムリアが

崩壊する前に、叡智ある存在達やフェアリー、

ホビット、ユニコーン、ペガサス、マーメイ

ド達が逃げ込んだ場所の事です。 

おそらく物理次元を持っていた文明の中で

は、とりわけフェアリー達のような神話的存

在と関係が深い場所であると思われます。 

 

アバロンは、現在のフランスやイギリスあた

りを中心として栄えたようですが、その文明

はアイルランドのケルト文明に引き継がれ

第 8 章 アバロンの伝説と新

たな復活 
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ています。 

そのためにケルトの伝承にはフェアリーや

自然界の精霊達、魔法使い達が登場する事も

多く、いまだにミスティックな力が保持され

ているようです。 

しかし、このアバロンもまたケルトも時代の

流れの中で滅び去ってしまいました。 

 

私達は、フェニックス号で時間を越えアバロ

ンにたどり着きました。 

すでに緑の植物達もなく岩肌だけが露出す

る荒れ果てた土地です。 

ユニバーサル・パレスにお願いして、この次

元を活性化するための光を送ってもらいま

す。 

 

私達がこの次元のマスターを呼び出すと、と

ても体が大きいしっかりとしたマスターが

現れてきました。 

そして私達の仲間であり、アバロンの事につ

いても詳しい魔法使いのマーリンを呼び出

します。 

 

マーリンは、さまざまな伝承で登場する魔法

使いですが、特にアーサー王との関係が深い

魔法使いです。 

しかしマーリンはもともとアルクツールス

星とも関係が深く、地球の人類の進化のため

に、この地球にやってきた魔法使いです。 

 

彼は、私達の仲間に加わり、共に星々の再建

を行う手伝いをしてきました。 

そして宇宙レベルの偉大な魔法使いと共に

活動する事により、本来の叡智あふれる偉大

な魔法使いへと変わっていきました。 

 

今では、このユニバースを代表する素晴らし

い魔法使いです。 
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マーリンは私達にアバロンの事について教

えてくれます。 

「アバロンは、かつてアトランティスで活躍

していた叡智ある存在や魔法使い達とユニ

コーンなどの神話的な存在が、アトランティ

スの抑圧的な支配から逃れてきた場所です。 

彼らは、アトランティスに残っていたら、ア

トランティス人達から遺伝子操作を受けて

傷つけられ破滅するかもしれないという危

惧を持ちました。 

 

それほどまでに、アトランティスの支配者達

は、容赦ない弾圧をユニコーンやペガサス、

マーメイド達に加え、彼らのシエィプシフト

の能力やミスティックな力を奪いっていた

のです。 

 

私達は、危険を察知し、残っているユニコー

ン達を、アトランティスの秘密の場所で保護

していたのですが、その場所も次々と見つか

り、仲間達が傷つけられていきました。 

そのために、私達は、仲間達を集め、夜の闇

にまぎれてアトランティスを脱出して遥か

な地を目指しました。 

そしてたどり着いたのがアバロンです。 

 

もちろん、アトランティスの支配者達は、私

達が脱出した事にすぐに気づき追いかけて

きましたが、仲間の魔法使い達が、私達を闇

で隠したり、幻影で追っ手を違う方向に招き

よせたりして逃げとおす事ができましたが、 

そのために、多くの魔法使い達も犠牲となり

ました。 

 

しかしユニコーンやペガサス、マーメイド達

はアトランティスの叡智そのものであり、私

達の魔法やミスティックなパワーの源です。 

彼らを守る事が、私達を守る事であり、アト
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ランティスの叡智を守る事でもありました。 

そのために、私達の仲間も喜んでその命を捧

げていったのです。」 

 

マーリンの話に、仲間達の多くが涙します。 

私達の前には、闇の中を魔法使いと共に旅す

るペガサスやユニコーン、フェアリー達の姿

が映ります。 

一筋の希望を求めて、彼らは歩み続けている

ようです。 

 

「私達はやがて、皆さんがアバロンと呼ぶ世

界にたどり着きました。 

私達は、しばらくの間、闇の中に姿を隠して

生活していました。 

そして、私達の予測通り、アトランティスは、

崩壊しました。 

私達は、アトランティスから逃れてきた叡智

ある存在達も受けいれ、アトランティスにか

わって、この地球のスピリチュアル次元を支

えるために、私達を覆っていた闇を取り払い、

表の世界に出る事にしました。 

 

私達は、しばらくの間、とても美しく楽しい

時代を送りました。 

フェアリーやユニコーン、ペガサス達も優雅

に暮らし、この地球と共生し合う文明を育て

ていたのです。 

しかし悲劇は突然起こりました。 

私達が、アトランティスの崩壊の時に助けて

あげた人達の中に、遺伝子操作を行う技術を

持った人達が紛れ込んでいたのです。 

彼等はしばらくの間静かにしていたのです

が、私達の気づかないところで仲間を増やし、

このアバロンを支配する事を企んでいたよ

うです。 

また同じ過ちが繰り返されます。 
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彼等は遺伝子操作によってとてもパワフル

で狂気に満ちた存在を作り上げ、アバロンで

楽しく暮らしていた人々やユニコーン達を

支配しようとしました。 

私達は、彼らの攻撃に逃げ惑いながらも、ユ

ニコーン達を物理次元ではない次元へと運

び出しました。 

そして、この物理次元との関係を魔法によっ

て絶ちました。 

それによって少数のユニコーン達は助ける

事ができましたが、アバロンもまたアトラン

ティスと同じような悲劇を生む事となった

のです。 

 

このアバロンを支配した科学者達は、その喜

びに浸り自分勝手な生活を始めました。 

しかし、そこには、アトランティスの叡智は

すでになく、世界の統率は大きく崩れ混乱だ

けが残りました。 

私達は次々とアバロンから姿を消して、他の

次元へと移り変わっていったのです。 

 

アバロンに残されたのは科学者達の仲間と

狂気に満ちた存在達ばかりでした。 

支配する相手を失った科学者達はやがて仲

間同士で争うようになり、アバロンは深い闇

に包まれてしまいました。 

もちろん、私達が、長い年月を経て、アバロ

ンの世界を視察に来た時は、もうすでに生き

るものもなく荒廃した世界だけが残ってい

ました。」 

 

マーリンは、とても悲しそうな表情をしなが

ら語り続けます。 

マーリンの中で、仲間を失った苦しみと悲し

みが広がっていく様子が分かります。 

 

「アトランティスの人々に手出しができな
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いように、アバロンのスピリチュアルな次元

は封印されて守られています。 

しかし、このアバロンのスピリチュアルな次

元では、多くの魂達が闇の中で苦しんでいま

す。 

アバロンの物理次元も今では封印されてお

り、ケルトのストーンサークルや森の中に隠

された秘密の出入り口も今は閉じられてい

ます。 

 

この時以来、フェアリーやユニコーン達が存

在する次元と人間達が存在する世界は大き

な壁で仕切られ、皆さんからはユニコーン達

が見えないようになってしまいました。 

しかしながら、地球の波動がどんどん変わっ

ていくにしたがって、その壁を通り抜ける事

ができる人達が増えてきました。 

 

それは、ユニコーンやペガサス達が持ってい

る叡智がこの地球の進化にとって重要だか

らです。 

この地球に住む人間が、それらの叡智をうけ

とり、自らを進化させると共に、この地球を

より高次の世界へと導く必要があるからで

す。 

私達は、このアバロンの叡智を開く事ができ

る人間が現れる事を長い間待っていました。 

そして、その日が今やってきたのです。」 

 

 

 

PART2 アバロンの守護者アール・リュ・ダ

ックス 

 

ここで、このアバロンの次元を守っていた大

柄なマスターが私達の前に進み出てひざま

ずき挨拶をします。 

そしてマーリンに代わって語り始めます。 
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「私は、アバロンの世界を固く封印し守って

きた守護者です。 

アール・リュ・ダックスと申します。 

私は、アバロンの世界がまだ地上にあった時

は、その統治者としてアバロンを守っていま

した。 

マーリンをはじめとする多くの魔法使いと

共に、アトランティスから逃れアバロンの世

界を作ったのです。 

そして、このアバロンを楽園とするためにユ

ニコーン達のお世話をしながら暮らしてい

ました。 

 

私達の叡智は、この自然の力を利用したミス

ティックな能力です。 

ユニコーンやペガサス、そして自然の精霊や

フェアリー達と心を通わす事によってその

能力は開かれます。 

自然の中に生きるすべての存在が、この宇宙

を創造した創造主の素晴らしパワーを持っ

て生きています。 

そのパワーは、植物１つ１つとっても異なり

ます。 

動物の中にも、それぞれ特有のパワーと能力

が秘められているのです。 

 

その秘密を解き明かしそれを利用する事が

できるようにするのが私達の叡智です。 

それらの叡智も、いまだ大切に保存されてい

ますが、その力を発揮するためには、このア

バロンの世界を再び呼び覚ます必要がある

のです。 

どうか、皆さんのお力で、アバロンの世界を

目覚めさせてください。」 

 

私は、アバロンの王の言葉にうなずき言葉を

かけます。 

「偉大なるアバロンの指導者よ、もちろん大
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丈夫です。 

皆さんの苦労は報われ、希望はかなえられま

す。 

私達も、アバロンが地球の物理次元とフェア

リーやユニコーン達をつなぐ大切な場所で

ある事を十分に理解しています。 

私達は、アバロンの苦しみと悲しみを解き放

ち、光の世界へと戻していきましょう。」 

 

私達は、アバロンのマスターであるアールと

共に歩み始めました。 

そしてアバロンの高次元の世界へと向かっ

ていきます。 

岩肌の間を進むと、丸い穴があって、そこか

ら光が満ち溢れています。 

私達は、まるで「不思議な国のアリス」の様

にその穴の中に滑り込んでいきます。 

 

穴の底に着くといたるところに不思議な力

を持つマスター達の存在を感じます。 

マスター達は、まるで意識をなくしたかのよ

うに、横になったまま祈っています。 

彼等は、自分達のスピリチュアルなすべての

能力を使って、高次のアバロンの世界の扉を

封印しているようです。 

 

私は、自分のハートの中からオリハルコンを

取り出し、その光で、マスター達の思いを癒

し、彼らの力を解き放っていきます。 

このアバロンの高次の世界を守るためだけ

に生き続けてきたマスター達の思いが、神聖

な光の中に溶けていくと、マスター達が目覚

めてきます。 

私は癒しの天使達を呼び、眠りから目覚めた

マスター達を癒していきます。 

 

私達は、封印されていた扉を開き中に入って

いきます。 
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扉の中は、とても美しい草原が広がり、上空

からは柔らかい日差しも差し込んでいます。 

草原の中には、奥につながる道があり、私達

はその道を歩んでいきます。 

 

やがて、草原の奥に美しい塔を持つ宮殿が見

えてきます。 

宮殿の中に入っていくと、中央の広間のよう

な場所に、とても背の高いクリスタルがそび

えたっています。 

虹色に輝くクリスタルですが、クリスタルの

上の部分には、黒い輪っかが取り付けられて

います。 

私達が、その輪っかを見ていると、後ろから

声がします。 

 

「それは、このクリスタルの働きを制限する

ための輪っかじゃよ。 

このクリスタルは、アバロンの高次の叡智を

保存しているスピリチュアルな場所であり、

アバロンの生命力を支える大切なクリスタ

ルじゃ。 

しかし、このアバロンが、崩壊してしまって

から、私達はいくつもの世界を封印してしま

った。 

我々の活動が目立たないように、このクリス

タルの働きを止めて眠りについていたのじ

ゃ。」 

 

私が振り向くと、そこに長いひげを生やした

アバロンの長老が立っています。 

手には木でできた節だらけの杖を持ってい

ます。 

その言葉に、数名のマスター達も目覚め周り

に集まってきます。 

１人のマスターが、私達の前に進み出て話を

します。 
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「我々は、このアバロンの高次の叡智とミス

ティックな能力を持って地球上に生きてい

ました。 

しかし、残念な事にアバロンは滅び、いくつ

もの次元に分かたれてしまったのです。 

しかし、アバロンの伝説は、やがて復活の日

が来る事を予言していました。 

私達は、それが今であると信じています。」 

 

私は無言で、ハートの中から光輝くオリハル

コンを取り出し、このクリスタルの中に入れ

てみました。 

オリハルコンの光は、クリスタルの中を上に

向かって上昇していくと共に、クリスタルの

先端に付けられている黒い輪っかをはじき

飛ばしていきます。 

クリスタルから、黄金色の光が所狭しとあふ

れ出していきます。 

 

私はアポロン神殿のゼウスやポセイドン達

をここに呼び出し、アバロンのクリスタルと

アポロン神殿のクリスタルを光でつなぐよ

うにお願いしました。 

ゼウスやアポロン、ポセイドン達が、アポロ

ン神殿から光の帯をもって降りてきます。 

そしてその光の帯を、アバロンのクリスタル

とつなげていきます。 

 

するとさらに多くの女神やマスター達が目

覚めてきます。 

神殿の周りには美しい山々が輝き、自然が満

ち溢れてきます。 

風が吹き、木々の葉が揺れ、光がきらめいて

いきます。 

木々や花の回りでは、フェアリー達が羽を広

げ軽やかに飛び回り、小動物達も、木々の間

から顔をのぞかせています。 

女神達も目覚め、華やかな光が虹の様に世界
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を包みます。 

 

アバロンのリーダー達がクリスタルの前に

集まり輪を作って祈り始めます。 

私は、アバロンのマスター達を、この局部銀

河系の叡智ある存在達を守護し成長させる

神々のもとに導いていく事にしました。 

 

 

 

PART3 アポロン神殿での祝祭 

 

私達はフェニックス号に乗り、空高く舞い上

がり、地球の次元を抜け、天の川銀河を抜け

て、局部銀河系の最高次元にあるアポロンの

神殿へと向かいます。 

そこは、この局部銀河系全体に向けて強烈な

光を放つ神殿となっています。 

 

地球の次元を抜けてしまった事に対して、マ

スター達はとても驚いていましたが、今は、

アポロン神殿の神々しい光の前で我を忘れ

て立ちすくんでいます。 

アフロディティ達も神殿の前に現われ、アバ

ロンのマスター達をにこやかに迎えていま

す。 

 

ゼウスが、アバロンのマスター達の前に立ち

挨拶をします。 

「私は、この神殿から皆さんの事を見守り続

けてきました。 

私達はこの宇宙がさらに豊かに成長するた

めに、皆さんの様に叡智ある存在達を生みだ

し、それぞれの星に配置しました。 

そして、素晴らしい文明が生れ、皆さんの地

球も、人類の発展に合わせて進化していきま

した。 
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地球では残念ながら、いくつもの文明が生ま

れては滅んでいきましたが、その中でいくつ

もの学びがありました。 

これから、地球は新しい進化の道に入ってい

きますが、皆さんのアバロンが再び目覚め活

動を開始する事はとても大切な事です。 

今日は、皆さんの新たな再出発を祈って祝い

ましょう。」 

 

ゼウスの言葉に、アバロンのマスターが答え

ます。 

「私達を長い眠りから目覚めさせてくれた

TAKESHI さん達へ心から感謝の気持ちを

捧げたいと思います。 

そして偉大なる神々が、再び私達の元に降臨

してくださり、私達の文明の新たな出発を祝

ってくださる事にも深く感謝します。 

私達は多くの悲しみと苦しみを乗り越えて

きました。 

これからも新たな世界を作り出すために、自

分達の力を使っていきたいと思います。」 

アバロンのマスター達から大きな拍手が起

こります。 

 

私達は、全員でアポロン神殿のクリスタルの

周りに集い、アポロン達の竪琴の響きに酔い

しれています。 

祈りの歌声が神殿にこだまします。 

そして、その祈りは、地球のアバロンへとつ

ながる光の道を形作っていきます。 

 

 

 

PART4 アバロンの失われた世界 

 

私達は、アポロン神殿でアバロンのマスター

達の再出発を祝った後に、アバロンの統合に

向けて動き出します。 
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最初は、レムリアやアトランティスでもそう

だったように、文明の崩壊によって取り残さ

れたスピリチュアル次元に入っていきます。 

この次元に残された魂達の救出を行わなけ

ればなりません。 

 

前回と同じように、すでにドラゴン族や鳳凰

族、ワシ族、ミミズク族のマスター達と大天

使達が、私達が戻ってくるのを待っています。 

私達が戻ってきた事を見届けると、鳥族達の

急降下が始まります。 

 

このアバロンのスピリチュアル次元は、レム

リアやアトランティスに比べるとさほど大

きくもなく、閉じ込められている魂達も少数

なので、生無き者は、天使達が直接光の世界

へ導きます。 

生ある者達は、フェニックス号に収容して、

フェニックス号の医療施設で治療を行う事

にしました。 

 

ユニバーサル・パレスもアバロンの上空に来

て、この世界全体に光を送っています。 

アバロンから多くの闇のエネルギーがどん

どん消えて明るくなっていきます。 

フェニックス号では助け出された人々の悲

しい記憶が癒しの天使達によってどんどん

癒されて行きます。 

 

魂の救出はほどなく終わりました。 

闇の世界の奥深くに閉じ込められている魂

も残っているようですが、天使達が首を振っ

ています。 

この魂達は、もう少しこの闇の中で、自らを

戒めなければならないようです。 

私達は救出に携わってくれたメンバー達に

感謝の言葉を述べます。 
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しかしアバロンは、ここからが大変そうです。 

というのも、アバロンは魔法使い達によって

様々な次元に分割され、それぞれが独自に封

印されていますので、それらの世界をひとつ

ひとつ訪ね歩き、封印を解除していかなけれ

ばなりません。 

 

 

 

PART4 アバロンの叡智の聖者 

 

アバロンのスピリチュアル次元の中には、い

くつもの暗いままの世界が残っているよう

です。 

そこはマスター達によって封印が施されて

いるために光が届いていません。 

 

私達は、最初に案内された場所の封印を解き

中に入ります。 

そこは高い山々が立ち並ぶ中に、小さな部落

が見えます。 

まるで中南米にあるマチュピチュのような

場所にも見えますが、アバロンの人達が逃れ

ていった場所のひとつのようです。 

 

私達は、岩が立ち並ぶ荒れ果てた場所へと降

り立ちます。 

とても閑散として寂しい気配が立ち込めて

います。 

そこにコンドルの様な翼をもった鳥がやっ

てきました。 

どうやらこの世界のガイドのようですので、

私達はそのあとに続きます。 

 

ガイドは暗いトンネルを抜け、洞窟の中に入

ります。 

私達もそこに入ると、そこには小太りのおじ

いさんが座っています。 
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石の上で何かを考えるようにうつむいたま

ま長い時間を過ごしてきたようです。 

私達を見るととても驚いた表情をして立ち

上がります。 

 

「伝説は正しかったのか！ あなた方は本

当に私達を助けに来てくれたのですか？」 

彼の言葉に、アバロンのマスターアールが答

えます。 

「そうだ、予言は正しかった。 

我々が再び目覚め、救いの者達と共に新しい

時代を作る時がきたのだ。 

さあ、偉大なる叡智の聖者を迎えにいこう。」 

 

アールの話によると、この世界は、アバロン

の叡智を隠すために作られた次元のようで

すが、そのマスターも捕えられて監禁されて

いるようです。 

もちろん、彼らを監禁してしまった人達は、

もうすでにこの世界からいなくなっていま

すが、アールは、私達に叡智の聖者を助け出

してもらいたいようです。 

 

私達は、ガイドのコンドル共に、空中高く飛

びあがり次の場所へと移動します。 

私達がついたのは、荒野の中に張り巡らされ

た迷路のような壁の前です。 

迷路といっても、ここの迷路はイリュージョ

ン（幻影）です。 

 

目的地にたどり着かないように、人工的に迷

路を作り出し、来た人を迷わせる仕組みにな

っています。 

私はコロボックル達にお願いしてその機械

を破壊してもらいます。 

すると、壁の様に立ち並んでいた迷路がなく

なり、遠くの岩肌の所に扉が見えています。 
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この扉は、おそらく魔法によって封印されて

いるようで、押しても引いても動きません。 

私は、先日から仲間になったカラス座の魔法

使い達に、この封印を解き、扉を開くように

命じました。 

 

カラス座の魔法使い達とは、カラス座に魔法

の学校があり、初心者クラスから、このユニ

バースやマルチバースの叡智を学ぶ上級者

向けのクラスもあります。 

今回上級者クラスの魔法使い達が、学びのた

めに私達の活動に参加しているのです。 

 

魔法使い達は、扉の前で呪文を唱えたり魔法

の杖を振り回しています。 

私達にとってはちょうど良い休息の時間で

す。 

やがて、扉が大きな音を立てて開きました。 

扉の封印を解除する事に成功したようで、魔

法使い達も少し誇らしげです。 

 

私達は、扉の中に入っていきました。 

そこにはとても体格の良い聖者が、クリスタ

ルを手にして座っているようです。 

彼がアバロンの一番大切な叡智を守るマス

ターのようです。 

 

アバロンのマスターアールが、聖者のもとに

駆け寄り、その体を抱きしめたかと思うと突

然泣き始めました。 

「偉大なる兄よ、お元気でしたか。 

ようやくあなたの事を迎えに来る日がやっ

てきました。 

アバロンの古の予言は、彼らの事でした。 

私達はまた再び新たな文明を築き、この叡智

を世界にもたらす事ができます。」 

 

聖者も、突然の事に呆然としていましたが、
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アールの言葉で事情が理解できたようで、う

れし涙を浮かべています。 

「私達が耐えてきたのは、決して無駄ではな

かった。 

大いなる神よ、自然界の精霊達よ、あなた方

の恵みと約束の成就に感謝します。」 

聖者も泣き崩れ、大地に何度も頭をこすり付

けるようにして感謝の言葉を捧げています。 

 

彼らが落ちつくまでしばらく時間がかかり

そうです。 

私は、他のアバロンのマスターにアバロンの

叡智について尋ねました。 

 

「アバロンの叡智は、私達と自然のエネルギ

ーを結び付けるものです。 

それは、森に育つ樹であったり花々であった

りします。 

あるいは、ペガサスやユニコーンなどから、

様々な情報を受け取る事もあります。 

ペガサス達は、まだ私達が見た事もない世界

の事や宇宙に存在する星々の事、地球の気象

や目に見えない働きなども教えてくれます。 

 

自然の精霊と呼ばれるフェアリーのような

存在を通して、その叡智が私達に伝えられる

ことも良くあります。 

自然の中にある樹木や花々は、私達の体と心

を癒し成長させてくれる役割も持っていま

す。 

自然界のすべての存在はひとつにつながり、

お互いを生かしあうという事をアバロンの

叡智は教えてくれるのです。 

 

このアバロンが崩壊する前に、黒いペガサス

がやってきて、やがてアバロンが崩壊する事、

そして地球の未来から大きな鳳凰にのった

聖者達がやってきて私達を救いだす事を伝
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えてきました。 

これが、私達にとって黒いペガサスの救いの

予言というものです。」 

 

私は、その時、私達が生みだしたペガサスの

新人種である「ペガリス」を思い出しました。 

彼の体の色は、漆黒で時と空間を超える能力

を持っていますので、アバロンのペガサス達

に呼ばれてここに来ていたかもしれません。 

確かに、私達が乗ってきた宇宙船は鳳凰族が

作ってくれた鳳凰型の宇宙船ですから、予言

の通りです。 

 

私達は、叡智の聖者を伴って、この世界の神

聖なる場所へと移動します。 

この次元の神殿は、湖の中にひっそりと隠さ

れていました。 

私達が中に入ると、クリスタルもだいぶ傷つ

いていますので、急いでフェニックス号にあ

るクリスタルと交換します。 

私は新しいクリスタルにオリハルコンを入

れ輝かせます。 

 

すると神殿が、湖の中から浮上して湖の上へ

と上がりました。 

クリスタルの光は、この世界を光に満たし、

さらにアバロンの世界へと広がっていくよ

うです。 

叡智の聖者も、とてもうれしそうに、久しぶ

りに帰ってきた神殿を見つめながら佇んで

います。 

 

「アバロンの叡智が戻ってきた。 

これからこの地球には、自然の働きを尊重し

て生きていく人達が増える事だろう。」 

と彼は告げます。 

私達は、叡智の聖者と別れをつげ、次の世界

へと向かいます。 
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PART5 アバロンの光と闇のバランスを

保つ世界 

 

私達が次の世界に入ると、そこはとても暗い

部分が残る場所です。 

アールによると、ここはアバロンの闇の部分

を管理し、世界のバランスをとるための場所

のようです。 

私達の前にかわいい鳥がとまります。 

この世界のガイドのようです。 

私達は、鳥と共に歩みます。 

やがて私達の前に、ガラス張りの壁が幾重に

も立ちはだかります。 

 

カラス座の魔法使い達が、ガラスの壁の前に

立ち、呪文を唱えたり杖で壁をたたいたりし

て出入り口を探しています。 

しばらくして最初の壁が開きましたが、まだ

幾重にも壁はありそうです。 

魔法使い達は、全員で出入り口を一生懸命見

つけようとしていますが、あまりにも時間が

かかりそうです。 

 

私は、彼らに空を指さしました。 

つまり、ここのガイドは鳥なので、空を飛べ

ばよいのです。 

私達は、全員空に飛びあがります。 

とべないメンバーは、羽を持った騎士団のメ

ンバーに乗せてもらいます。 

空から見ると、幾重にも壁が立ちはだかって

いますが、壁の後ろには何もありません。 

ここに来た人達をだますためのトリックだ

ったようです。 

 

私達はガイドの鳥と共に大空を飛び、空中に

浮かんでいる特別な場所を見つけました。 

そこには大きな箱のようなものが浮かび、封

印によってその姿が隠されているようでし
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た。 

どうやらここは、アトランティスの人達に見

つからないように、アバロンのマスター達が

自ら魔法をかけて隠している場所のようで

す。 

 

私達はこの箱にかけられている魔法を解き

放つと、そこから偉大なる聖者が出てきまし

た。 

この聖者も、アバロンのマスターアールの兄

弟のようです。 

アールは先ほどと同じように、聖者を抱きか

かえ涙を流しています。 

 

「偉大なる兄よ、私達のアバロンは再び生ま

れ変わります。 

予言のとおり、アバロンの神殿も復活し、叡

智の聖者も助け出されました。 

今度はあなたが、あなたの世界を開く時で

す。」 

 

弟の言葉を聞いて、光と闇の聖者も喜んでい

ます。 

杖を高く振り上げ、神への祈りの言葉を唱え

ながら、この世界に光を呼び込んでいるよう

です。 

しばらくすると、どこかに隠された場所から

美しい神殿が大空に浮上してきました。 

このアバロンの光と闇の神殿は、もともと天

空にあったようです。 

 

私達は神殿の中に入りクリスタルのある場

所へと進みます。 

やはりしばらくの間隠されていたためか、元

気がなくくすんでいますので、このクリスタ

ルをフェニックス号につんであるクリスタ

ルと交換します。 

ここのクリスタルは、普通の透明のクリスタ
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ルではなく、漆黒の色が入ったブラック・ク

リスタルです。 

新しいクリスタルに、オリハルコンを入れる

と、素晴らしい輝きがこの世界を取り囲んで

いきます。 

光と闇の聖者は満足げに、神殿の玉座に座る

と、私達に感謝の言葉を述べました。 

 

「皆さんのおかげで、このアバロンは復活す

る事ができました。 

心から感謝の言葉を述べたいと思っており

ます。 

我々は、この宇宙のエネルギーについて素晴

らしい叡智を持っております。 

私が持っている叡智は、皆さんにとって目に

見えない不可視の世界から目に見える世界

へ、様々なものを創造していく叡智です。 

それが本当の意味での魔法です。 

目に見えない世界は、ただ見えないだけで、

そこには様々なものを生みだす力が眠って

おります。 

我々はその力を精霊のパワーをかりて呼び

出す事ができるのです。」 

 

光と闇の聖者は少し自慢げに語り始めまし

たが、私の後ろに偉大なる魔法使いやマスタ

ー達が数名立ち並んでいる様子を見ると、そ

れに驚いたのか、すぐに言葉を変えて話始め

ました。 

 

「いやいや、大変失礼しました。 

皆さんは、すでにその事についても十分ご理

解されているようです。 

我々は、それらの力を使って、アバロンの文

明を作り出しました。 

我々にとってユニコーンやペガサス達は、

我々のマスターのような存在です。 

我々は、彼らから、宇宙の真理を学び、創造
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の世界の仕組みが使えるように教えてもら

ったのです。 

しかしこの叡智が、自分達の欲望のために使

用されると、宇宙は大きな混乱を招きます。 

そのために、私はずっと隠れておりました。」 

 

私達が話をしている間に、アバロンのマスタ

ー達により、アバロンの各次元のクリスタル

が光でつながれていきます。 

アバロンの高次の世界のクリスタル、叡智の

クリスタル、そして創造のクリスタル、全て

がつながっていくようです。 

 

 

 

PART6 アバロンのフェアリーワールド 

 

私達にはまだ行わなければならない事があ

るようです。 

次に案内された場所は、緑色の自然がたくさ

んある場所です。 

フェアリー達やユニコーン達が集まり草原

で遊んでいます。 

ペガサス達が白い羽を広げて楽しそうに空

を飛んでいます。 

 

ここはアバロンの人達が、アトランティスの

人達から傷付けられる事を防ぐために、ユニ

コーン達を隠した世界のようです。 

アバロンのマスターアールは、私達にこの世

界のフェアリーの女神を助けてくれるよう

にお願いしていきました。 

 

「この世界は、お気づきの様にフェアリーや

ユニコーン達が存在している世界です。 

アバロンにとっても、最も大切な場所、生命

の源であり、アバロンが存在する目的の場所

でもあります。 
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アバロンのフェアリーやユニコーン達は、こ

の世界では楽しく生きていく事ができます

が、彼らはこの世界を出る事ができません。 

 

なぜなら、この世界の生命の源となるフェア

リーの女王が、何かの力によって傷つけられ

眠りについてしまったからです。 

フェアリーの女王が眠りにつく事で、この世

界は固く閉じられた世界となり、ここのフェ

アリー達が、ほかの世界で植物や動物達を育

てる仕事ができなくなってしまったのです。」 

 

私達が向かった森の中に、石で寝台のような

ものが形づくられ、その上にフェアリーの女

王が横たわっています。 

周りには、数頭のペガサスとユニコーン達が、

彼女を守るように佇んでいます。 

 

私はすぐに、癒しの天使と宇宙の神聖なる魔

法使い達を呼び寄せます。 

天使と魔法使い達が、女王に光を送ると、彼

女の胸に黒い物が突き刺さっている様子が

浮かび上がります。 

おそらく、この黒い物によって彼女の力は奪

われ、眠りにつかされているのだと思います。 

 

魔法使い達は、この黒い物を取り去るために、

魔法の言葉を唱えますが、黒いエネルギーは

彼女の胸元から外れません。 

私は、自分のハートからオリハルコンを取り

出すと、彼女の胸の上にかざします。 

すると黄金色の光が彼女を包み、黒い物をド

ンドン溶かしていきます。 

 

やがてフェアリーの女王は、目を開きました。 

そして、私達を見ると嬉しそうに微笑み、石

の上に起き上がります。 

「私は、いったいどれほどの時間眠りについ
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ていたのでしょうか。 

私は、ずっと朝もやが立ち込める中、お花畑

を１人でさまよっていた気がします。 

あなたが、私を目覚めさせてくれたのですか。 

本当にありがとうございます。」 

 

アバロンのマスターアールが彼女のもとに

ひざまずきます。 

「女王よ、あなたの目覚めを我々は、お待ち

しておりました。 

新たなアバロンが始まっています。 

光り輝く勇者達と魔法使い達が、アバロンを

再び目覚めさせてくれたのです。」 

 

女王は、石の上から降り立ち、私達の前にひ

ざまずき感謝の言葉を述べます。 

「皆さんの働きによって、私達の力が戻りま

した。 

これから、たくさんのフェアリーが生れ、ユ

ニコーンやペガサス達が活躍する世界とな

るでしょう。 

アバロンのいくつかの次元も光でつながり、

もっともっと豊かで美しい世界となるでし

ょう。 

それではみなさんも一緒に私達の神殿へと

戻りましょう。」 

 

女王とアバロンのマスター、そして私達は、

フェアリーの神殿に向かいます。 

アバロンのフェアリー達の神殿は、森の奥深

くに隠されているようです。 

森の茂みの中を抜け、森の奥地に秘密の扉が

あり、そこを抜けると穏やかな日差しの中に

美しい神殿が立っています。 

フェアリーの女神が戻ってきた事を喜んで

多くのフェアリー達が集まってきました。 

女神を取り囲んで、光の輪を作り喜んでいま

す。 
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私達は、フェアリーと共に神殿の中へと入っ

ていきました。 

この神殿にあるクリスタルは思ったより美

しいままです。 

きっとフェアリー達が大切に守っていたの

でしょう。 

虹色の光を、神殿にいるフェアリー達へと放

っています。 

 

私は、このクリスタルは交換せずに、私のオ

リハルコンをそのまま入れます。 

すると虹の光は、一段と強く輝き始め、フェ

アリーの神殿からあふれ出し、フェアリーの

世界を包みます。 

フェアリーの女神も、クリスタルと同じよう

に虹色に輝き始めます。 

 

私達は、このフェアリーワールドにアバロン

の高次の世界のクリスタル達の光をつなげ

ていきます。 

そして、フェアリーを生み出す役目を持つフ

ェアリー・キングを呼び出し、フェアリー達

の神殿に光を送ってもらいます。 

 

フェアリーの女神は喜びに顔を輝かせなが

ら、フェアリー達に向かって語ります。 

「私の愛するフェアリー達よ、私はここに戻

ってきました。 

私の愛するフェアリー達よ、あなた方と遠く

離れていた私は、孤独と悲しみの中にいまし

た。 

再びこの神殿に戻り、あなた方の姿を見る事

はもうできないかと思っていましたが、私達

に奇跡が訪れたのです。 

 

私は再び、愛するフェアリー達のもとに戻る

事ができました。 
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ここに来てくださった勇者達により私の胸

に刺さった黒いとげは抜き去られ、私は再び、

フェアリーの女神として皆さんとともに働

く事ができます。 

 

フェアリー達よ、昔のように、アバロンの世

界を美しい花々で満たしましょう。 

かわいい動物達も、再び呼び戻し、美しい楽

園を作りましょう。」 

 

女神は、フェアリーとともに喜び舞い踊って

います。 

私達は、彼らの再会の喜びを見届けると、静

かにフェアリー達の神殿をあとにします。 

 

 

 

PART７ アバロンの物理次元 

 

私達は、最後に残ったアバロンの物理次元へ

と入る事にしました。 

山の頂のような所にある秘密の扉から、奥の

次元に入っていきました。 

そこには、所々に小さな丘や植物の緑も見え

ています。 

ウサギやリスなどの小動物もいるようです。 

丘を抜けて歩いていくと、遠くに海が見えま

す。 

海のそばには、小さな神殿が立つており、水

の力によって守られている感じがします。 

 

私達は、小さな神殿の中に入っていきます。 

そこには、様々なクリスタルに囲まれて一人

の女神が立っています。 

女神は、私達の事を最初はとても厳しい目で

見ていましたが、アバロンのマスター達が入

ってくると、とてもにこやかな表情へと変わ

ります。 
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アバロンのマスターであるアールが、女神の

そばに行き、私達の事を説明したようです。 

女神は急ににこやかな表情になり、私達の前

にひざまずき感謝の気持ちを表してくれま

した。 

 

「私は、アバロンの女神の１人でこの世界を

ずっと守ってきました。 

時折、無作法な人達がこの世界に無断で入っ

てきて、この世界を荒そうとしました。 

私はそのたびに獰猛な動物に姿を変えたり

竜巻を引き起こしたりして、彼らをこの世界

から追い出していました。 

この世界には、まだ守らなければならないも

のがあります。 

 

それはアバロンの世界が予言通り復活した

時に、ここはアバロンの世界と地球をつなぐ

大切な場所となるのです。 

そのために、私達はここを守り通してきまし

た。 

あなた方がここに来てくださったという事

は、予言が成就したという事でしょうか、も

しそうだとすれば、私達は再び新たなアバロ

ンを作り出す事ができるのでしょうか。」 

 

アールが彼女の手を握りしっかりとした声

で話します。 

「そうです。予言は実現しました。 

すでにアバロンのいくつもの次元は開かれ

ひとつにつながっています。 

叡智の聖者も光と闇の聖者もお元気です。 

フェアリーの女神も目覚めました。 

すべてが予言通りにうまくいきました。 

あとは、あなたが守ってきた次元と他の次元

をクリスタルの光でつなげるだけです。」 
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「それでは、この物理的な力をもつ世界に、

天と地の光を満たしてください。 

偉大なる勇者よ、あなたに最後のお願いです。 

そうする事で、新たなアバロンが甦る事でし

ょう。」 

 

私は、この次元の上にユニバーサル・パレス

を配置し、マルチバースのマスターの光をこ

の次元に送ってもらいます。 

そして「宇宙の大地」のマスターと神聖なる

愛の女神、星々を創造する女神達を呼び寄せ、

大きな光の柱を作ってもらいます。 

光の柱は、深い大地の底からわき起こってき

ます。 

空からも輝くばかりの光の柱が下りてきま

す。 

それがこの神殿のクリスタルのところでひ

とつにつながります。 

 

私は、神殿のクリスタルの中に、オリハルコ

ンを入れ祈ります。 

大地から沸き起こった光の柱と大空から降

りてきた光の柱がひとつになり、大きな輝き

と共に広がっていきます。 

光の柱は神殿を包み、さらに神殿を超えてこ

の世界を包み込むように広がっていきます。 

光の柱の上にはフェアリー達の世界や叡智

の聖者の世界、そして高次元のアバロンのス

ピリチュアルな世界も見えてきます。 

 

光の柱ができる事により、いくつものアバロ

ンの世界が繋っていきます。 

それぞれ独立した世界ですが、お互いがつな

がりあう事で、新たなアバロンが生まれてく

るようです。 

 

私達は、さらに祈ります。 

新たなアバロンと新しい地球が深くつなが
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り、アバロンの叡智や神聖な光が、私達の地

球やシャンバラ、レムリアともひとつになっ

ていくように・・・ 

 

そして、やがて新たな地球が生まれる時に、

新たなレムリア、新たなアトランティス、そ

して新たなアバロン、彼らの叡智と愛がひと

つに統合され、素晴らしい地球となりますよ

うに・・・ 
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PART1 アガルタ帝国の秘密 

 

私達は、今日も地球の多次元を巡る旅をしま

す。 

私達が地球のいくつもの次元に入り、その世

界を復興する理由は、地球がパラレルワール

ドに入り再統合される時に、それぞれの世界

も、地球につながる大切な次元として、再建

と統合が望まれているからです。 

 

地球の中で過去に存在した文明は、確かに一

度滅びたかもしれませんが、その文明が持っ

ていたエネルギーや叡智を再び呼び覚ます

事ができたなら、その叡智は地球の進化に大

いに役立つ事でしょう。 

 

私達は、今日も創造主の神殿に入り、アディ

ティーヤ様と相談します。 

今日は、地球に残された次元の内、アガルタ

帝国とシャングリラに行ってほしいようで

す。 

アガルタ帝国に関しては、名前は時おり聞き

ますが、地球の内部にある世界という事だけ

で、その内情は良く知られていません。 

シャングリラも伝説として扱われています

が、内情はほとんど分かりません。 

 

私は、これらの文明に関して詳しい情報を持

っているマスターを呼び出します。 

すると大天使メタトロンが出てきてくれま

した。 

大天使メタトロンは、この地球が多次元に移

第 9 章 アガルタの伝説と新

たな復活 
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行する事を私達に最初に教えてくれたマス

ターであり、その移行をサポートするために、

現在の地球から未来の地球へとつながるタ

イムラインを作ってくれています。 

 

「TAKESHI さん、いつもありがとうござい

ます。 

皆さんの働きにより、アトランティスやレム

リアが再び活動できるような状態に戻りま

した。 

そしてそれらの文明の叡智が一つにつなが

ってきた事は、地球にとっても素晴らしい出

来事です。 

なぜなら、全ての文明も、全ての次元も、も

ともと地球と一つだったからです。 

地球の大きな世界の中でいくつもの次元が

作られましたが、それらの世界が荒廃し分離

したままでは、地球も十分な力を発揮する事

ができません。 

 

皆さんが、それぞれの世界に降り立ち、荒れ

果てた世界を立て直してくれた事により多

くのマスター達が目覚めてきました。 

そして、クリスタルを通して、それらの文明

の叡智を、しっかりと地球につなげてくれた

おかげで、この地球は自分の中で様々な次元

の統合を行っていく事が出来るのです。 

 

これから行くアガルタの世界は、とても高度

な意識を持っていた世界でした。 

レムリアやアトランティスとも関わりをも

って存在していましたが、彼らは地表に出る

事なく、地球の内部の次元を使って生存して

いました。 

それは、地表と違って環境が安定していたた

めと他の文明や人々の影響を受ける事を防

ぐためでした。 

アトランティスやレムリアが荒廃の道を歩
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み始めた時に、アガルタはその扉を閉ざし、

地球の内部次元において、フェアリーやユニ

コーン、ペガサスなどの神話的な存在や地球

の自然や動植物達に宿る精霊達を守護しな

がら存続してきたのです。 

 

その伝統は、一部アバロンに引き継がれ、地

表においても、ユニコーン達の生育が試みら

れましたが、その試みは失敗に終わりました。 

アガルタの人々は高次の精神性と情報を持

って素晴らしい文明を作り上げましたが、残

念なことに地下帝国ゆえの環境の中で、次第

に生命力を失い、やがて滅んでいきました。 

 

このアガルタの世界は、レムリアよりも以前

に会ったアンドロメダ文明の影響を受けて

いましたので、アンドロメダ銀河で生みださ

れた叡智や先進的な技術も持っていたよう

です。 

このアガルタが保有していた叡智は、地球が

多次元に移り変わる時に作られる地下都市

に関する情報なども含まれていますので、そ

の叡智をぜひ復活させてください。」 

 

大天使メタトロンの話は、今までに聞いた事

もないような事ばかりです。 

私達は、彼の情報をもとに、アガルタの世界

に入っていく事にしました。 

私達はフェニックス号に乗り込み、アガルタ

の世界を目指します。 

 

 

 

PART2 アガルタの残された都市 

 

私達は、一度地球の外に出て目標となる場所

を見つけます。 

そして、ある場所から海の中にもぐり、地球
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の次元が変わる場所を通って、さらに地球の

内部次元へと入っていきます。 

そこには、大天使メタトロンが準備してくれ

た光の柱が、地球の中心に向かって伸びてい

ますので、その柱を通ってアガルタへと向か

います。 

しばらく行くと、光の柱の横に大きな扉が現

れましたので、私達は、その扉をフェニック

ス号ごと通り抜けていきます。 

 

扉を通り抜けると、私達は大きな空間の空の

部分に出ます。 

そこはとても自然豊かな場所で、森や湖、遠

くまで広がる平原があります。 

地球の内部の次元にこのような世界がある

とは思いもよりませんでした。 

私達はしばらく、この世界の空を飛んでいま

したが、とある森の上にさしかかるとフェニ

ックス号は、地表に向かって降下をはじめま

す。 

 

私達の目の前にある森が左右に開き、大きな

通路が現れます。 

私達がその中に入っていくと、今度はとても

近代的な地中都市が見えてきます。 

私達が中に入り終わると、先ほどの扉が閉ま

り、通路はなくなります。 

もしかしたら、先ほどの自然豊かな世界は人

工的に作られたホノグラムかもしれません。 

 

そこは、私達が通常、大都市で見ているよう

な近代的な建物が立ち並ぶ都市のようです

が、そこに人々が住んでいるような活気は全

くありません。 

私達は、宇宙船が停泊する事ができるような

広い場所を持つ大きな建物の所に誘導され

ていきます。 

どうやら、宇宙船はすべてこの場所に来るよ
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うにシステムが出来上がっているようです。 

フェニックス号が着陸すると、私達は船を下

ります。 

 

私達の正面にある大きな壁が、まるでシャッ

ターが上がるように、下から持ち上げられ開

いていきます。 

まるで、「スタートレック」などの映画に出

てくるようなシーンなのでドキドキしてし

まいます。 

私達は、扉の中に入ると、そこには大きな広

間があり、奥にはクリスタルも見えています。 

私達を出迎えてくれたのは、賢者の様ないで

達をした男性のマスターです。 

 

マスターは私達を見るととても驚いた様子

で迎えてくれます。 

私もマスターに挨拶をします。 

「偉大なるアガルタのマスターよ、あなたが

いままでアガルタの叡智を守ってきてくれ

た事に深く感謝します。 

アトランティスやレムリアも復興しひとつ

の次元につながっていきました。 

次はこの世界を、復興させ地球と統合するた

めに、私達はやってきました。」 

 

「あなた方が来られる事は、大天使メタトロ

ン様からお伺いしておりましたが、この世界

に他の世界から宇宙船で来られるのは、私は

初めて体験しました。 

以前はそういう事もあったように聞いてお

りましたが、今ではこのアガルタは眠りにつ

いたかの様に静かです。 

 

ここを訪れる方もほとんどなく、私達もドラ

ゴンやフェアリー、ユニコーン達と共に静か

に暮らしておりました。 

この世界には、もうすでに人はいなくなり、
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私達の様にスピリットとして数名が残って

いるだけとなっておりました。 

私達も皆、年老いてしまいましたので、いつ

かその灯も消えてしまうのではないかと心

配していたのです。」 

 

 

 

PART3 地球の内部の次元を守ってきた

アガルタ 

 

「このアガルタの現在の状況はどうなって

いますか、私に教えてください。」 

「現在のアガルタは、昔の様な活気は残って

いません。 

私達数人のマスターが、スピリットとして残

っているだけです。 

後は、数頭のドラゴン達が、ユニコーンやペ

ガサス、フェアリー達を守って暮らしていま

す。 

昔は、人々が高次の文明を作り、とても賑や

かでしたが、それらの人々はもうすでにいな

くなりました。 

その当時に使われていた機械や建物はその

まま残してありますが、いずれも過去のもの

です。」 

 

マスターは、昔を懐かしむように語ります。 

私達には、彼は賢者の様に見えますが、どこ

となく光が薄いような気もします。 

これが、生命力が衰えているという事でしょ

うか。 

「このアガルタでは何をされていたのです

か。 

これらの機械の目的は何だったのですか。」

と私は尋ねます。 

 

「アガルタに残された機械達は、この地球に
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生れたいくつもの文明をつなげていく為の

装置です。 

アトランティスやムー、レムリアの文明は、

とても優れた文明でした。 

最初はお互いを尊重し合い、とても仲良く生

存していたのです。 

私達は、彼らと常に交流を行い、この地球を

より良いものにするために、共に活動してお

りました。 

 

そしてもう一つこの機械達の大切な目的は、

私達の文明と宇宙の星々をつなぐ働きをし

ていたのです。 

私達の文明がこの世にあった時は、人々は宇

宙にあるいくつもの星々の人達ととても仲

良く交流していました。 

彼らから多くの叡智を学び、能力を高めてい

たのです。 

この機械は、主にそれらの星々の人達と私達

をつなぎ、連絡を取り合うための物だったの

です。」 

 

私は宇宙工学に詳しいベラトリックスとマ

スターA に来てもらい機械の状況を調べて

もらいました。 

「TAKESHI さん、この機械は、使えない事

はないけれどかなり古いですよ。 

もう過去の遺物といっても良いくらいのも

のですね。」とベラトリックスは言います。 

 

「そうだろうね、この機械を再び使う事はな

いかもしれないけれど、修理をしてくださ

い。」 

私のお願いを聞いて、メンバー達が集まり、

システムの修理が始まりました。 

 

私は、アガルタのマスターの方に向き直り、

話を続けます。 
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「それで、このアガルタ文明の目的は何だっ

たのですか。」 

 

「アガルタの目的は、地球の内部の次元を守

る事でした。 

地球の内部の次元は、いくつもの文明を生み

だす母体となる物です。 

地球の内部は、地球の惑星意識とも深くつな

がっており、地球が進化していく時や地球に

新しい文明が生れる時にはなくてはならな

いものです。 

私達がこの次元を守る事により、地球は安定

した成長を行う事ができるのです。 

 

ここにいるドラゴンやペガサス達は、とても

特殊な働きを持っています。 

それはこの地球の内部の次元を守るととも

に、新しい次元が生まれる時にそのサポート

を行うのです。 

 

アガルタは、地球に生れたいくつもの文明の

誕生を手助けし、その後も見守ってきました。 

それらの文明の成長と深く関わり、よりスピ

リチュアルなレベルに移り変わっていく事

を助けてきたのです。 

 

しかしいくつもの文明が滅びるに至って、私

達も大きなダメージを受けてしまいました。 

現在地球の上で、皆さんの文明が今までにな

いほどに高次の素晴らしい文明を作り上げ

てきましたが、その一部には、とても大きな

荒廃が起こり、文明の根幹を崩そうとしてい

ます。 

 

過去に何度かとても大きな争いが起きた事

を私達も見ていましたが、私達も力を失い、

皆さんの文明に対して手助けできなかった

事をとても残念に思っています。」 
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「アガルタのマスターよ。 

私達は、今まで皆さんが素晴らしい活躍をし

てくださった事をとても感謝しています。 

なんとか、このアガルタの世界の光を取戻し、

再びこの地球の内部次元を守る事が出来る

ようにしてあげたいと思っていますが、どう

したら良いですか。」 

 

「それは、本当ですか。私達もその事をずっ

と願い続けていたのです。」 

アガルタのマスターの周りにいくつもの光

が現れます。 

きっと私達の話を聞いていたスピリット達

が喜んで姿を現してきたのでしょう。 

 

 

 

PART４ アガルタの復興 

 

アガルタのマスターは建物の奥へ私達を案

内してくれました。 

そこには、とても大きなクリスタルとクリス

タルに連動している機械達があります。 

このクリスタルは、このアガルタの機械の動

力源となっていると共にアガルタの生命力

でもあるようです。 

さほど傷ついているわけではないのですが、

ほとんど輝きが見られません。 

 

私は、クリスタルにオリハルコンを入れます。 

クリスタルの中でいくつかのスパークが起

こり、クリスタルが振動します。 

私は、フェニックス号にもお願いして、光を

このクリスタルに向けて照射してもらいま

す。 

フェニック号の光がレーザー光線の様にク

リスタルに向かって放たれていくと、クリス
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タルも光輝き始めます。 

しばらく様子を見守っていると、クリスタル

の内側から次第に光が広がっていく事が分

かります。 

 

アガルタ―のマスター達が祈り始めると、ク

リスタルの光はさらに大きく輝き始め、周り

一面が光に広がっていきます。 

クリスタルの上空では、アガルタのドラゴン

達やペガサス達が旋回しているようです。 

ドラゴン達の光も降りてきて、クリスタルの

光と繋がっていきます。 

 

クリスタルがさらに輝き始めると、クリスタ

ルの中から、アトランティスやレムリア、シ

ャンバラ、ムーのマスター達が現れます。 

彼らも突然ここに呼び出されてきたようで

驚いています。 

彼等は、私とアガルタのマスター達の姿を見

ると、状況が理解できたらしく、アガルタの

マスター達の輪の中に入り共に祈り始めま

す。 

 

私は、マスター達に静かに呼びかけます。 

「アトランティスのマスター、レムリアのマ

スター、シャンバラのマスター、ムーのマス

ター、そしてアガルタのマスターよ。 

この地球を彩ったいくつもの文明のマスタ

ー達がここに集まってくださった事に感謝

します。 

地球はこれからとても大きな進化と変容に

向かって進んでいきます。 

 

あなた方の世界が、それぞれ元に戻り、あな

た方が保持してきた叡智と光がこれからの

地球をより良い方向に導いてくれる事でし

ょう。 

アガルタの世界も、今復興しました。 
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この地球の内部を支え、皆さんの次元を生み

だしたアガルタがもとに戻る事により、皆さ

ん達の働きも一つにまとまり、より素晴らし

いものとなる事でしょう。 

これからも、皆さんが手を取りあって、共に

活動していただける事を祈っています。」 

 

私は、「宇宙の大地」のマスターと地球の惑

星意識ガイアを呼び出し、この地球が安定し

た成長を行えるように、このクリスタルと光

をつないでもらいます。 

このアガルタが再び稼働する事により、地球

もさらに素晴らしいものとなる事でしょう。 

 

このクリスタルの奥から次元の扉が浮かび

上がります。 

その前には、大天使メタトロンが立っていま

すので、おそらく彼がこの扉の守護者のよう

です。 

 

メタトロンが私達に言います。 

「この扉の向こうには、アガルタと他の文明

をつなぐ秘密の通路があります。 

この扉を開き次元の通路を使う事によって、

他の次元や他の世界にいく事ができます。 

スピリチュアルな存在ならば、自由にこの通

路を使う事ができますが、地球のエネルギー

が今大きく変化していますので、時折、この

通路も不安定になるので気を付けてくださ

い。」 

 

確かに便利そうな通路ですが、しばらくは使

用しないほうが無難なようですね。 

私達は、この場で祈りを捧げ、アガルタの復

興を成し遂げた後、最後に残されたシャング

リラへと向かう事にしました。 
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PART1 素朴な楽園 シャングリラ 

 

私達は、伝説の都シャングリラへと向かう事

にしました。 

シャングリラは、ヒマラヤ山脈の近くにある

地球の別次元として存在しているようです

が、一般的には地下に下りていくような感覚

があります。 

私達も、次元の入り口から滑り台を降りてい

くような感覚でシャングリラに入っていき

ます。 

 

私達が降り立った場所には、杖を持ち白いロ

ーブを着た賢者が待っています。 

彼は、ようやくこの時期が来たという表情で

私達を見ています。 

私達も、周りの美しい自然をみながら、シャ

ングリラの美しい姿に思いを寄せています。 

 

「この素晴らしい楽園に来れた事を私達は

とてもうれしく思います。」と私は挨拶をし

ます。 

賢者も私達のもとに歩み寄りにこやかに笑

いかけます。 

「あなた方が、このシャングリラの世界まで

たどり着いてくださった事を心から喜んで

います。 

ようやくあなた方に、このシャングリラの秘

密を伝える事ができる日が来た事をうれし

く思います。」 

 

賢者は、私達を静かな森の方に向かって案内

します。 

小鳥達がさえずり、賢者が歩く道では、賢者

第 10 章 シャングリラの夢 
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の後を追うように小さな花が開き始めます。 

私達は、湖のそばまで歩くと、その周りの石

の上に座ります。 

かわいい鹿やリス達も、森の中から様子を見

ているようです 

 

「このシャングリラは、レムリアやアトラン

ティスなどの文明の最終的な目的地として

作られました。 

シャングリラは、この地球と宇宙をつなぐ神

聖な場所として作られたのです。 

このシャングリラの存在は、伝説として伝え

られています。 

それは、時折、このシャングリラの様な世界

がある事を皆さんに知らせ、楽園というもの

が存在する事を皆さんに思い出してもらい

たかったためです。 

 

私達は、そのために選ばれた人をこの次元に

案内して、この世界の美しさを皆さんの世界

に伝えてもらいました。 

しかしながら、私達のシャングリラの世界と

地球の人々が想像する楽園とはだいぶ異な

るものになってきましたので、私達は再びそ

の門戸を閉ざす事になりました。」 

 

「それは地球の人達が、自分達の要望を満た

すために長寿であるとか美女や美食をこの

楽園に求めたためですか。」 

私はシャングリラの賢者に尋ねました。 

 

「そうです、楽園とはそのような欲望を満た

すための世界ではありません。 

私達の楽園は、この地球に生きるたくさんの

動物や植物達と仲良く暮らす事なのです。 

あなた方は、その事に気づきました。 

そして、自らの意識と肉体を、DNA を活性

化しライトボディに変える事によって、私達
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の世界に入る事ができるようになったので

す。 

あなた方は、このシャングリラに入る資格を

得たといっても良いかもしれません。」 

 

私達の心の中に、シャングリラの様々な姿が

浮かびあがります。 

決して近代的ではないのですが、素朴で美し

く整った家々とそこで楽しそうに暮らす家

族達。 

町の周りには、花が咲き乱れる野原があり、

鳥やリス、キツネ、ウサギなどの小動物達が、

人と共に戯れている様子や小さな泉で遊ん

でいる子供達。 

そこは、一時代前のスタルジックな光景のよ

うにも見えますが、とても素朴で美しい世界

の様です。 

 

「それでは準備ができたようですね。 

これから地球の大切な叡智について、あなた

にお話ししましょう。」 

聖者がそう語ると、聖者の意識が私の中に入

ってくる事を感じます。 

私は聖者の意識に身を任せ、私の言葉を通し

て聖者が語りかけてきます。 

 

 

 

PART2 地球が意識進化するために生ま

れてきたいくつもの文明 

 

「偉大なる光の旅人よ。 

あなた方が、ここにやって来てくれた事に深

く感謝します。 

そしてまた、あなた方が自らの意識を高め、

私達の叡智、神聖なる意識を分かち合ってく

れる事をさらに嬉しく思います。 
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あなた方が、この素晴らしい光の世界、愛の

世界へ来てくださった事をとても感謝して

います。 

私達は、今からあなた方に、とても大切な事

をいくつかお話したいと思います。 

  

まず、このシャングリラ、そして他のいくつ

もの次元の文明に関わる事ですが、それらの

文明は、地球が原始的な世界から、少しずつ

成長して、より高次の世界へと移り変わる段

階的な状態を象徴していると考えてくださ

い。 

  

最初にアンドロメダ文明が有りましたが、こ

の文明は突然滅びてしまいました。 

そしてアンドロメダ文明にかわってアトラ

ンティス文明やレムリア文明が生まれてき

ました。 

そして、それらの文明から枝分かれするかの

ごとくアガルタやシャンバラ、ムーなどの文

明が生まれてきました。 

 

一つ一つの文明は、独自の叡智を持ち、地球

に豊かさと進化をもたらして、地球が高次元

の世界に向かって進んでいく事を助けてき

たのです。 

それぞれの文明の成長と共に、地球は自らの

意識を成長させ、次元上昇の道を少しずつ歩

んできました。 

そして、最終的にアガルタ文明やレムリア文

明などから楽園とも呼ぶべきシャングリラ

が生れたのです。 

  

それらの文明の誕生と崩壊は、この地球の進

化にとって必然的なものでした。 

それ以降も、皆さんの歴史の中で多くの文明

が誕生し崩壊していっています。 

あなた方が魂として、いくつもの文明を生き、
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そこで培われてきたいくつもの叡智を身に

着けた事も必然でした。 

あなた方は、長い時を経て、再びこの地球に

起こったいくつもの文明の元に戻ってきま

した。 

 

あなた方の魂が、いくつもの文明を体験し、

素晴らしい叡智を身につけた理由は、新たな

る光の存在としてこの地球から、新たなる文

明、新たな命を作り上げていくためです。 

  

この地球は、いくつもの文明の叡智を統合し、

さらに次元を上げていく予定でした。 

地球の次元がさらに上がったところに生み

だされる世界が、あなた方が現在創造してい

るアセンションした世界なのです。 

  

この地球で、アンドロメダ文明から始まって、

いくつもの文明が起こっては滅びる中で、よ

り優れた叡智と生命達のエネルギーが創り

だされ、その情報があなたのスピリットの中

に刻み込まれていきました。 

  

あなた方は、この地球のいくつもの文明と次

元を生きる事によって、その文明が創りだす

最高度のエネルギー、最高度の形を表現する

事ができるようになりました。 

その叡智と経験は、新しい地球が生まれる時

に、とても大切な働きをします。  

 

地球の文明を作るためには、シリウス星やベ

ガ星、アルクツールス星、あるいはプレアデ

ィス星団やアンドロメダ銀河などの様々な

文明の人達が関わっています。 

最終的には、オリオン星雲の人達も関わり、

シャングリラやシャンバラなどの文明に大

きな影響を与えてきました。 
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オリオン星雲というのは、フェアリーやペガ

サス、ユニコーンなどの神話的存在を生み出

してきた星でもあります。 

あなた方が、オリオン星雲の四大エレメント

の星々に行き、そのエネルギーを調整する事

を行ってきましたが、その事もとても深い意

味があります。 

 

神話的な存在を作り出し保持するエネルギ

ーは、このオリオン星雲から生まれてくる事

が多いのです。 

オリオン星雲のエネルギーが調整される事

によって、この宇宙に生存する神話的存在へ

と送られるエネルギーが更に強まっていき

ます。 

 

神話的な存在とは、ユニコーン、ペガサス、

フェアリー、ホビット、マーメイド等ほかに

も様々な種族がいますが、彼らはこの宇宙を

守るためにそれぞれの目的と役割を持って

存在しています。 

ユニコーンやペガサスは、偉大なる叡智を支

えています。 

その叡智は、宇宙と星の成り立ちに関する叡

智、あるいは生命の成り立ちに関する叡智で

す。 

フェアリーやホビットは動植物の誕生と育

成にかかわり、マーメイド達は海の生物のお

世話をします。 

 

この星や宇宙はあなた方がブラフマンと呼

んでいる存在から生まれてきました。 

大宇宙の創造の源である虚空からブラフマ

ンは生まれ、ブラフマンによってこの宇宙は

創造されたのです。 

そしてその中に叡智ある存在達や神話的な

存在達も数多く生みだされていったのです。 

 



 
 

127 

宇宙は、虚空からブラフマンから生み出され、

ブラフマンを通していくつもの次元と星々

が作り出されます。 

 

そして星々はその役割に応じて集められ、

様々な働きを持つ星団、銀河が生まれるので

す。 

そして、生まれてきた星々の中には、星々を

成長させ発展させるために、物理的な次元が

作り出され、叡智ある存在達が生まれてくる

星も出てきます。」 

賢者はとても深い話しを私達にしてくれま

した。 

 

 

 

PART3 アトランティスの暴走と愛の遺

伝子の保存 

  

「それでは話を再び地球に戻しましょう。 

かつて他の星から来た人達は、地球に生まれ

た存在達の意識を高め成長させるために、地

球人の遺伝子の中に、競争力という遺伝子を

埋め込みました。 

レムリアやアトランティスの文明が始まる

ずっと前の話ですが、考えてみるならばその

事が全ての過ちの始まりだったのかもしれ

ません。 

 

地球の人々は、意識が今まで以上に速いスピ

ードで成長するとともに、お互いが競争し争

うようになりました。 

そして、自分が優位になるために、相手を攻

撃したり支配するようになったのです。 

 

それは人間の遺伝子の中に組み込まれた性

質だったために、その事を完全に取り除く事

はできませんでした。 
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しかし、レムリアの人達は、その遺伝子の働

きを抑える事に成功し、豊かな文明を築いて

行きました。 

レムリアの人達は、その競争の遺伝子が活性

化する事がありませんでしたので、他の人々

や他の種族との協調をはかり、平和で美しい

世界を保っていました。 

 

しかしながらアトランティスの人達は、この

競争の遺伝子が非常に活性化してしまった

のです。 

そのためにアトランティスの人達はレムリ

アや他の文明にたいして、侵略や支配を行う

ようになりました。 

アトランティス人は、競争遺伝子を抑える事

が出来なかったので、彼らは階級を作り、自

分自身を偉い存在として他の人から区別す

るという事が起こったのです。 

 

その事に危機意識を持ったレムリアの人達

は、その危機意識によって競争的な力を目覚

めさせてしまいました。 

それまでのレムリアは、この競争意識という

遺伝子を制限された人達がたくさんいまし

たので、とても平和で美しく共存共栄に満ち

た世界だったのです。 

 

その結果、皆さんがよく知っているように、

レムリアやアトランティスの悲劇というも

のが生まれました。 

アトランティスの人達は遺伝子操作やクリ

スタル等の自然界のエネルギーを操作する

事に非常に長けていたのです。 

そして彼らはそれを自分達の競争力のため

に使いました。 

 

自分達が、他の存在よりも優位で力のある存

在として君臨するために、遺伝子操作などを
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行い自分達に都合の良い社会を作り始めた

のです。 

そして、自然界の大切なエネルギーである地

殻のエネルギー、火山のエネルギー等も自分

達の欲望や支配のために利用し始めました。 

そのためにアトランティスの社会は、搾取や

差別に満ちた秩序のない世界になってしま

いました。 

 

アトランティスだけであればそれもよかっ

たのですが、アトランティス人の支配がレム

リアやアバロンに及ぶにつれて、地球の中に

とても大きな混乱が起こりました。 

神々は一旦その混乱を収めるために、この地

球をリセットしました。 

レムリアやアトランティスそしてアバロン

も、海の底あるいは大地の底へと沈んでいっ

たのです。 

 

しかしながらその時の叡智、あるいは競争力

を抑えた遺伝子を持つ人々の存在というの

は、やがてきたるべき時のために、残してお

かなければなりませんでした。 

 

レムリアにおいては、あなた方によって作ら

れたドルフィン・アソシエーションというグ

ループが、レムリアの神聖なる叡智を保存す

る事を行いました。 

 

それは、愛と協調を基本とした遺伝子、そし

てそこから生まれてくる人々の意識と叡智

を、保存し残すというところに焦点を当てら

れたのです。 

そしてアバロンやアガルタというのは、スピ

リチュアルで神話的な存在達を保護すると

いう役割を果たすために、その次元は存続さ

せられました。 
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美しいフェニックスやユニコーン、あるいは

フェアリー達がその中には十分にとどまっ

ています。 

そしてその中で彼ら独自の叡智を保ち続け

てきたのです。」 

 

 

 

PART4 新しい宇宙を創るための叡智の

統合 

 

「それではシャングリラというのは一体何

なのか、またシャンバラやムーというのは一

体何なのかについても、少しお話ししましょ

う。 

シャンバラとムーは、あなたがたに対してそ

れぞれのマスターが語ったように、地球の大

いなるバランスを取るための文明でした。 

 

「宇宙の大地」や偉大なるセントラルサンと

繋がって、地球に安定とバランスのとれた成

長を保つために作られた文明だったのです。 

あなた方の中には、このシャンバラとムーに

生きていた人達もいます。 

TAKESHI さんもそうですね。その場所に確

かに生きていました。 

なぜその場所に生きていたのかというと、そ

の時の叡智を、自らのスピリットの中に取り

込むために、その時代に生きてきたのです。 

 

あなた方のメンバーの中には、いくつもの文

明を過ごしてきた人達もいます。 

ムーやアトランティス、レムリアだけでなく、

アガルタやシャングリラ等の文明に生きて

いた人達もいます。 

いくつもの文明の神聖なる叡智を、自らのス

ピリットの中に取り入れ、より優れた人類の

形を作るためにいくつもの文明の中で活動
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してきたのです。 

あなた方の中に統合された叡智は、新たな地

球を創造する時の基本となって、新しい世界、

新しい人類を作り始める事でしょう。 

 

このシャングリラももうすでに古くなって

しまいました。 

ずっとこの次元を私達は保っていましたが、

皆さんの姿を見ると、私達が守っていたもの

はもうすでに時代遅れになっているのでは

ないかと思うほどです。 

 

あなた方は新しい宇宙と次元を開きました。 

私達の叡智、私達の意識、私達が命をかけて

残してきたものは、もう全てあなた方の中に

備わっています。 

あなたの中でレムリアやアトランティス、シ

ャンバラやムー、アバロンの叡智を統合し、

一つの新たな形を作り上げ始めました。 

 

私達が教えられるのはもうこれで最後です。 

あなた方は、星々の叡智も身に付けました。 

星々のつながりや、星々はどのようにして生

まれるのか、どのようにして星々が作られて

いくのか、この事もあなた方はもう既に知っ

ていらっしゃいます。 

 

そしてあなた方は、これからそれらの叡智を

もっと多くの人と分かち合う必要がありま

す。 

多くの人達にこの宇宙の真理を教え、この宇

宙がどれだけ素晴らしいのか、あるいはどれ

ほどの悲劇と苦しみを乗り越えてきたのか

という事をあなた方は伝えていく必要があ

るのです。 

 

あなたがすばらしい世界を創造していくた

めに、過去を記録し、過去を自分達の踏み台
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としてください。 

もし地球が苦しい悲しい過去があったとす

るならば、その原因を解き放ち、あなた方の

手で苦しみも悲しみもない地球を創りあげ

て下さい。 

その事が私達の願いです。 

 

そしてあなた方によって、私達の思いが成就

させられた事を心から感謝します。 

多くの次元のマスター達は、全てあなたの中

に溶けていきます。 

そして新たな地球と共に、あなたと共に甦っ

てきます。 

私達は新しい世界で甦ってゆきます。」 

 

 

シャングリラの聖者は、その事を伝えると、

すーと煙のように消えてしまい、ただ１本の

杖だけがそこに残されていました。 

しかし、彼の思いは、彼の言葉を通して私達

の中に深く残っています。 

私はその杖の横にそっとオリハルコンを置

きました。 

彼の杖が輝き、その光は、シャングリラの世

界に広がっていきます。 
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PART1 地球と太陽、月のバランス 

 

この日のツアーでは、私達は、地球の様々な

変化によって、地震や台風、火山、噴火など

の地殻変動にかかわる現象がかなり活発に

なってきているので、地球のバランスを保つ

ために、地球と太陽、月のエネルギーを一つ

につなぎ、ユニバーサル・パレスの光をそこ

にもたらすように言われました。 

 

私達は、ドラゴンや騎士団達を連れて地球の

中心に降りていきます。 

マスターから案内されてたどり着いた地球

の中心には、光を蓄える大きな空間がありま

した。 

中央のクリスタルの周りには、もうすでにシ

ャンバラやレムリア、アトランティスなどの

マスターが集まり、大きな輪を作って祈って

います。 

 

地球のホーリー・クリスタルは、地球に多く

の光を蓄えるだけでなく、地球のいくつもの

文明の次元を結び付け、それらの次元に対し

ても光を送っているようです。 

私達は、このクリスタルの光によって、地球

のそれぞれの文明がさらに理想的な形で統

合され、地球の愛と叡智のエネルギーが一つ

になるように共に祈り始めました。 

 

私が、ブラフマンのオリハルコンをクリスタ

ルの中に入れると、クリスタルのパワーはど

んどん高まり、クリスタルの光が一斉に広が

第 11 章 地球最古の文明が

作った宿命 
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っていきます。 

ユニバーサル・パレスからも高次元の光が滝

のように勢いよくクリスタルの中に流れ込

んでいきます。 

サポートに来てくれたブラフマンと魔法使

い達が、特別な神聖幾何学を描き、クリスタ

ルの中にそのエネルギーを保管しとどめて

います。 

このエネルギーは、地球がパラレルワールド

に移り変わる時に使用されるようです。 

ユニバーサル・パレスは、さらに光を増幅し、

地球全体に大きな光を放っていきます。 

 

次に私達は、このクリスタルと各文明の叡智

や愛を光につなげさらに高めていくために、

各文明の次元の扉を開いていきます。 

ペガサスや巨人族のスティツクス達、そして

マスターと騎士団が、それぞれの文明に向か

って一斉に飛び立ちます。 

大天使メタトロンとたくさんの天使達、そし

てフェアリー・エンジェル達も応援に来てく

れたようです。 

ペガサス達と一緒に、きらきらとした光を振

りまきながら楽しそうに働いています。 

 

マスターが私に語りかけてきます。 

「TAKESHI さん達の活躍のおかげで、地球

のそれぞれの次元に残された文明達も蘇り

ました。 

各文明のマスター達が孤独に耐え、次元の歪

みによって、スピリチュアルな世界が崩壊し

ないように長い事守ってきたのです。 

彼らは、自分達が作り上げた文明の目的を十

分に知っていますし、それらの叡智とエネル

ギーが、これからの地球にとってとても大切

なものになる事を知っています。 

そのために、生命を長く保ち、あなたが来る

事を待ち続けていたのです。 
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そしてあなたは、これらの文明のもとに降り

立ち、彼らのスピリチュアルな次元を救い出

しました。 

崩壊した文明に残された魂達を、その苦しみ

と悲しみから救い出し、光へと導きました。 

さらに荒廃してしまったスピリチュアル次

元を目覚めさせ活性化しました。 

マスター達も元気になり、昔ながらの力を取

り戻してきたようです。 

マスター達は、再び一つになり、ともに協力

して活動していく事でしょう。 

すべての者達が、この地球を愛し、地球の素

晴らしい未来を夢見ているのです。」 

 

シャンバラやムー、レムリアなどの文明は物

理レベルでは、破滅してしまいましたが、ス

ピリチュアルレベルでは、その叡智とエネル

ギーはしっかり保存してあり、地球の未来の

ために使用される時を待っているのです。 

その時が、近づいてきた事を私達も感じます。 

 

私達は、各文明とメインのクリスタルの通路

を守るために、各所に少し小さめのクリスタ

ルを配置し、通路のエネルギーを保護します。 

各文明のマスター達は、この通路と自分達の

文明のメイン・クリスタルを、光でつないで

いきます。 

それぞれの通路を通って、色とりどりの光が

メイン・クリスタルに流れ込んできました。 

メイン・クリスタルは、さらに輝きを高め、

その光を各文明のメイン・クリスタルに戻し

ていきます。 

 

それぞれの光が一つにつながり、華やかに輝

き始めます。 

まるで巨大なクリスマス・ツリーのようです。 

これで、地球のメイン・クリスタルと各文明
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のメイン・クリスタルがしっかりとつながれ、

それぞれの叡智とパワーが共有されていき

ます。 

地球全体のエネルギーが、その喜びに体を震

わせるように、大きく振動していきます。 

 

 

 

PART2 最古のブラック・ホール 時のひ

ずみ 

 

マスターが私のほうを向いて、真剣な顔をし

て話しかけてきます。 

「TAKESHI さん、本当にありがとうござい

ます。 

それでは、この地球の次元の中でも最大の問

題に取り組みましょう。」 

 

私は思わず「エ！」と言ってしまいました。 

「これらの文明が一つになる事で、地球の多

次元の問題は解決されたと思っていました

が、まだ何か残っているのですか。」 

 

「そうです、地球最古の文明とレムリア文明

の間には、まだ解決されていない大きなひず

みが残されています。 

それは時のひずみとも呼ばれ、レムリア以前

の文明の記憶を消滅させるために存在して

いますが、その地球最古の文明がもたらした

エネルギーは、地球の宿命とも呼べるほどの

大きなエネルギーを残してしまったのです。 

このエネルギーを解消しない事には、地球は

常に支配と争いを繰り返し続けるのです。」 

 

私は、背中が凍りつくような恐怖を覚えまし

た。 

地球の支配と争いの宿命を作った文明、アン

ドロメダ文明でいったい何が起こったのか、



 
 

137 

知るべき時が来たような感じです。 

私達は、マスターと共に、フェニックス号に

乗って時間をさかのぼり、アンドロメダ文明

の大きなひずみとなっているブラック・ホー

ルの中に入っていきました。 

 

アンドロメダ文明は、アンドロメダ銀河から

来た人達が作った地球最古の文明で、現在の

地中海地方を中心に栄えていたようですが、

そこに住む人達の荒廃とともに滅びてしま

いました。 

前回も、滅びたアンドロメダ文明のスピリチ

ュアル次元に入り、クリスタルを活性化しま

したが、その時はまだアンドロメダ文明の本

当の状況や崩壊の詳しい秘密などは教えて

もらっていませんでした。 

やはり、地球最古の文明だけに隠されている

秘密がまだあるようです。 

 

「TAKESHI さん、そうなのです。 

このアンドロメダ文明が抱えている問題は、

この地球だけでなく多くの星々も共通して

抱えている問題なのです。 

それはとても大きな問題なので、地球の他の

文明が一つに統合される時期を私達も待っ

ていたのです。 

そして、あなたが、この問題を対処できる能

力を身につける時期を、多くの人々が待ち望

んでいたのです。」 

 

私達は、時のひずみと呼ばれる大きなブラッ

ク・ホールに入っていきました。 

フェニックス号のレーダーにはたくさんの

隕石が映ります。 

きっと、アンドロメダ文明を崩壊させた時に

神々によって落とされた隕石のようです。 

このブラック・ホールのエネルギーはとても

強くすべてのものを引きつけます。 
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普通の人達であれば、一度入ったら脱出する

事は不可能のような気がします。 

 

私達も緊張しながら、船長を見守ります。 

魔法使いやマスター達は、魔法を使ってフェ

ニックス号を守ります。 

船のレーダーにかすかな反応がありました。 

ブラック・ホールの奥に大きなドラゴンとマ

スター達がいるようですが、その場所は大き

な石で封印されています。 

私は、魔法使い達にお願いして、その石を取

り除いてもらいます。 

 

数名の魔法使い達が力を合わせてその封印

を解き放ちます。 

私達は、転移装置を使って、中にいた人々と

ドラゴンをフェニックス号の中に移送しま

す。 

すぐに癒しの女神、天使達が集まり、彼らを

緊急治療室へと運び癒しています。 

とても多くの人々と数頭のドラゴンが、次々

とフェニックス号の中に運び込まれていき

ます。 

 

 

 

PART3 アンドロメダ文明の結末 

 

ドラゴンの中でもリーダー格のドラゴンが

我々の前に、傷ついた姿のまま現れます。 

「私達は、この地球に新たな文明を作るため

にアンドロメダ銀河からやってきました。 

しかし、突然の出来事により、私達はこの場

所に多くの仲間とともに閉じ込められてし

まいました。 

それから、とても長い時間が過ぎ去ったよう

に思えます。 
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以前は、この狭い空間の中に閉じ込められた

者同士も争っていたのですが、今ではその気

力も失われ、意識も遠くなり、時間が過ぎ去

る事さえも忘れてしまったようです。 

そのような時に皆さんが私達の前に現れて

くれたのです。 

私達はすでに生きる希望を失い、消滅してい

くスピリット達も増えてきました。 

そのような私達を皆さんが救いに来てくれ

たのですか。」 

 

傷ついて生きる気力さえも失いかけたドラ

ゴンですが、私達が来た事により、新たな希

望が心の中に芽生え始めたようです。 

私達はドラゴンとこの場所に閉じ込めらて

いた人達に向かって話しをします。 

 

「もちろんです。 

私達は、今までいくつもの地球の文明を再生

させてきました。 

シャンバラやレムリア、アトランティスの文

明も皆さんと同じように滅びてしまいまし

たが、私達がマスターを助け出し、そこに残

っていた叡智や愛を復活させました。 

その時代のマスター達も私達と一緒に活躍

していますよ。」 

 

「そうですか、私達の後に、そのようないく

つもの文明が生まれていったのですね。 

しかし、なぜそれらの文明は滅びて行ったの

ですか。」 

 

「やはり文明を守護し運営する人達が、支配

欲を持ち、他の人々や文明を自分のものにす

るために、いくつもの争いが起きたのです。」 

ドラゴンは、その瞳から涙を一筋落としてい

ます。 
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「そうですか、この地球に生まれた文明でも、

我々の時と同じように争いが起こり、いくつ

もの文明が滅んで行ったのですね。 

その責任は私達にあるのかもしれません。」 

 

私はドラゴンに、アンドロメダ文明が滅んで

行った様子を聞く事にしました。 

「私達は、アンドロメダ銀河のある星から、

地球にやってきました。 

その頃、アンドロメダ銀河では、大きな争い

が起こり、銀河のすべての星々や叡智ある存

在達が巻き込まれてしまいました。 

アンドロメダ銀河を支配するために２つの

勢力が、激しい戦いを起こしたのです。 

その戦いにより、多くの星々が破壊され、

人々が命を失いました。 

優秀な戦士達も、いまだ行方不明になってい

ます。 

 

私達は、そのような争いから逃れて平和に暮

らすために、アンドロメダ銀河を脱出してき

ました。 

そしてやっとたどり着いた星がこの地球だ

ったのです。 

最初にこの地球にたどり着いたときは、まる

で楽園のようでした。 

美しい海や島々、大陸には植物が茂る森もあ

りました。 

 

私達は、最初にこの地に来たとき、アンドロ

メダ銀河の過ちを繰り返さないように、自然

を守り、地球の人達と仲良く暮らそうと決め

たのです。 

その頃の地球には、まだ叡智ある存在達はい

ませんでしたが、進化途中の存在はいました。 

私達は、その存在達に、私達の遺伝子を少し

だけ分け与え、人として進化させていったの

です。 
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私達は、この地球の上に素晴らしい文明を築

く事になり、この地球の人々にも建物を作っ

たり食べ物を栽培する事を手伝ってもらい

ました。 

 

私達ドラゴン族も、この地球に存在していた

若いドラゴン達に様々な叡智や能力を与え

進化させていきました。 

地球の人々やドラゴン達は、とても素直で、

私達の事を歓迎してくれ、献身的に働いてく

れました。 

人々はまだ、社会というものを持たず、自然

の恵みの中で生きていたのです。 

 

私達は、自分達の星の慣わしによって、植物

や動物達を育てていきました。 

植物や動物達もこの星の環境に順応して健

やかに育っていきました。 

そして私達は長いあいだを、楽園で楽しく過

ごしていたのですが、私達のメンバーのうち

数名が、地球の人々を奴隷のように扱い支配

しようとしている事に気づきました。 

 

私達は、アンドロメダ銀河からこの地球に逃

れてきた時の事を思い出し、地球の人々を支

配する事は、私達が最も嫌うアンドロメダ銀

河の人達と同じ事をする事になると彼らに

何度も忠告を行いましたが、彼らはその事を

聞き入れませんでした。 

 

やがて、私達とそのメンバーの間には、地球

の人々や地球の環境を巡って争いが起こる

ようになりました。 

私達は、アンドロメダ銀河と同じ過ちを繰り

返してもらいたくなかったのです。 

しかし、その争いが長引くにつれ、彼らの支

配欲はどんどん大きくなりました。 
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そして、恐れていた事が起きたのです。」 

 

ドラゴンの話を、私達は真剣になって聞いて

いると、周りにはドラゴンの仲間達が、その

苦しみを分かち合うように集まり身を寄せ

合っています。 

 

「ついに、彼らがやってきたのです。 

この地球を支配したいと願う人々の欲望が

増大して、彼らがもともと所属していた勢力

の部隊がこの地球を支配するためにやって

きたのです。 

彼らは、とても強力な部隊ですので、兵力も

兵器も私達とは問題にならないくらい大き

な部隊です。 

 

私達は、この地球での平和な生活に慣れ、戦

う事さえも忘れていました。 

もちろん、この危機を予見したメンバー達に

より、この地球を守る部隊が作られましたが、

あっという間に殺されてしまいました。 

残った私達は、森の中に隠れ抵抗したのです

が、彼らは、私達を滅ぼすために皆さんの言

葉でいう「核兵器」を使用したようです。 

 

私達が愛した地球は、その兵器によってどん

どん破壊され、私達の仲間や地球の人々、ド

ラゴン達もその生命を次々と失っていきま

した。 

そして最後の時に、大きな稲光とともに、た

くさんの隕石がこの地球に振ってきたので

す。 

 

地表でも大きな地震や津波、火山の噴火など

が引き起こされ、地殻の変動もおこりました。 

私達が、その光景を目にした瞬間、大きな地

響きと共に、この真っ黒な空間に投げ込まれ

てしまったのです。 
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それは、私達だけでなく、私達と反目しあっ

たメンバー達やアンドロメダ銀河から来た

人達も同じです。 

どのような力によって起きたのかは分かり

ませんが、同じ場所に閉じ込められてしまい

ました。 

 

最初は、私達はこの狭い空間で争いつづけま

した。 

しかし、その争いも無意味である事に気づい

たのです。 

ここには、支配する何物も残っていないから

です。 

私達は争う気力も失い、時間の流れの中で意

識さえも失いかけていました。 

そして多くの人達のスピリットが、この暗闇

の中に消えていったのです。」 

 

フェニックス号の中には、地球に住んでアン

ドロメダ文明を築いた人達だけでなく、地球

を支配しようとやってきた人達も救出され

たようです。 

多くの天使と女神によって彼らは癒され元

気になりつつありますが、もうすでに自分が

どのような存在であったのか忘れかけてい

る人達もいるようです。 

 

そこに、彼らを救うために、グレート・イエ

スとグレート・ブッダも現れ、仲間達ととも

に、彼らの心の過ちのエネルギーを修正して

いるようです。 

 

私達は、アンドロメダ文明の人々の救出を終

わると、このブラック・ホールを抜け、「宇

宙の大地」へと向かう事にしました。 

そしてこのブラック・ホールは、大天使ミカ

エルや大天使ルシファー達にお願いして閉

じてもらう事にしました。 
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PART4 地球の宿命 

 

私達は、フェニックス号で「宇宙の大地」に

向かいます。 

「宇宙の大地」では、いつものように厳しい

表情をしたマスターが私達の事を待ってい

ます。 

私はもう何度も彼と会って行動を共にして

いるので、私が様々な人達を「宇宙の大地」

に連れてきて、この宇宙の仕組みを解き明か

す事を、「宇宙の大地」のマスターも楽しみ

にしています。 

 

彼はいつも私が来る事を楽しみにしている

のですが、ブラック・ホールに落ち込んだ人

達の過ちを正さなくてはいけないので、いつ

も厳しい表情をしているのです。 

 

私も、彼のペースに合わせて、ブラック・ホ

ールから連れ戻った人達と話をします。 

「皆さんは、地球においてアンドロメダ文明

を作り、地球の人々を教育し導いてきました。 

皆さんは、地球において素晴らしい世界を実

現しようとしましたが、やはり自らの自己中

心的な気持ちに負けてしまいました。 

もちろん、そのような自己中心的な気持ちを

戒め、地球を守ろうとした人達もいますが、

やはり地球は争いの舞台となって破滅して

しまいました。 

 

最後に隕石が降ってきて、地球の地殻変動や

火山の噴火、地震などを起こして、文明を壊

滅させ、地球を新たな状態にリセットしたの

は、まさに神々の判断であり、この宇宙の

星々を守ってきた「宇宙の大地」のマスター

の判断でもあります。」 

 

ブラック・ホールから連れ戻された人々の中
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で、地球を守るために戦ったと思われる人々

は私の言葉に深くうなずいていますが、そう

でない人達もいるようです。 

 

「皆さんは、地球を新たな世界にリセットす

るために、地球から排除され、ブラック・ホ

ールの中で長い時間を過ごし、自分達が行っ

た事に対して反省する時間を与えられまし

た。 

もうすでに皆さんは自由になる事ができま

す。 

私達と共に新しい平和な世界を作るために

働きたい人は、私達と共に来てください。」 

 

先ほど、私の言葉にうなずいていた数名の

人々はにこやかに笑いながら、喜びの声を上

げますが、不愉快な顔をして黙っている人も

います。 

 

私は彼らに尋ねます。 

「あなた方は、自分達がした事に対してどの

ように考えていますか？」 

腕組みをして威張っている様子の男性が答

えます。 

 

「私達は自分が信じている事を行っている

だけです。 

進化し叡智のある者達が、そうでない者を支

配し導く事がこの宇宙の発展のためである

と考えています。 

彼らは、私達に仕え、私達のために働く事で、

自らを高め進化させる事ができるのです。 

この宇宙は昔からそのようにして進歩して

きました。 

それが私達にとっての真実です。」 

 

私達は、彼らと話をしましたが、彼らは自分

の意見を変えるつもりは全くないようです。 
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私は、グレートイエスやグレート・ブッダと

話をしましたが、彼らをこのまま自由にする

と、また大きな争いを引き起こす可能性があ

ります。 

 

「宇宙の大地」のマスターが私に話しかけて

きます。 

「TAKESHI さん、実はこの事が、地球でい

つまでも争いが絶えない原因なのです。 

地球最古のアンドロメダ文明において、地球

を支配するための戦いが行われ、その戦いを

引き起こした人々は地球が崩壊しても、その

別次元であるブラック・ホールに閉じ込めら

れ、地球を支配したいという願望を持ち続け

ました。 

 

そして、その願望は、私がいくらブラック・

ホールに封印をかけたとしても、その封印か

ら流れ出て、ブラック・ホールの力を借りて

さらに強力な力となり、新しく生まれ変わっ

た地球に、次々と襲いかかっていったのです。 

地球を支配しようとする力は、同じような資

質を持つ人々の意識とひとつになって、地球

を支配しようとしました。 

 

地球は、そのような人達の間で引き起こされ

る奪い合いの歴史の中に身を投じる事とな

ったのです。 

それはアトランティスだけでなくレムリア

やムー文明、アバロン文明も巻き込みました。 

そしてそれ以降も、地球の歴史を争いの歴史

に変えていったのです。 

この地球の最初の文明であるアンドロメダ

文明で起こった事が、地球の未来を大きく変

えてしまったのです。 

地球は争いの宿命の中に飲み込まれてしま

ったのです。」 
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「宇宙の大地」のマスターは、まるで地球を

憐れむかのように語ります。 

「地球は、争いの歴史を繰り返してきました。 

自分達の信念と欲望のために、他の国の人達

や民族を踏みにじってきました。 

それはこの時に、形づくられた地球の宿命と

も呼ぶべき事なのです。 

地球はその宿命から逃れるために、様々な文

明を生み出しては崩壊させていきましたが、

支配する事への熱望は絶える事なく新たな

争いを生み続けたのです。 

 

そして地球は、その宿命を終わらせ、新たな

進化を行うために、あなた方を生み出したの

です。 

あなた方が、この地球の最初の文明にたどり

着き、その宿命の原因を解消させるために、

あなたは多くの事を学び、ブラフマンとして

育っていったのです。」 

 

私達の中に、地球が体験してきた多くの文明

の崩壊と戦争の様子が走馬灯のように流れ

ていきます。 

人々の「支配したい」という欲望によって、

身を引き裂かれるような思いに苦しんでき

た地球の惑星意識の悲鳴が、私達の心を切り

裂きます。 

しかし、その事も終わりました。 

私達と多くのマスター、ブラフマン達が協力

して、アンドロメダ文明の人々を救いだし、

アンドロメダ文明を崩壊させた理由も解き

明かしました。 

 

彼らが閉じ込められる事によって、さらに

「支配」のエネルギーを増大させ、地球を襲

い続けていたブラック・ホールも消滅させる

事ができたのです。 

地球は、「支配の宿命」から逃れる事ができ
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たのです。 

 

私は、大地のマスターに言います。 

「皆さんのおかげで、私達はこの地球を繰り

返し襲ってきた争いの原因を知る事ができ

ました。 

そしてそれを解決し、地球をとても大きな宿

命のエネルギーから自由にする事ができた

のです。 

地球の進化は、これで加速度的に早くなり、

地球に住む私達も、多くの争いを生み出して

きた力から自由になる事ができるでしょう。 

あとは、私達人類が「支配」の呪縛から逃れ、

愛と叡智の世界に戻る事を選択するだけで

す。」 

 

大地のマスターも続けて語ります。 

「そうです。 

地球は、支配の宿命から逃れ、新たな進化の

時代へと入ったのです。 

この事が達成されない限りは、地球がパラレ

ルワールドに移り変わり、その後再統合を迎

える事はできないでしょう。 

あなた方は、今まで多くの困難な問題を解決

してきました。 

地球のいくつもの次元を復興させてきた事

もその一つです。 

 

それもすべて、この地球の宿命とも呼ぶべき

アンドロメダ文明の過ちを正すためだった

のです。 

さあ、アンドロメダ文明のスピリチュアルな

次元を新たに創造するためにもうひと働き

してください。」 

 

「大地のマスターよ、私達の活動の意味がま

た一つ明らかにされました。 

皆さんの、深い愛に感謝します。 
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しかし一つ問題があります。 

このアンドロメダ文明を破壊する原因とな

った彼らをどうしますか。 

彼らはまだ、支配する事を自らの正義と考え

ているようですが。」 

 

「TAKESHI さん心配しなくても大丈夫、彼

らはもうしばらく私が預かります。 

別の方法で封印しますので、彼らのエネルギ

ーがこれから地球を脅かす事はなくなるで

しょう。」 

 

私達は、大地のマスターの言葉にうなずいて、

地球を支配から守るために活動してきた人

達を連れて、「宇宙の大地」を離れ、崩壊し

たアンドロメダ文明があった次元へと戻り

ました。 

 

 

 

PART5 アンドロメダの叡智の森 

 

私達は、依然アンドロメダ文明の名残りの次

元を一つ復興させていましたが、その場所か

らさらに上の次元に入ります。 

そこにはすでに小柄なドラゴンと小人族の

ドワーフ達が待っています。 

アンドロメダ文明の叡智を残す次元は、もう

すでに形をとどめておらずそのエネルギー

がばらばらの欠片となって飛び散っていま

す。 

 

ドラゴン達はこの次元にあったクリスタル

を探しているようですが、すでに形も残して

いないようです。 

ドラゴン達の瞳から涙が一滴こぼれていき

ます。 

きっと彼らは、アンドロメダ文明の守護を行
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っていたドラゴンのようで、私達が連れ戻し

てきたドラゴンを見るととても喜んで近く

に寄ってきます。 

 

私はドラゴン達に、新しいクリスタルをここ

に設置してあげる事を伝えました。 

ドラゴン達も大喜びです。 

私は、フェニックス号に積んであったホーリ

ー・クリスタルを、ドラゴン達の指示の元に

おろしていきます。 

 

そして、このクリスタルをアンドロメダ文明

のスピリチュアル次元のクリスタルとして、

次元の中心に配置し活性化します。 

多くのドラゴンや地球の多次元のマスター

達がサポートにやってきてくれました。 

 

私達はドラゴンと巨人族のスティツクス、そ

して魔法使い達を中心に、アンドロメダ文明

のスピリチュアルな次元を形作っていきま

す。 

次元の「核」をセンタークリスタルから生み

出し、それを広げ、固定していきます。 

次元は大きな雲が集まるように沸き起こり、

雷のような光で固められ、大地のように固く

なっていきます。 

 

次元がある程度の大きさになるとアンドロ

メダのドラゴンとドワーフ達が、クリスタル

の周りに集まり祈り始めました。 

この次元に浮遊しているスピリット達を呼

び戻しているようですが、もうすでに生命を

失っている者達も多いようです。 

 

そこにワシ族と鳳凰族が現れます。 

彼らはこの次元の空間を自由に飛び回り、生

命なきスピリットを光の世界に導いていき

ます。 
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そして少しずつですが、生命ある者達がクリ

スタルの周りに集まってきました。 

 

次に私達のサポートに現れたのは、ゴッデ

ス・オリジンやダナ、レイの 3 人組です。 

彼らは、生命を新たな次元に導くために、ハ

スの花の形をしたロータスクリスタルを組

み立てます。 

中心に大きなクリスタルが立ち、その周りを

蓮の花弁の形をしたクリスタルが取り囲ん

でいます。 

 

薄い桜色をしたロータスクリスタルは、生命

を生み出す場所とつながり、この次元に新た

な生命を生み出します。 

ゴッデス・オリジン達は、この次元に浮遊し

ていたスピリット達をこのロータスクリス

タルを使って生まれ変わらせようとしてい

るようです。 

スピリット達が、クリスタルの中にどんどん

吸い込まれていきます。 

 

その間に、多くのマスターやフェアリーの女

神も現れ、この次元を美しい自然があふれる

世界へと変えていきます。 

かわいいフェアリー達もその姿を現し始め

ました。 

美しい小さな花から始まり少しずつ大きな

植物達も育ち始めました。 

花々の陰から小さな虫や動物達も姿を現し

てきたようです。 

ゴッデス・オリジンのロータスクリスタルか

ら、新たな生命達が生まれてきました。 

 

ブラフマン達が現れ、私に声をかけます。 

「私達全員のオリハルコンを空高く掲げて

ください。 

アンドロメダ文明の偉大なる叡智と神聖な
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るパワーがこの地に戻るように祈りましょ

う。」 

私も自分のオリハルコンを掲げます。 

オリハルコンの光が一つに集まり、さらに大

きな光が生まれます。 

 

するとその光の中からひときわ大きなドラ

ゴンが生み出されます。 

黄金色に輝くドラゴンは、このアンドロメダ

文明の偉大なる叡智と神聖なパワーの象徴

として新たに生まれたようです。 

ブラック・ホールから助け出されたドラゴン

達が、そのドラゴンに引き寄せられるように

集まり、巨大なドラゴンと一体化していきま

す。 

今までアンドロメダのドラゴン達が分割し

て持っていた叡智とパワーをその巨大なド

ラゴンの元に統合しているようです。 

 

そしてアンドロメダ文明を必死で守ってい

た人々にも、ドラゴンから放たれた光が満ち

ていきます。 

彼らの中にある叡智が目覚め、ミスティック

なパワーが甦ってきているようです。 

ブラック・ホールの中に閉じ込められた時、

その叡智は失われかけましたが、再びアンド

ロメダ文明のスピリチュアル次元が取り戻

される事で、偉大なるドラゴンと共に、彼ら

の力も甦ってきたようです。 

 

新たな次元は、美しい森や湖、野原などの世

界に姿を変えていきました。 

七色の虹もかかり、鳥達も虹の上を羽ばたい

て遊んでいます。 

すべてが美しい光と祝福に満ち溢れていま

す。 

 

そして森に中にある湖の横には、美しく巨大
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な生命の樹が育っています。 

それは、アンドロメダ文明の叡智の象徴のよ

うにも見えます。 

その樹は森に中にも広がり、今までの森より

もいっそう美しい森を生み出していきます。 

 

 

 

PART６ 地球人類のために準備された叡

智の種 

 

小人のドアーフ達は、この森の番人のようで

す。 

叡智の森が生まれるととても楽しそうに仕

事を始めます。 

ドアーフのリーダーのようなマスターが私

のもとに一つの種を持ってきました。 

種とは、新しいシステムの事で、この種によ

って、植物や動物が生み出されたり、星の環

境を変化させる事ができます。 

 

彼が守っていた種は、その当時の人間の中に

植えられるべき種であったようです。 

この種が人間の遺伝子の中に組み込まれる

と、人々はライトボディにつながる愛と叡智

の光を受け止める事が可能となり、人類は完

ぺきな人類に向けて大きく進歩するはずだ

ったようです。 

 

しかし、人類を奴隷として使用する事を望ん

だ人々やアンドロメダ銀河から地球を支配

するためにやってきた人々によって、その使

用は妨害されました。 

彼らにしてみれば、人類はあまり賢くないほ

うが支配しやすかったために、その種を人類

の遺伝子に組み込む事を邪魔したようです。 

 

この種は、再びドワーフのもとに戻され、新
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しく生まれたアンドロメダ文明のスピリチ

ュアル次元で守られる事となりました。 

そして、文明の中でも遺伝子技術を持つムー

とシャンバラのマスターにも渡され、独自の

研究が行なわれました。 

 

もしかしたら、その時この種のシステムが、

人間に組み込まれていたら、その後の歴史は

全く変わっていたかもしれません。 

地球が素晴らしい楽園になっていたか、また

違う世界を生み出していたか、知る由もあり

ませんが、少なくとも、これからでも地球人

にとって大切なシステムになる事だけは間

違いないようです。 

 

私は、アンドロメダ文明のメイン・クリスタ

ルの中にも、この種と私のオリハルコンを一

つ入れ、この次元に愛と叡智がもたらされる

ように祈ります。 

そして、各次元のマスター達も、地球のいく

つもの次元とアンドロメダをつなぐ作業を

行っています。 

地球の最古にして、最も影響力の多きかった

アンドロメダ文明のスピリチュアル次元が

ここに復興しました。 

 

 

 

PART７ 地球のエネルギーバランスを保

つ月の働き 

 

私達はアンドロメダ文明の復興を終えた後、

地球と月そして太陽のバランスを保つため

に、フェニックス号に乗って月へと出かけま

した。 

月に行くと月のマスター達と共にかぐや姫

がたくさんのウサギを連れて私達を待って

います。 
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私達は、月で人と同じような姿をしたマスタ

ーとウサギさんをよく見かけますが、どうや

らウサギさんにはとても大きな秘密がある

ようです。 

 

それは、エネルギーに関する特別な能力を持

っているという事です。 

月のウサギさんの役割は、地球のエネルギー

バランスをコントロールする事と、地球に対

して太陽と月のエネルギーが最適な状態で

送られるように働きかける事です。 

 

もともと月は、地球に対してとても大きな働

きを持っています。 

月の光によって、人々の精神状態を安定させ

たり女性の生理のリズムを作り出したりし

ます。 

また月の引力は海の満ち引きを作り出し、地

球の環境を進化させる役割を担ってきまし

た。 

 

月の秘密基地に入ると、そこはとても高度な

メカニックが作動しており、ウサギさん達が

一生懸命に働いています。 

これが地球のバランスを取る装置のようで

すがもうかなり古くなっているようです。 

ベラトリックスとマスターA のグループに

来てもらいシステムを見てもらいます。 

彼女達も、このシステムの古さにあきれてい

ます。 

 

月のマスターは、自分達のシステムに自信を

持っていたようですが、彼らの話を聞いてが

っかりしたようです。 

私達は、ウサギさん達の仕事の邪魔にならな

いように急いでシステムの変更に入ります。 

 

私達はこのシステムの動力源を見せてもら



 
 

156 

うために、さらに月の地下深くに降りていき

ます。 

 

そこには、動力源と思われる石があるのです

が、すでに黒ずみぼろぼろになっています。 

これでは、この月のシステムが壊れてしまう

のは、もう時間の問題です。 

私達は、ベラトリックスに報告してタイミン

グを見計らってオリハルコンとこの石を交

換します。 

オリハルコンを動力装置に入れると、周りに

強力な光があふれだし、月のシステムが順調

に動き始めます。 

 

月にはもう一つの動力源があるようです。 

私達が向かった場所にあるのは月自体を動

かしている動力源です。 

それはクリスタル・ドームとメイン・クリス

タルではなく、機械装置の中に置かれている

立方体のクリスタルです。 

この様子を見ると、月は自然の星ではなく人

工的な星型宇宙船のようです。 

私達はここにもオリハルコンを入れ、月のエ

ネルギーを活性化していきます。 

 

私のオリハルコンの光に、鳳凰族が気づいた

ようです。 

宇宙空間を軽々と抜けて鳳凰のマスターが

やってきました。 

彼は月の周りを何度も駆け巡り、宇宙船とし

ての月の働きを活性化していきます。 

これで月の働きは、さらに地球と深くつなが

っていくようです。 

 

 

 

 

 



 
 

157 

PART8 太陽と月と地球のトライアングル 

 

月を後にして、私達は太陽へと向かいます。 

太陽のスピリチュアルレベルに入り、光のフ

レアーのようなものを抜けると、そこにある

のは青い海のような光のベールです。 

私達は何度も太陽には来ているので、さっそ

く太陽のマスターであるラーのもとに急ぎ

ます。 

太陽は３層のスピリチュアルレベルに分か

れており、ラーは第３層にある太陽の神殿で

私達を待っています。 

 

ラーは私達が来ると嬉しそうに話をします。 

「TAKESHI さん、皆さんの活躍のおかげで、

地球だけでなく太陽系のいくつもの星々も

だいぶ調子が良くなりました。 

地球を中心として、創造主達の光がこの太陽

系や天の川銀河にたくさん流れ込んできた

おかげで、多くの星々の問題が解決し、素晴

らしい成長を遂げる事ができるようになり

ました。 

そして今日は、ついにアンドロメダ文明を復

興させた、とういう事ですね。 

これで、地球だけでなく、太陽系の星々も大

きく進化していく準備が整いました。 

私達は、その最終ステージに向かって、月と

地球に光を送りましょう。」 

 

「マスターラーよ。 

長い事、地球と太陽系の星々を見守ってくだ

さりありがとうございます。 

皆さんのご協力のおかげで、この地球も素晴

らしい星として生まれ変わる事ができるよ

うです。」 

 

私は、太陽の神殿にあるクリスタルにも、私

のオリハルコンをいれ、太陽の神殿をさらに
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輝かせます。 

マスター達が、太陽と月、そして地球をつな

ぐ光のトライアングルを作り、3 つの星の光

をつないでいきます。 

 

 

 

PART9 地球の次元を守る騎士団 

 

私達が、地球の多次元の復興で最後に行った

事は、この多次元を守る騎士団を作る事でし

た。 

これらの次元には、まだいくつもの小さな問

題が残されていますが、その事に私はもう関

わっていられないので、私の代わりに、これ

らの次元の調整を行う騎士団を生み出す事

にしました。 

 

次元のエネルギーを創造したり光を運ぶド

ラゴン達と宇宙の神聖なる法則をもとに各

文明のスピリチュアル次元の運営をサポー

トする魔法使い達、大天使とフェアリー、そ

して多くのマスター達に協力してもらい、地

球のいくつもの文明とそのスピリチュアル

次元を守護するための騎士団を生み出しま

した。 

これで、私が直接出向かなくても、彼らがこ

の世界の守護を行い、地球の統合と進化に向

けて働いてくれる事でしょう。 


